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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　プロローグ







　自室で一人ひとり、彼女は膝ひざを抱えていた。

　膝頭に強く押しつけられた顔。その脇わきに垂れた長い銀髪が、誰だれにも侵入することのできない不可侵の小こ部べ屋やを彼女の胸元に形作る。彼女の想おもいだけが充満する極小空間──それは、あるいは、牢ろう獄ごくのような。

　彼女の肩の震ふるえが止まることはなく、だから不規則な呼気が蟠わだかまる牢獄の揺動も止まらない。そして雨漏りの如ごとく、温ぬるい水滴が時折その上部から零こぼれてくる。

（私は……なんて、ことをっ……）

　そこに色を塗るとすれば、それは黒々とした闇やみ色いろでしかありえなかった。

　後悔。絶望。自己嫌悪。恐怖。悲しさ。それらが渾こん然ぜん一いつ体たいとなった色。

　その闇色を背景に、彼女の視界にはただ一つの光景だけが浮かんでいる。網もう膜まくに焼きつけられたかのように、刻み込まれたかのように、それはいつまでも消えようとしない。

　指が失われた、春はる亮あきの左手。

（うう……ううう……）

　自分は──とりかえしのつかないことを、してしまったのだ。

　なんてことを。なんてことを。なんてことをなんてことをなんてことを。彼を守るために仕方なく？　言い訳。それで傷つけて。愚か。最悪の事態を想定しなかった。危険なのはわかっていたのに。甘えだ。過信だ。安易だ。過ちだ。どうして自分はこんなにも。やり直したい。やり直せない。どうして。

　──死ね、死ね、死ね。

　──愚かな自分なんか死んでしまえ。壊こわれてしまえ。いなくなってしまえ──

　自じ暴ぼう自じ棄きになった胸中で、自己否定を繰くり返す。罪を自覚した囚人にできることはそれしかなかった。

　だが、そんなとき。

「……っ!?」

　ふと、部屋の外が騒さわがしくなったような気がした。今までずっと沈ちん黙もくと暗あん鬱うつに沈んでいたこの家に、何かの動きが生まれたのだ。考えるまでもない──

　彼が、ようやく、目覚めたのだろう。

　彼女は数時間ぶりに膝から顔を上げ、閉ざされていた牢獄に久しぶりの外気を当てる。それは彼女の濡れた頰ほおも同様で、空虚な涼しさを他ひ人と事ごとのように感じた。

　治ち療りようを受け、今までずっと寝ていた彼。その覚かく醒せいに、彼女が覚えたのは。

　安あん堵どと──そして。

　これまで牢ろう獄ごくの中でこねくり回していたものとは比較にならないほどに大きな、

　恐怖。

　会いたい。会って話をしたい。言葉を交わしたい。でも会いたくない。言葉を交わしたくない。怖い。怖い。怖い怖い怖い──！

　だから彼女は、家に動きが取り戻されてからさしたる間もなく、忙せわしない足音が一いつ直ちよく線せんにこの部へ屋やに向かってきたのを感じたとき。

　真っ白になった頭で、ただ一つ、自分にできることを──
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　ン・イゾイーは教室の窓から、目を細めてそれを見やっている。

　眼がん下かのグラウンド。空から降りてきた巨大ヘリ。その到着を待ち受けていたバイザーのような兜かぶとの少女と、開かれた後部ハッチの先端で彼女から一本の槍やりを受け取った男。

「──ならば、始めよう。《第二騎き士し領りよう》の建設を」

　その言葉を待っていたかのように、彼の背後で新たな動きが起こった。ヘリの中から次々と人ひと影かげが現れ、外に向けて歩を進めてきたのだ。男も女もいる。年ねん齢れいも様々。姿には多少の統一感があった。ほとんどの人間が、目立たない灰はい色いろのコートのようなものを揃そろって身に纏まとっており、その下にはまさしく騎士じみた鎧よろいが見え隠れしている。

　彼らは後部ハッチの先端に立っている主の左右を黙もく然ぜんと通り抜け、この大たい秋しゆう高こう校こうのグラウンドに降り立つ。そして誰だれが号令をかけるでもなく整せい列れつしていく。

　それを見た周囲の生徒達が「なんだあいつら、やっぱ何かの撮さつ影えいとか？」と騒さわいでいるのを聞きつつ、ン・イゾイーは戦せん慄りつしていた。

（数が……多すぎる。これは《騎士団》のレベルではない。それ以上の集団構成──《騎士団》そのものがいくつも集められた、最上級の《騎レ士ギ軍オ団ン》……！）

　新歓祭のとき、あのリリィハウル・キルミスタが率いていたものを平均的な騎士団の人数だとすれば──今眼がん前ぜんに展開されているこれは、その三倍強。つまり少なくとも三つの《騎士団》と、それを束ねる強力な騎士団長が三人以上、この集団には含まれていることになる。

　ン・イゾイーは自らが仕える長の言葉を思い出した。彼らが、ついに本気で《夜や知ち家け》というものを潰つぶしに来たってだけさ──そんな本気度の現れが、この数なのか。

　そのうちに、ヘリの中から吐き出されていた騎士達の行進が止まる。眼前に並んだ彼らの姿をさしたる感慨もなさそうに眺めやってから、領主は踵きびすを返した。一度ヘリの中に戻り──

　ほどなくして、車椅子に乗った状態で、再度その姿を現す。

　ン・イゾイーは微かすかに眉まゆを顰ひそめたが、すぐに思い出した。例の如ごとく、研けん究きゆう室しつ長ちよう国こくの主が雑ざつ談だんのように語っていた知ち識しきの中から。

　領主の持つ、騎き士し領りようという組そ織しきの根幹たる《十字軍のデイユ・建国旗槍ル・ヴ》の呪のろい。

　それは、所有者はその領地の中でしか生きられなくなるということだ。その呪いには逆の意味合いもあるらしいが、今はとりあえず関係がない。

　つまるところ、その呪いがある以上、彼は本来なら英えい国こくにあるという騎士領の本部から出られないはずだ。出れば死ぬはずだ──まだこの日に本ほん国こくの土地は、彼らの領土として確かく定ていしてはいないのだから。その下準備は充分に済んでいるのだとしても。

　それでも領主はここにいる。そのからくりが、

（既知です。あのヘリと車くるま椅い子すこそが、室長の言っていた──《移動領ジルチグラウンド》だという判断を判断します）

　車椅子の背中側には、彼が手に持っているのとは別の、しかし同じ形をした一本の槍が垂直に刺さっていた。紛れもなく、あれも《十字軍のデイユ・建国旗槍ル・ヴ》である──騎士領の本部領土を定義している他ほかの数本とは異なり、最初から移動用として用いられている一本。移動する個人用の土地を形作っているという一本。

　無む論ろん、ヘリという無む機き質しつな鋼こう鉄てつに対しては、直接《十字軍のデイユ・建国旗槍ル・ヴ》の力を発揮させることはできない。あのヘリの床下には薄うすく土が敷しき詰められ、そこに槍やりの穂先が刺さる形になっているという。それが今まであの機体を彼の生存可能な《領地》だと定義していたのだ。

　そしてヘリだけでは小回りが利かないため、彼らは槍の刺さった一部分を丸ごと取り外せるようにしているらしい。槍と、それが刺さった土つきの床と、その上にある座席一つ──つまりはそれが、今領主の乗っている車椅子だ。逆に言えば、槍つきの車椅子がヘリの中に座席として嵌はまる形になっているということだろう。その下部、穂先の刺さっている土台のような箇所に、ヘリの中にあるのと同様の血塗られた土が敷き詰められているはずだ。

《零番領地ジルチグラウンド》と名付けられているその車椅子に乗って、領主が角度のついたヘリの後部ハッチをゆっくりと下りてくる。自らの腕で車しや輪りんを回しているのではなく、最後にヘリに残っていたらしい派は手でな服装の女が後ろから車椅子を押していた。

　そうして、ついに車椅子が──蒐しゆう集しゆう戦せん線せん騎き士し領りようの領主が、グラウンドに降り立つ。車椅子を押していた女と、膝ひざをついてじっと待っていたスレイブが騎士達の並びに無言で加わった。

　車椅子に座った領主が彼らを見回し、

「──我が騎士達よ」

　静かな声音だった。が、その一言だけで、彼らの中に緊きん張ちよう感かんが満ちたのがわかる。

「愚問。だが、敢あえて問おう……汝なんじらは、愚ぐ昧まいか？」

『否なりNo、我が領主My lord！』

　一糸乱れぬ返答。けっして物理的なものではないその圧がこの教室の窓まで届き、ざわめいていた生徒達の口がぴたりと閉じる。

　その間にも領主と騎き士しの対話は続き、

「愚ぐ鈍どんか？」

『否なりNo、我が領主My lord！』

「愚物か？」

『否なりNo、我が領主My lord！』

「そうだ。汝なんじらは愚ぐ昧まいでも愚鈍でも愚物でもない。汝らは誇り高き騎士である」

　言いながら、領主は車くるま椅い子すの足置きをそのまま足場にして、悠然と立ち上がった。手にしていた槍やり──《十字軍のデイユ・建国旗槍ル・ヴ》を身体からだの前に掲げる。

「では、汝らが目的は何か。答えよ、ダインスレイブ」

「呪のろわしい禍具ワースの蒐しゆう集しゆうと破は壊かい」

　兜かぶとの少女騎士が即答した。喜びに打うち震ふるえるかのように。自己を嫌悪するかのように。

「汝らが正義は何か。答えよ、タシターン・チャッターボックス」

「呪わしい禍具ワースの蒐集と破壊。それ以外にねーっしょ？」

　車椅子を押してきた、魔ま女じよのようなとんがり帽子を被かぶっている派は手でな女も即答。肩を竦すくめて笑うと、その腰にある大きな円えん錐すい状じようの何かが揺れた。

　領主は厳いかめしい顔を微み塵じんも崩さず、

「いかにも。我らが目的も、正義も、未来も、現在も、意義も、信仰も、倫理も、法も、夢も、欲望も、希望も、願がん望ぼうも──全すべてがそれである。この世のいかなる存在よりもそれに殉じゆんじ、そのためにのみ動くのが我ら。我ら以上にこの正しき道を進む者なし。我らが立つ地は常にその最さい前ぜん線せんである」

　そう言ってから、彼は垂直に立てていた槍の石突で車椅子の前の地面を強く突いた。

　騎士達を再度睥へい睨げいしつつ、

「では──ここもそうか？」

『是なりYes、我が領主My lord！』

　先程にも増して圧のある唱和。領主は槍の穂先をゆっくりと動かした。立ち並ぶ騎士達の端から端まで、彼ら一人ひとり一人ひとりを指し示すように。

「その通り──愚問であった。汝らは全てを捧ささげている。全てを捧げる者を神は祝福するだろう。故に、これは神命である」

　騎士達の背筋が震ふるえるのを待っているかのような、一瞬の間。そして、

「ここを我らが地とし、禍具ワースを蒐集し破壊せよ、騎士達よ」

『是なりYes、我が領主My lord！』

　領主は腕を持ち上げ、その頭上で《十字軍のデイユ・建国旗槍ル・ヴ》を半回転させた。順手に持っていた槍を、逆手に。

　それから彼はそっと目を閉じ、囁ささやくように言葉を続ける。

「さすればこの地は汝なんじらにさらなる力を与えるだろう。神が祝福する戦いは聖戦であり、ここは我ら蒐しゆう集しゆうと破は壊かいを行う者達の居場所。ならばこの地は、聖戦の最さい前ぜん線せん──すなわち、聖地と呼ばれるべき場所に他ほかならない──」

　刹せつ那な、頭上で保持されていた、槍やりを持つ彼の腕にぐっと力が込められ。

　強き意志と妄念と狂気の宿る瞳ひとみが、大きく見開かれ──

「故に──我、トリナーク・アガナーは、ここに第だい二に蒐しゆう集しゆう戦せん線せん騎き士し領りようの建設を宣言する！　かつて聖地を得るべく戦った十じゆう字じ軍ぐんの騎士達の如ごとく、かく唱えよ！　神の御心デイユ・のままにル・ヴ！」

『神の御心デイユ・のままにル・ヴ！』

　地鳴りのような騎士達の唱和と同時。

　彼の腕が振り下ろされ、《十字軍のデイユ・建国旗槍ル・ヴ》の穂先が大地へと突き込まれる。

　そして──騎士達の声という振動、その残ざん滓しが周囲から消え去っていくのに合わせるように、領主がそっと槍から手を離はなした。

　槍は倒れない。グラウンドの中央に屹きつ立りつしている。だが、

「……」

　ン・イゾイーは目を細め、密林での狩りで鍛きたえた視力でその一点を凝ぎよう視ししていた。

　槍の穂先と大地との接点。あれだけの勢いで振り下ろされたのに、槍はそこに刺さっていない。いや、厳げん密みつに言えば刺さってはいるのだ。その先端の数ミリだけが。ただそれだけを支えに、物理的な不自然さを持ったまま、《十字軍のデイユ・建国旗槍ル・ヴ》は垂直に立ち続けている──

（……これも、既知です）

　土地の持つ意味すらも塗り替え、使用者の望む《領地化》を行う禍具ワース。いくらなんでもそれだけの効果がただの一いつ瞬しゆんで発揮されるはずはない。

　領地化は段階的に行われるのだった。不自然に立っているあの穂先は、これから時間をかけて徐々に大地に沈んでいく。その刃やいばが完全に地中に埋没したときが、この街の完全な領地化が果たされるタイミングだ。

　ン・イゾイーは暗あん鬱うつに嘆息する。何にしても、始まってしまった。

　今の領主の行為は、起動スイッチを入れたに等しい。あの槍を破壊するか、所有者を殺さない限りけっして止められない流れを生み出すスイッチを。

　では、自分はどうすべきなのか。

　どのような立ち位置で、どのように動くべきなのか──

　その答えは、依然として未知のままではあったが。

　一方で、室長から与えられた既知のうち、現時点で最も重要だと思われるものが脳裏で不吉な予感を主張し続けていた。その存在を忘れるなと、性た質ちの悪い頭痛のように蠢うごめき続けていた。




　ひとたび《十字軍のデイユ・建国旗槍ル・ヴ》が起動してしまったならば。

　対象である区域が完全に《領地化》するまで──

　猶ゆう予よは、およそ、二十四時間。
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　布団の上に身を起こした。

「春はる亮あきくん！」

「夜や知ち、大丈夫か？」

「ハル、まだ動かんほうが」

　布団を囲んでいる彼女達の声で、自分の名前が連呼される。だがそれはどこかぼんやりと耳に入ってくるだけで、脳の中にまでは到達しない。意味ある音としては捉とらえられない。

　代わりに頭の中を占めているものがあったのだ。ひどく曖あい昧まいで茫ぼう漠ばくとした、それでいて重苦しい質量を持った何か。それは、きっと、記き憶おくと呼ばれるもの。

　解凍していく。透析していく。

　父親から貰もらった大量の免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクと、フィアとの一夜。日常に戻った朝。彼女の顔を見るのが、ひどく気恥ずかしく、むず痒がゆかったのを覚えている。それから──そう、電話があったのだ。突然の電話。竜ド島ラ／コ竜ニ頭ア師ン団ズの師団長、マクシミリアン・ペンドラゴンからの。

　錐きり霞かが破は壊かいを求めていた槍やりを引き渡すという連絡を受け、竜ド島ラ／コ竜ニ頭ア師ン団ズの本部である船団に向かい、会合を行った決戦船で再び彼らと対たい峙じし──

　記憶がぶれる。一いつ瞬しゆんだけ、時系列が弾はじけ飛ぶ。そこからは感覚だけが浮かび上がる。

　戦せん慄りつと恐怖。汗と苦痛。ああ、そうだ。聞こえたのは──声だ。

　笑い声だ。

　目を見開いた。同時、凍っていた記憶が氷河の融ゆう解かいのように溶け崩れ、自分の中にどろりと広がっていくのを感じる。

　二本の螺ら旋せん槍そうを手に高笑いする彼女。高く高く跳ちよう躍やくし、ペンドラゴンに襲おそいかかる彼女。それからのことも判然としない。夢うつつの記憶しかない。笑声。二つの巨大な存在が衝しよう突とつする轟ごう音おん。余波だけで不安定に船が揺動。いつのまにか姿が消えて。割れた甲かん板ぱんの下、足元で竜と竜に匹敵する何かが蠢しゆん動どうするのを感じて。さらに船が致命的な悲鳴を上げるのが聞こえて。

　そうだ。そして。

　船が大きく傾いて──

　同時に、彼女が深い甲板の亀き裂れつから飛び上がってきて──

　自分は彼女を抱き留めようと、着地点で手を広げて──

　なのに、彼女は空中で螺旋槍を振りかぶって、やはり笑ったまま、こちらに向けて──

「──っ！」

　そこまで思い出したところで、春はる亮あきは布団を跳はね除のけて立ち上がった。

「は、春亮くん!?　いきなり動いたら身体からだが……！」

　このはの声を聞いている余裕はなかった。ただ純粋な衝しよう動どうが身体を動かしている。このはが制止のために伸ばしてきた手を搔かい潜くぐり、今まで寝ていた自室から走り出る。足に力が入らない。身体のバランスもおかしい。ふらついた。廊下の柱にどんと肩をぶつけて、そこでふと違和感に気付いて左手を見やれば、

「……」

　今まで小指と薬指があった場所には、空白感しかなかった。

　赤い色を滲にじませた包帯が、その付け根を塞ふさいでいるだけだ。

　だが──それがどうした？

「夜や知ち、待つんだ、おいっ！」

　自室から彼女達が追いかけてくる。それを振り切るように、さらに春亮は足を動かして廊下を進んだ。

　左手には痺しびれるような感覚があるだけで、痛みは感じない。自分の神経が一時的にどうにかなってしまっているのか、それとも痛覚そのものをあの海に落っことしてきてしまったのか。言うまでもなく、それもどうでもよかった。

　目的地はすぐそこだった。

　全すべてを拒こばむように閉じられていた入り口の襖ふすまを、力任せに横に滑らせる。

　そして春亮は、全力で彼女の名前を叫びながらそこに足を踏み入れた──手遅れではないことを、心の底から祈りながら。

「フィアっ！」

　返事はなかった。

　襖を支えていた春亮の右手が、ゆっくりと、垂れ下がる。

　いつもの、彼女の部へ屋や。雑然とした部屋。脱ぎ散らかされた衣服。煎せん餅べいの空き袋。

　その中に──彼女の姿は、あった。

　ただの、鋼こう鉄てつの立方体として、あった。

「フィア……」

　再度呼びかけても、言葉は返ってこない。

　だが、こちらの声を聞いているのは確たしかだろうと思う。存在としての息いき遣づかいのようなものを感じる。彼女の意い識しきはそこにある。そう確かく信しんできる程度には、自分は彼女を知っている。

　それでも、彼女の返答はない。

　外界との接触を。

　外側への意思表示を。

　拒絶している。拒否している。

　内へ逃げて、中へ籠こもって、壁かべを作って──

　自閉、している。

　とても強固な、彼女自身という、鋼こう鉄てつの殻の奥に。

　春はる亮あきはゆっくりと部へ屋やの中に歩を進め、物言わぬ彼女の姿を見下ろす。

　静かな声で。静かな表情で。

「まったく……馬ば鹿かだな、お前は……」

　何度も触れた、彼女の肌を。

　鋼鉄の立方体の、冷たい角を。

　そっと、慈いつくしむように、指の少なくなった手で撫なでるしかなかった。







　第一章　「自閉する立方体」/"Cage×Collapse×Chivalrous"
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　車くるま椅い子すの上に自らの主が腰を落ち着ける。スレイブは──魔ま剣けんダインスレイブは、彼の視し線せんを追うようにして、地面に垂直に立っている《十字軍のデイユ・建国旗槍ル・ヴ》を見つめた。その状況を確たしかめるべく。

　同種のモノとして感じる、漏ろう出しゆつする呪のろいの気け配はい。確かく実じつに発動している。自分がこの街で行っていた下ごしらえは無む駄だではなかったらしい。あの下げ賤せんな疑似不死の少女の血と痛みは。

「どーやら、ちゃんと動いてるみたいですねー？　立派なピン立ち、まぁ素敵すてき」

　へらへらと笑いながらタシターンが言った。主に対する軽けい薄はくな態度に少しばかり苛いら立だつが、いつものことではある。主はぼそりと、

「愚問だ──そうでなくば困る」

「で、あとは待つだけ。順じゆん調ちよう、順調ですなー」

　さすがにその言葉は聞き逃せなかった。ダインスレイブは兜かぶとの顔を彼女に向けて言う。

「気を抜くな、タシターン・チャッターボックス。ここからが我々の出番だ。領地化が完全に果たされるまで、あと二十四時間──我々はそれまでこれを守らねばならない」

「ハイハイ、わかってるっつーの。こんな目立つところでやっちゃったんだから、邪魔をする誰だれかさん達は来て当然デス、と」

「油断は愚行。備えは必要だ。この場所は、城とする前に砦とりでとせねばならない──ダインスレイブ、騎き士し達を動かせ。砦の設営を開始せよ」

「は」

　主の言葉を聞き、ダインスレイブは立ち並んだまま指示を待っていた背後の騎士達にその指令を伝える。

　役割を与えられた騎士達が《移動領》たる輸ゆ送そうヘリに舞まい戻り、中から物資を運び出し始めた。野営地を作るための物資だ。テント材、食しよく糧りよう、武装、その他もろもろ。

《十字軍のデイユ・建国旗槍ル・ヴ》が突き立てられ、そして主がそれを見つめるこの場所が本部であるのは言うまでもなかった。ここを中心とした環かん境きようが次々と調ととのえられていく。

　本国にある騎士領本部とはさすがに比較にならないが、雰囲気と大おお凡よその配置はそれに合わせることにしていた。そう──ここは仮とはいえ、『王の間』となるに等しい。騎士の矜きよう持じとして、見苦しい空間にするわけにはいかないのだった。

　主の車椅子が置かれる、一段高くなった玉座のような場所を騎士達が作り始める。テントの入り口にあたる場所からそこまでには謁えつ見けんの雰囲気を強める赤い絨じゆう毯たんを敷しく。移動領の中からさらに運び出された銀の甲かつ冑ちゆういくつかが、慎重にその絨毯の左右に並べられていた。無む駄だかもしれないが、外せない構成品だ。装飾という意味で言うなら、他ほかにも実務的でありながら高級な作業机、その上に配置される花瓶、照明用の燭しよく台だい、テント布の裏地に刻まれた刺し繡しゆう──色々ある。仮の本部となるこの王の間以外にも、他の騎き士し達が身体からだを休められるテントをいくつか作る予定ではあったが、それは後回しで良い。

　野営地の設置が行われていくのを見ながら、タシターンがふと首を傾かしげて、

「ダインスレイブさんや。本部を構えるのも大事だけど、それより先にすることがなかったっけ？　砦とりでを作るって意味はそれだけじゃないっしょ。忘れてんなら指差してプゲラ笑うよ？」

「理解できぬ言葉を使うな。無駄な心配だ。《アウシュビッツ＝ビルケナウ》を準備する指示は既に出した」

「あらそー。ならいいけど。ていうか、よくよく考えてみればあれまで使うなんてちっと大おお袈げ裟さじゃね？　って気分だったり」

　それに答えたのは主だった。

「念には念を入れる。ひとたびこの地を第だい二に騎き士し領りようとすると決したのならば、我々は失敗するわけにはいかぬ」

「そりゃわかりますけどね」

「仮に、我らが領の建設を邪じや魔まする者が現れるとするなら──それは、箱フイ型ア・イのン・キ恐禍ユーブの一派である可能性が高い。我は我であるが故に、あの存在と脅威を看過はできぬ。たとえ怯きよう懦だと見られようが、すべきことをしておかぬのは愚行だ」

「……」

　無む意い識しきのうちに、ダインスレイブはそっと、自分の胸を押さえていた。意味は自分でもわからなかった。人間の姿に付随する偽物の鼓動にも、そして、自らの内にある一枚の異物にも変化はなかった。

「そうだ、すべきことはしておかねばならない──ダインスレイブよ。バルバロッサ・リーに騎士団を率いて出るように伝えろ。目的地は言うまでもないな」

「無む論ろん。彼らで破は壊かいできれば良し。そうでなくとも時間稼かせぎにはなる、と……奴やつらの行動機き会かいを損失させるのも大事な役目です。全力を尽くすよう言っておきましょう」

「ひひひ、今のうちに外に出とかないと面めん倒どうなことになるしねー。で、領主様。策はそれだけじゃないんでしょ？　だからあたしがここにいるんでしょうし」

「愚問」

　領主は小さく首を動かした。この場を覆おおうテントは未いまだ完成せず、天幕は全体の半分ほどが中途半端に掲げられているだけだ。だから視し線せんは通っている。見ることができる。

　このグラウンドに面している校舎を。そしてその窓から、依然としてこちらに顔を向けている──事情をまったく理解していないであろう、無数の生徒達の姿を。

　車くるま椅い子すの上から、無表情に彼らの姿を見上げたまま。領主は静かに呟つぶやいた。

「我々は二つの障しよう壁へきでここを守しゆ護ごする。一つは《アウシュビッツ＝ビルケナウ》による物理的な障壁。そして二つ目は──」

「心理的な障壁。あいつらに対する絶対的な人質ってことですね？」

　領主の言葉を失礼にも奪ったタシターンが、冗じよう談だんめかした様よう子すでその手を遠見の形で額ひたいに当てる。そうして彼女が見るのも無む論ろん、校舎にいる生徒達だ。にやりと笑って、

「おほーう、となると、あそこになんだかちょうどいいものが見えますナ。しかもたくさん」

　こうなる予想はできていたが、さすがに少しばかり慎重にならざるをえない。ダインスレイブは短く領主に問う。

「無礼ながら。根回しは？」

「済んでいる。たとえこの学校の理事長──世せ界かい橋ばしガブリエルや、あるいはその他ほかの者がなりふり構わず警けい察さつやマスコミを巻き込んで我々の妨害を図ろうとも、それらは動かぬ。無関係な者どもに邪じや魔まされる心配はない」

　この街において一ひと角かどの実力者であるらしい、世界橋ガブリエル。だが──コネクションは、それ以上の力を持つコネクションにはけっして逆らえないのだ。遥はるか昔より、呪のろわれた道具を排除するという正しき目的のために活動している騎き士し領りようが本気を出せば、ただの一個人の力など捻ねじ伏せられて当然だと言える。

「つまり、なんも気にする必要はないってコトっすな。んじゃ、ちょっくら働いてきますか」

　正しき目的。呪わしき禍具ワースの破は壊かいがそうであることに疑う余地はないが、その手段の一いつ環かんとして行われるこの行為に──罪のない一般人を巻き込むことに眉まゆを顰ひそめるものは多いだろう。それくらいは自覚している。だが、それでも。この地に第だい二に騎き士し領りようを建設し、箱フイ型ア・イのン・キ恐禍ユーブや仲間の禍具ワースを完かん膚ぷなきまでに破壊し、その居場所を消滅させることは──

　何よりも優ゆう先せんさせるべき、使命なのだ。

　世界を正しき形へと導みちびくための、義務なのだ。

　タシターンはきょろきょろと首を回し、近くにいた一人ひとりの若い騎士を捕まえる。

「あんたでいいや。手て伝つだって。はいこれ、持っててね」

「は、はぁ。しかし自分にも役割が与えられていますので、少し他の者に引き継ぎする時間を──」

「んな時間ないっしー。こっちにも移動時間がいるのよ、さあさあピンピコ動く動く。あたしが言うんだから怒られやしないって。それに、お礼にジュースくらいは奢おごんゾ？　ひひひ、それとも他のご褒ほう美びがよければそれでもいいゾ？」

　ポケットから取り出した小さな機き械かいをその若い騎士にぽんと手渡し、彼女は馴なれ馴なれしく彼の首に腕を回して歩き始める。だがそこで軽くこちらを振り返り、

「あ、でも、もしエロいご褒ほう美びとか求められたらどーしたらいいんだろね？　どうしよダインスレイブ？」

「自分で考えろ。それ以前に、この大事なときに風紀を乱す真ま似ねをするな」

「つれないねー。二十四時間もあるんだから、ずっと気を張ってても仕方ないっていうのを言いたかっただけなのにサ」

「油断をするな。無む駄だ口ぐちを叩たたかずに動け」

　言うと、タシターンは僅わずかに気け配はいと表情を変化させた。おどけた笑えみを浮かべているのは変わらないが──その瞳ひとみに、唇に、挑発的な邪悪さのようなものが宿る。

「油断？　しているように見える？」

　ダインスレイブは、ふ、と息を吐いた。こんな話に無駄な時間を使いたくはない。

「見える。が……大事なのは、実際にどうなのかだ。結果で示せば文句は言わん」

「あんただって知ってるっしょ？　あたしは普ふ段だんはテキトーでも、やるときはやる女だって。仕事は完全に完かん璧ぺきに絶対にばっちりこなしてやんよ」

　知っていた。彼女は、仕事に対しては確たしかに完璧主義者だ──より正せい確かくに言うなら、仕事に対してではなく、ある人間のために直接的に動く場合においてのみは、と言い換えるべきだろうが。

「そう願ねがう。貴様の適当さが許されるのは結果を出すが故だということを忘れるな」

「ひひひ。あんたのその呪のろい臭くさい身体からだの存在が許されているのもネ、魔ま剣けん」

　言われるまでもなかった。そしてこんなやりとりも、ある意味で言えばいつも通りのことではあった。まともに相手をしているのがいささか馬ば鹿からしくなり、投げやりに、

「話は終わりだ。さっさと行け」

「はいはい」

　歩みを再開させつつ、肩越しにひらひらと手を振ってくる。そんな彼女の背中からは、生徒全員を人質に取るというこれからの行いに対する、微み塵じんの躊ちゆう躇ちよも疾やましさも感じられない。

　当然だった。むしろそうでなくてはならなかった。

《無口なタシターン・お喋り屋チヤツターボツクス》と名乗るあの女は軽けい薄はくであり下品であり無礼であり、ダインスレイブにとって、人間的にはけっして好ましく思えるような人物ではなかったが。

　騎き士し領りようという組そ織しきにとって有用な存在であることは疑いようがなかった。些さ細さいな良心や甘さに流されることなどありえない人物だとは断言できた。

　そう、彼女は確たしかに完璧主義者なのだ。やるべきときはやる。何があろうともやる。全ぜん身しん全ぜん霊れいでもって、与えられた役割を一点の瑕か疵しもなく果たそうとする。そして果たしてきた。

　糞ふん便べんと獣じゆう臭しゆうに満ちた潜せん入にゆうを。精神が擦すり減る調ちよう査さを。屈辱と快楽に塗まみれた籠ろう絡らくを。眉まゆを顰ひそめる拷ごう問もんを。幼子の悲鳴を聞く誘ゆう拐かいを。精神が崩ほう壊かいする虐ぎやく待たいを。卑ひ怯きようで誇りのない暗殺を。

　その『やるべきとき』を決定する条件は単純。

　領主が真にそれを求めているという理由さえあれば、彼女は躊ちゆう躇ちよなく全すべてを実行する。いつもの適当さをかなぐり捨て、真なる忠臣としてその身と心とそれ以外を犠ぎ牲せいにする。

　言わばタシターンは、領主のための行為限定の完璧主義者なのだ。

　なぜなら、彼女は──主リー幹後ド・方支オーグ援員ジラリ。

　騎き士し領りように存在する後方支援員オーグジラリ達のトップであり。

　領主トリナーク・アガナーを直接的に支援する名誉を与えられた、唯一の存在なのだから。
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　殺壊してやる、と何度思ったか知れない。

　今ですら、油断すると腕が動きそうになる。手足と同じようにこの視し線せんにも刀の斬きれ味あじが乗るのだとしたら、既にあの鉄塊は塵ごみ屑くずのごとき細片となって掃そう除じ機きの中に吸い込まれていることだろう。罪。罰。仕置き。当然の流れ。当然の権利。当然の結末。

　だが──

（……）

　ふぅぅぅぅ、とこのはは意い識しきしてゆっくりと深呼吸した。全身の毛穴がピリピリと開いているような感覚は変わらない。弾はじけ飛びそうな、身体からだが勝手に動き出すような衝しよう動どうは相変わらず限度一杯。表面張力で辛うじて零こぼれるのを堪こらえているコップの水のようなものだ。

　その表面張力は理性などと名付けられている。必要かどうかもわからない存在だが。

（確たしかに、あのとき、わたし達は窮きゆう地ちでした。あのまま何もしないでいたら、本当に、取り返しのつかないことになっていたでしょう……）

　目を閉じて、思い出す。圧倒的な戦せん闘とう技術。交こう叉さ法ほうも通用しない鎧よろい。摑つかみ取られた自分。無防備な彼。引き絞られた相手の刃拳ブレード。もしも、仮に、あのまま時間が進んでいたなら──

　きっと、自分達は、完全に終わっていた。

（いや。しかし。だからと言って……！）

　頭を振った。堂々巡りだ。苛いら立だつ。許せるか許せないかと言われれば、絶対に許せない。あの愚かな娘は彼の身体を傷つけた。それだけは忘れてはならない。

　このはは畳に座ったまま、軽く顔を上げた。視界は悪い。テーブルの上にでんと載っている邪じや魔まな立方体のせいだ。やはり切り刻んで砕いてしまおうか。

「だからさー、話くらいしろって。いつまでもそうやってても仕方ないだろ？」

　勿もち論ろん、物言わぬその形になった彼女をこの居間にまで強引に運んできたのは春はる亮あきである。今は呆あきれたような苦笑をテーブル上の立方体に向けながら、湯飲みのお茶を啜すすっている。

　こんな状況になっても、彼は吞気のんきで。お人よしだ。どうしてそんな顔ができるのか、と思う。

　テーブルの下にある彼の左手は──彼女の狂気によって、損そん壊かいさせられたというのに。指を失ったというのに。もう二度と、取り戻せないというのに。

　単に切断されただけなら、あるいは黒くろ絵えが迅じん速そくな治ち療りようをすれば再接着できたかもしれない。だがあのときは状況が最悪だった。足場となっていた船がフィアとペンドラゴンの戦いの余波で破は壊かいされ、誰だれもが海に投げ出され──そんな状況で、切断された指を確かく保ほすることなどできるはずがなかった。こんな言葉は使いたくないが、命があっただけ幸運だ。よくも全員が理事長のクルーザーにまで辿たどり着けたものだと、今でも奇跡的に思う。

「何度も言うけど、怒ってないからな、俺おれ。お前がああしなきゃ、あそこで全部終わってた。みんな、それはわかってるよ」

「ああ……」

「うん。そうじゃね──」

　この場には錐きり霞かと黒絵もいた。疲れたような表情で、曖あい昧まいな視し線せんで、頷うなずいている。

　彼女達もまだ心の整せい理りはできていないのだろうとこのはは思った。フィアがああして暴あばれなければ、錐霞は本当に死んでいただろう。黒絵はおぞましくも力ずくでペンドラゴンのものにされていただろう。それでも、だ。

　特に錐霞は、もっと怒ってもいいはずだと思う。その資格があると思う。彼女だって、自分と立場は同じなのだ。彼の身体からだが傷つけられて、黙だまっていられるはずが──

（……いえ。そう、です、ね。資格というなら──わたしには。わたしにこそ、ないのかも、しれない……）

　ひどく冷たく寒々しい氷の柱が、胸中に刺さったような気がした。

　彼の身体が傷つけられた？

　もう忘れたのか。自分だって、ついこの間、彼の身体を嬲なぶっていただろう？　肩を貫いて、彼の血と肉を感じて、情欲に太ふと股ももを擦こすり合わせていただろう──？

　目を細める。その痛みに耐えるために。あるいは刻み込むために。

　もう一度、意い識しき的てきに、嘆息。どうしてこんなことになってしまったのか。これからどうすればいいのか。考えがまとまらない。

　テーブルの上の立方体を虚うつろに見つつ、手て慰なぐさみのように自分もお茶を飲む。空になった湯飲みを置くと、

「村むら正まささま、お代わりは──と思いましたが、湯が切れておりますな。沸かしてきましょう」

「あー、よろしくー……ついでにこてっちゃん、戸棚の左の下に甘いお菓子あったから持ってきてくれるー？」

　どこか居い心地ごこち悪そうにしていた虎こ徹てつがすっと席を立ち、それに崩ほ夏なつが思い出したように声をかける。崩夏は今まで縁えん側がわの柱に背中を預けて座り込み、ぼんやりと天てん井じようを見上げていただけだった。何か考え事でもしていたのだろう。

　甘いお菓子。テーブルの隅には、邪じや魔まな鋼こう鉄てつの立方体に押おし退のけられるようにして菓子皿が置かれている。しかしそこに並んでいる煎せん餅べいの枚数は、当然のように、さっきから一枚も減ってはいない──

（そうやって、四角くなって、耳を塞ふさいで、逃げて。いったい、どうなるっていうんです……？）

　このはは言葉には出さず、視し線せんに乗せて問いかけた。届いているのかどうかは定かではなかったが、別にどうでもよかった。もとより答えを期待してのことではない。

　彼を傷つけたという罪。この自分にもある罪。過ち。償つぐない。因果。本質。

　自分達という呪のろわれたモノの、運命──

　そんなことを、いろいろと、考えた。考えざるをえなかった。

　だがいつまでもこんな概念的な考えに囚とらわれているわけにはいかない。現実がある。ペンドラゴンが黒くろ絵えを求め、春はる亮あきが傷つき、フィアが自閉している現実がある。

　これからの行動を。対処を。決めなくてはならない。さて──

　と、このはが口を開こうとしたとき。

　携帯の着信音。

　不吉な既視感デジヤヴを覚えた。今け朝さの悪夢のような出来事も、始まりは一本の電話だった。

　無む意い識しきに左手で携帯を開こうとし、少しだけ顔を歪ゆがめて右手に持ち替える春亮。今まで麻ま痺ひしていた感覚が次第に蘇よみがえりつつあるのだろう。彼が痛みを感じているのを見て──このはも、複雑な痛みを感じる。

「……もしもし？」

『やあ。僕だよ』

　それだけで誰だれだかわかる相手の声に、春亮が眉まゆを寄せた。居間に緊きん張ちよう感かんが満ちる。モノのように佇たたずむテーブル上の立方体も、その鋼こう鉄てつの表面を張り詰めさせたように思えた。

　結局、既視感デジヤヴはどうしようもなく正しかった。あのときと同じだったのだ。その電話が不吉を内包しており、さらには思いがけない人物からのものだったという点で。

　そうして、電話の主は──闇やみ曲まがり拍ぱく明あきは、語り始める。

　現在、この家ではない別の場所で進行している、恐るべき出来事について──
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「で、ありゃ何なんだろうな？」

「さあ……なんかバタバタし始めたけど」

「テントとか張ってる。何するんだろ？」

「こらお前ら、いい加減席に戻れー！　授業を再開……して、いいんだよなぁ？　今日きようの職しよく員いん会かい議ぎでも何も言ってなかったし……」

　一いつ旦たん崩ほう壊かいした教室の秩序は簡かん単たんには戻らない。教きよう壇だんに立っていた教師すらもが困惑顔で首を傾かしげている始末だ。

　そんな中、ン・イゾイーはやはり窓際で彼ら──騎き士し領りようの動きをじっと観かん察さつしていた。頭の中ではこれからの行動方針を全力で考えている。その間も、目を開いて情報は集めておくにこしたことはない。

「フムゥ。見たまえ渦か奈なソンくん、あのテントを。僕が思うに、やはりこれはあの理事長が仕掛けたサーカス的ビックリサプライズイベントに違いないね！　テスト開けで疲れた俺おれ達に癒いやしと活力を与えてあげようというイキな計らいだよ！」

「ビックリとサプライズが完全にカブってるけど、本当なのかい泰たいムズ!?　でもありそーだね！　あー、だから剣みたいなの持ってる人もいたのか。演武的なダンスとかするんですな。ぬぬう、謎なぞは全すべてじっちゃんの名にかけて！」

　パイプを燻くゆらせる仕し草ぐさの泰たい造ぞう、大おお袈げ裟さにウムウムと頷うなずく渦奈の二人ふたりも隣となりの窓で依然として騒さわいでいたが、今のところはその間違いを正してやる気は起きない。

　グラウンドの動きを注視する。テントの設営をする騎士。物資の搬出をする騎士。そして、

（あれは……）

　グラウンドの端に歩いていく騎士の一団がいた。油断のない物腰で周囲を警けい戒かいしつつ、フェンスの前で足を止める。それから彼らは、ヘリから運んできた糸巻きのような装置からぐるぐると何かを伸ばして──

（……有刺鉄線……？）

　さらに目を凝こらしてみても、やはり同じだった。有ゆう刺し鉄てつ線せん。あるいは一本の鉄てつ条じよう網もう。その細い鋼こう線せんを、彼らは慎重に、しかし素早すばやくフェンスの内側に張っていく。隙すき間まを潜くぐらせ、あるいは別の鋼線で縛しばって固定。それは数メートルで終わるようなものではなく、どうやらまだまだ続けて伸ばしていくつもりらしい。騎士達は手分けしてその手を動かし、頼りない一本の有刺鉄線をフェンスに沿って伸ばし続ける。

　意味がわからない。有刺鉄線や鉄条網は壁かべの代わりに使うものではないのか。フェンスも外がい壁へきも、この学校には既にあるのだ。あんな細い鉄線一本でさらに囲ったところで──

（いや……あえてそうするだけの意味がある、ということですね）

　ならばあれは見た目通りのものではないのだろう。つまり、蒐しゆう集しゆう戦せん線せん騎き士し領りようが破は壊かいを留保するほど有用に、

　呪のろわれている。

　呪われた有刺鉄線だとするなら、それはどんな呪いなのか。どんな忌き能のうを発揮するのか。新たな未知。

　嫌いやな予感がしていた。そろそろ動くべきかもしれない、とン・イゾイーがそっと窓から身を離はなそうとした、まさにそのとき──

　ガガ、と小さなノイズが教室の中に生まれた。校内放送だ。

『えー、あーあー、テストテスト』

　それを無視することなどできない。生徒も教師も、誰だれもが、その聞き覚えのない女の声を発する教室のスピーカーを見上げていた。表情は様々。きょとんとしているもの、ようやく外の出来事の説明かと興きよう味み深ぶかそうにしているもの。

　声は続く。そのスピーカーから届く女の声に対し、ン・イゾイーの耳は僅わずかな違和感を覚えていた。微妙に遠いような──薄うす幕まくを隔てているような──気のせいだろうか？　なんにしても、今は語られる言葉の内容のほうが大事だ。

『あー、こちらタシターン・チャッターボックス。騎き士し領りようの人間はこれからの注意事項がわかるっしょ？　わかんない愚ぐ図ずは処分されるだけだから別にそのままで。ＯＫ？　では早速──』

「っ！」

　先程とは別種の嫌いやな予感が、踵かかとの裏に生まれたような気がした。何かを踏んだような。理屈ではない、感覚の怖おぞ気け。足元に何かが。猛もう獣じゆうの尾。毒虫の針。害毒の草。

　その震ふるえが刹せつ那なに身体からだを這はい上がってくる。ふくらはぎ。膝ひざ裏うら。太ふと股もも。腰。そして、

『──傾聴せよhört!!』

　スピーカーから届いていた女の声の質が、そこで激げき変へんした。

　今までの違和感を吹き飛ばすほど歪ゆがんだものに。ひどく罅ひび割われたノイズに満ちた──そう、質の悪い拡声器を通して聞こえてくるようなものに──

　その何語かもわからない歪んだ言葉を聞いた瞬しゆん間かん、ン・イゾイーの感じていた本能的な悪お寒かんは、より明めい確かくな感覚となって背筋を這い上がってきた。毒蛇のようにうなじまで到達。毒液を滴したたらせる牙きばが首筋に迫っている。何かが──何かが、まずい。これは！

　全身がぞわりと総毛立つ。対処は頭では考えなかった。身体が勝手に動いた。スピーカーに背を向け、両腕を自分の頭に向けて伸ばす──いや、伸ばそうとしたところで──

「なんだろ。ははーん、さては俺おれの推理を裏付けてくれるってわけだな？」

「ほほう。犯人の自白タイムですか。崖がけ上うえに行きたいところですな」

　自分のすぐ隣で、依然としてのほほんとスピーカーを見上げている泰造と渦奈の姿が目に入った。

　何にも気付いていない、

　騎士領や呪のろいの事情などとは全く関係がない、

　夜や知ち春はる亮あき達や自分にとって、大切な、ただのクラスメイトであるだけの──

　彼ら。

　二人ふたりの存在が、二人がそこにいるという事実だけが、一瞬で自分の中を覆おおい尽くして。

　思考はなかった。今度もまた、身体が勝手に動いた。

「うわっ」

「きゃんっ？」

　理由は、だから、単に《手が届くところにいた》という──それだけだったのだろう。

　ン・イゾイーは両腕で二人ふたりの頭を同時に抱えるようにして巻き込み、床に腰を落とした。彼らの頭を自分の胸に押さえつけ、さらに二の腕で二人の耳を挟むようにしながら、自分の耳を辛うじて掌てのひらで塞ふさぐ。その瞬しゆん間かん──

　音の遠くなった世界で。

　何かが起こった。




　そして数分後。

　依然として耳を押さえたまま、ン・イゾイーは、愕がく然ぜんとその光景を見ていた。

　窓の近くに集まり、グラウンドの光景を興きよう味み深ぶかそうに眺めていた生徒達が。

　突如聞こえてきた放送に、怪け訝げんそうな顔でスピーカーを見上げていた生徒達が。

「あれ、今まで何してたんだっけ」というような顔で周囲を見回したかと思えば──その直後。




　全員がポケットや鞄から携帯を取り出し、一斉に電話をかけ始めたのだった。
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『──傾聴せよhört!!』

　それは、彼女が腰に提げていた円えん錐すい形けいの機き械かい──呪のろわれた拡声器《悪魔の大口デモンスムンド》の忌き能のう発現に必要なキーワードだ。悪あく魔まと呼ばれた収容所の所長が、捕ほ虜りよに対して洗脳的命令を強制させていたことから生じた、命令と暗示の呪い。その力を発揮させるための前段階。

　腰のホルダーから外した《悪魔の大口デモンスムンド》の取っ手を両手で握って持ち上げ、音を拾うマイク部分に口を当てた姿勢で、タシターンは考える。

　自分の役割は、生徒達を箱フイ型ア・イのン・キ恐禍ユーブ達に対する人質とすることだ。いざというとき、その命を盾に学校への侵入を退しりぞける。だから──まずは、その『いざというとき』が来るまで、生徒達を学校に居続けさせねばならない。何事もなく。反抗も抵抗も反乱も疑問もなく。

《領地化》が完成するまでの二十四時間の間、生徒達全員を暴ぼう力りよくで支配して動きを押さえ続けるのはさすがに無理がある。いくら最大級の騎レ士ギ軍オ団ンでこの国に来ているとはいえ、そんな無む駄だな労力と人手を要する仕事に人員を回せるほど余裕があるわけではないのだ。

[image: ]

（さて、では実際の文もん言ごんは、と）

　この《悪魔の大口デモンスムンド》は、単純に、それを通して喋しやべられた言葉を聞いた人間に洗脳と暗示の効果を与えることができる。しかし同様に、単純な弱点もあった──効能に確実性がない。使い方が簡かん単たんで効果も強力だが、場合によっては全く効かないこともある。そんな矛む盾じゆんした二面性を持つ禍具ワースなのだった。

　具体的に言えば、この拡声器を通した言葉を聞かせたとしても、その人間の気合いや心の持ちようが強ければ抵抗されることがありえる。そして不自然な内容の暗示や命令ほど効きにくい──ただ、今この瞬しゆん間かんは、無関係な生徒達がこちらの言葉に対して特別に気合いを入れたり抵抗したりするようなことはないだろう。仮に禍具ワースの関係者であっても、《悪魔の大口デモンスムンド》のことをピンポイントで知っているのでもなければとても心の準備などできまい。

　ともあれ、内容だ。

《いざというときの人質として生徒達を学校内に確かく保ほしておく》という目的だけで考えれば、暗示内容の候補はいくらでもある。が、最適解としては問題があるものだらけだ。たとえば生命の危き機きを直接感じるような暗示は抵抗率が高く、その状態を長く続けることでさらなる無理が生じる。また、人間の体内の生理的現象を完全に制御することもできない──ずっと眠り続けろ、というような。暗示とて万能ではなく、指示する内容によっては状況が不安定になってしまうのだ。

　領主の命令は完かん璧ぺきに果たさねばならない。妥協はできなかった。

　直接的には生命に影えい響きようがなく、抵抗率が低く、生徒達に負担をかけず、それでいて反抗を許さず、最大で二十四時間、彼らを確実に学校に閉じ込めておける──そんな自然な暗示。

　できるだけ現実に即したものがいいのだった。

　彼らが、自分達が人質であることに気付かないまま、二十四時間の人質生活を送ってくれるようなものが。

　実のところは、既に何を喋しやべるかは決めていた。頭の中で最終確かく認にんをしていただけだ。これでいいか？　いいはずだ。これしかない。バランスの取れた最適解。

　タシターンは息を吸ってから、

『──この言葉を聞く者達は、一時間前から今に至るまでの記憶を全て忘れる。そしてこれより二十四時間の間、お前達は一時間が経たつごとに、同様に直前の一時間の記き憶おくを失うということを繰くり返しながら過ごせ。勿もち論ろん、時刻による空の変化などは気にしない』

　それはつまり、ターゲットである生徒と教師達に対しては──直前の授業と休み時間を延々と繰り返しておけ、ということになる。暗示は頭の中に働きかけるものであるから、認にん識しきのズレや記憶の誤ご魔ま化かしは比較的起こしやすいのだ。

　続けて補足を言う。これも重要なことだ。

『次に鳴るチャイムが、一時間前の授業終了のチャイムである。それを区切りとして始めよ。また、これからの二十四時間の間、お前達は校内にいる見知らぬ外部の人間と、それに関係する事象を全すべて見えないものとして扱う』

　自分の言葉が呪のろいと化し、ここではないどこかに飛んでいくのを感じる。忌き能のうを使用したせいか、虚脱感と寒気が背筋を覆おおい、鳥肌が立ち、動どう悸きが一気に激はげしくなった。

《悪魔の大口デモンスムンド》の呪いは別にある──これは単なるカロリー消費のようなものだ。だからといって仕方がないと受け入れられるものでもないが。呪わしい。禍具ワースは全て呪わしい。当然に。

「っ……はあっ……！」

　一いつ旦たんスイッチを切った拡声器から口を離はなし、息をついた。その古ぼけた機き械かいの重みが手首にくる。元々、これは現在普通に売られているような携帯用拡声器ではないのだ。収容所の建物に据え付けられていたというスピーカーを、無む理り矢や理り手に持てるように、そして呪いをできるだけ回避する形で捏こねくり回まわすべく改造したものに過ぎない。

　何にせよ、今の言葉は校舎の中だけでなく、外のグラウンドや体たい育いく館かん等、あらゆる場所のスピーカーを通じて生徒達の耳に届けられたはずだった。これで彼らは指示通りの動きを続けるようになるだろう。いつも通りの学校を、直前の授業を、繰り返していることに気付かないまま繰り返す。

　状況は奇妙だが、やっている行動自体は日常そのものでしかない。齟そ齬ごの無視・認識と記憶の辻つじ褄つま合わせ──呪いが誤魔化している部分はその程度だ。暗示難なん度どとしては中レベル、つまり抵抗レベルも中程度。何の心構えもしていなかった生徒達にはとても抵抗などできまい。

　幸いなことに、この《悪魔の大口デモンスムンド》による暗示の最大効果時間は三十時間程度と長い。かけ直しをする必要はないだろう──箱フイ型ア・イのン・キ恐禍ユーブ達に対する『いざというとき』が来ない限りは。

　そのときは勿論、『生徒全員、近くの窓を割って頭から飛び降りろ』とでも強引に指示するつもりである。生存本能にダイレクトに関かかわる命令のため全員には効かないかもしれないが、半分の人数でも実際に飛び降りてくれれば問題はない。むしろ半分残ったほうが次の脅迫に使えて丁ちよう度どいいとも考えられる。

　いつの間にか垂れていた涎よだれと汗を手で拭ぬぐう。頭がぼんやりしている。今まで何をしていたのかがふっと頭から失われそうになる。それを無む理り矢や理りに振り払うべく、むんと意い識しきして胸を張った。

（さーて、さてさて……うちの騎き士し連中で今の暗示にかかっちゃったアホはいないと思いたいけど。それ以外、生徒とか教師の中で、この暗示に抵抗できた奴やつはいるのっかネ、と……？）

　とはいえ、タシターンにそれを確たしかめることはできなかった。連絡を待つしかない。さっきの暗示の効果を確かめるべく、そして仮に暗示から漏れた人間がいたらその処理をすべく、今いま頃ごろはグラウンドで待たい機きしていた騎士達の何人かが校舎や体たい育いく館かんの中に乗り込んでいるはずだ。生徒達全員を暴ぼう力りよくによって支配するには数が足りなくとも、暗示にかかっていない不ふ穏おん分子の警けい戒かいだけなら少人数で済む。

「ま、こっちはこっちでやるべきことを続けマスか」

　続いての手て筈はずがあった。学校内にいる生徒や教師達が今の暗示で授業を平然と繰くり返したとしても、今度はそれゆえに面めん倒どうが巻き起こる可能性がある。

　拡声器のマイクスイッチを入れ直し、再び起動の言葉を紡ぐ。悪あく魔まと呼ばれた所長が、捕ほ虜りよに対する強制放送の枕まくら詞ことばとして使っていたという台詞せりふ。

『──傾聴せよhört!!』

　心しん臓ぞうの動どう悸きがさらに激はげしくなる。二連続はさすがに厳きびしい。

『今から家に電話を入れること。内容はこう──今日きよう、学校で抜き打ちの災害訓練が行われると今知った。今日は家に帰れない。災害が起こったときに備え、みんなで体育館に集まって寝袋で寝たり缶詰を開けたりする訓練だ、とね。留守電ならメッセージを吹き込んでおく』

　これから彼らには二十四時間ほど人質になってもらうのだ。子供が（あるいは夫や妻が）帰ってこない、と一人ひとり二人ふたりの家族が学校に様よう子すを見に来るくらいならいいが、「学校全体に何か起こっているのでは」と大勢に連れ立って動かれては面倒なことになる。いくら警察やマスコミの動きは押さえてあるとはいえ、だ。

　この噓うその説明に説得力があるかどうかはともかく、こういった一応の言い訳さえあれば二十四時間は保もつと踏んだ──仮に疑問に思う親がいたとしても、全体として行動を起こされなければそれでいい。

「ふう……」

　息を吐く。ようやく一区切りついた。

「あとは……職しよく員いん室しつかどこかにピンポイントで放送を流して、教師からもそれぞれの家に電話をかけさせて補強すればいい、と。一応、後で『やっぱり納得できない』って苦情の電話が来たときの対処も入れ込んどきますかネー」

　それでも納得できず、実際に怒ど鳴なり込んでくるような親がいたら？　そこはもう仕方がない、彼らの不運を憐あわれみつつ、実力で排除させてもらうしかないだろう……ただ、そこまでアクティブな家族が本当にいるかどうかは疑問だ。どうせ説明は世せ界かい橋ばしガブリエルのせいだということになるのだろうから、「ああ、あの酔すい狂きような理事長がまた変なことを……だったら仕方ないか」と意外にすんなり受け入れられるのではないかと思っている。

「ま、この追加暗示は体力が回復してからでも遅くはないし。今は、ちょっと、休きゆう憩けい……」

　頭の中で今後の予定を確かく認にんしつつ、タシターンはずるずるとその場に座り込んだ。

　深呼吸を繰くり返し、疲労した体力と精神力の回復をひたすらに待つ。




　無性に家に電話がしたくなっていたが、なんとか堪えた。
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　慎重に慎重に、周囲の様よう子すを窺うかがい──ついに覚悟を決めて、耳を押さえていた手を離はなす。途端とたん、生徒達の声が無数の重なりを持ってン・イゾイーの鼓膜を震ふるわせた。

「あ、もしもし？　俺おれだけどー。あのさ、今日きよう」

「えとね、学校で災害訓練ってのがあるらしくって──」

「体たい育いく館かんとかに泊まんの。え？　メシ？　それも訓練で、缶詰みたいなのがあって」

「キャンプみたいな感じになるのかな。とにかく今日は学校から帰れないから、うん」

「いや、そんなこと言われても。行事だし……」

　各人が一斉に取り出した、それぞれの携帯電話に向けられた声。男子も女子も。教師すらも。この状況のおかしさにはまったく気付かず、平然とした顔で、まるでそうするのが当たり前であるかのように電話に向かって言葉を続けている。

　災害訓練？　何の話だ？

　眉まゆを寄せたとき、

「あれー？　なんでいきなりみんなで電話タイム？　ていうか災害訓練ってナニ？」

　自分の胸に抱きかかえるようにしていたクラスメイトの存在に気付いた。実み耶や麻ま渦か奈な。ぽかんとした顔で教室の喧けん騒そうを見上げている。

　ン・イゾイーはじっと彼女の目を見つめて、

「我が質問・災害訓練という行事のことは既知ですかという確認」

「へ？　知ってるかってこと？　いやいや、そんなん初めて聞いたよー。あ、でもさっきの放送みたいなので言ってたのかも。ていうかなんであたしいきなりンっちゃんにハグされたの？」

　その問いは無視する。

「だとしても、ここまで一斉に、一糸乱れぬタイミングで皆が電話をかけるのはおかしいとしか言えません。聞いたこともない不可解な行事がこのタイミングで実施され、誰だれもが素直に受け入れて家に連絡を入れる──ありうる話でしょうか」

「まあ、なんだかヘンだとは思うけどさ」

「それに……彼らはもはや、グラウンドの彼らのことを誰一人ひとりとして気にしていない。そんなそぶりを見せるものは誰一人としていない。これは、やはり──」

　ン・イゾイーはそこで、生なま温ぬるくなった汗が背筋をつうっと伝い降りたのを感じた。

　うなじに忍び寄っていた毒蛇は、どうやらこちらには牙きばを立てずに立ち去ってくれたらしい──代わりに、他ほかの生徒達全すべてにその毒を注入して回ったようだが。

　こちらの身体からだを本能で動かした、あの絶望的な悪お寒かんを思い出す。放送の声を聞いただけで体内に溢あふれた危き機き感かん。あれに助けられた。自分でもよく動けたものだと思う。

（呪のろいの形は千差万別。《音》を媒介にして伝わる呪いも当然存在する、と……以前、室長が仰おつしやっていたような気が。あれが頭に残っていたのでしょうか）

　研究や講こう義ぎの最中に、といった類たぐいのものではなく、いつもの無む駄だ話ばなしの中でだったような気がする。ここでその知ち識しきが役立ったのなら、それはけっして無駄話ではなかったということだが。

　さすが室長だ、と最近下がり気味だった尊敬度グラフをウムウムと上方修正。そんなとき、ちょちょいと制服の裾すそが引っ張られた。

「で、あのさ、ンっちゃん。そろそろハグされてるのも恥ずかしいし、立ってもいいかなーって。ていうかあたしじゃなくてそっち側にはもっと問題がアリアリ、みたいな」

　そう言えば、とようやくもう一人の存在を思い出した。

　左腕で抱きかかえていた渦か奈なとは逆──つまりは自分の右胸に押しつけるようにしていた、もう一人のクラスメイト。腕の力を緩ゆるめると、もごもごと彼はこちらの胸からその鼻先を持ち上げて、

「ええ、おー、柔らか──なんだっけ？　そうだ、電話……そう、電話……かな？　災害訓練……電話が……ええと、何の電話……？」

　どこを見るでもなく、ぼうっとしたような視し線せんのまま、ごそごそとポケットをまさぐって携帯を取り出す。周囲にいる他の生徒達とは違い、動作はのろのろと遅く、何か不安定な感じがしていた。どっちつかずというか。今まさに天秤が傾きつつあるところというか。

　効果があるかどうかはともかく、チャレンジはしてみるべきか。そう思い、

「……」

　無言で彼の顔を平手打ちしてみた。全力で。スナップを利かせて。

　ぱしーんという小気味良い音が教室に響ひびき、

「わーお！　まあそうだよね、女の子のムネに顔を埋めた以上はそれが当然だよね！　あたしは全面的にンっちゃんを支持する所存であります！　よくやったァ！」

　何やらこちらの意図とは別の意味でその行動に納得したらしく、渦奈が興こう奮ふんした様よう子すで拳こぶしを握にぎり締しめる。

　さてどうだとン・イゾイーが泰たい造ぞうの顔を見やると、

「ぐわっ、痛いてぇ!?　なんだなんだ、何が起こったっ？」

「……どこに電話をかけるのですか？」

「え、電話ってナニ？　ひょっとしてこの痛いの、ハチとかに刺されてる？　死ぬの俺おれ？」

「災害訓練という単語に心当たりは」

「聞いたことが……ある、ような……いや、やっぱないような……？　ヒントくれヒント！」

「こらたいちー！　それよりンっちゃんに謝あやまるのだ！　今のあたしはオトメの味方！　ふがふがしてゴメンナサイって、早く！」

「ええっ、ほっぺが痛い俺、心配されてるかと思いきやマジ怒られてる!?　なんで？」

　ふう、とン・イゾイーは息を吐いた。いつもの彼だ。おそらくは耳の塞ふさぎ具合が甘く、さっきは中途半端に呪のろいの効果に掠かすってしまっていたのだろう。

（呪い……呪いの言葉。洗脳や暗示、といった忌き能のうの禍具ワースでしょうか。強力です）

　声を聞かせるだけでいいのならば、その利便性は計り知れない。さっきの放送のように、間接的にでもそれが可能なら尚なお更さらだ。効果範はん囲いはいくらでも広げられる。しかし、

（自分達のように、言葉を聞かなかったものには効果がない。中途半端に聞いた状態でも、ショックを与えればなんとかなった──強力な忌能である代わり、弱点も多そうではありますが）

　とはいえ、とン・イゾイーは教室を見回しながら立ち上がった。渦か奈なと泰造も、怪け訝げんな面おも持もちで腰を持ち上げる。

　そのとき丁ちよう度どチャイムが鳴った。本来ならば、五時間目の授業終了を告げる合図。だが周囲の彼らはそれを特に気にする様よう子すもなかった。電話を続けるものもいれば、電話を終えたものもいる。そうやって電話を終えたものが、チャイム通りに休み時間のような動きを見せ始めたのが変化といえば変化だった。

「だからさー。うん、そういうことで」

「違う違うって。もう一度説明？　あー、いいよ。えっと、災害訓練ってのはさ……」

「さてっ、と。次の授業何だっけ？　数学？」

「ごめーん、ちょっと鏡かがみ貸してくんないー？」

　電話を終えたものとまだ電話を続けているものが混在し、いつもの休み時間のような雰囲気がさらに広がっていく。ただし、グラウンドにいる騎き士し領りようの人間達を誰だれも気にしていない様子であるのは全員同じだった──

　今、この自分の隣となりにいる、思わず助けてしまった二人ふたりのクラスメイト以外は。

「はれ？　次って古文だよね？　数学って今やったじゃん」

「ていうか外のイベントの謎なぞはまだ解けねえのかなー。あ、テント完成しそうだ」

　ン・イゾイーは忙せわしなく思考を走らせる。泰造が先程自分を取り戻せたのは、おそらく呪いのかかり自体が中途半端だったからだろう。こうまで自然に暗示に従った動きをしているのだ、他ほかの生徒達は叩たたいても治るとは思えない。チャレンジする価値がないとは言わないが、今はそれを優ゆう先せんさせるべき状況ではなかった。

（できるだけ現実に即した形になっているのは、労力を軽くするためでしょうか。騎き士し領りようを認にん識しきしない暗示。この状況を長く続けようというような意図。その理由は──）

　答えにはすぐに辿たどり着いた。

　起動された《十字軍のデイユ・建国旗槍ル・ヴ》と、最大の邪じや魔ま者ものになるであろう彼らの膝ひざ元もとであるこの場所。そして二十四時間の猶ゆう予よ。

　──人質、に決まっている。

「っ……」

　ン・イゾイーは密ひそやかに拳こぶしを握にぎり締しめた。太ふと股ももの筋肉を強こわ張ばらせた。

　今はまだ、生徒達にかけられているのは静的な暗示内容だが。これからどうなるかはわからない。屋上から飛び降りろという暗示がかけられないとは言えない。状況は最悪だ。この学校にいる生徒達全員の命運が、すべて、騎士領の手に握られている。

（なりふり構わないにも、程があります……！）

　不快な塊が、胸の奥に生まれていた。それをなんと呼ぶのかは未知だ。怒り？　正義感？　そうかもしれなかったし、それらとは別の何かかもしれなかった。正しく既知にするには時間がかかる。保留。今は別の未知を既知にするしかない。

　単純だ──これからどうするか。

　今はまだ他の生徒達が電話を使いまくっている。が、これからどうなるかはわからない。紛れられるなら今のうちにやっておくしかないだろう。

　ン・イゾイーは最近ようやく使い方に慣なれてきた携帯をポケットから取り出し、忙せわしく電話をかける。相手は勿もち論ろん、自分がこの特殊な状況下にあることを最優先で報告、そして指示を仰あおぐ必要のある人物だ。

　既知という力。誰だれよりもそれを求める人物。つまりは、未知に溢あふれたこの場において、最も事態に対抗できる力を持っているはずの存在。

『はい、もしもーし。こちらがお捜しの闇やみ曲まがり拍ぱく明あきですよ、と』

「室長。非常事態です」

『既知だよ』

　にやり、と電話口の向こうで彼が笑ったような気がした。

『だがまあ、僕が既知にしているのは外側の薄うすっぺらいところだけだ。中にいる君からの報告は何よりも価値がある。聞かせてもらおう……ああ、彼らが外への通信手段を今後も自由にするという確かく証しようはない。できるだけ迅じん速そくにね』

「はい。では──」

　と、電話口に言葉を続けようとしたときだった。

　視界の端に、見てしまう。思い出してしまう。二人ふたりの存在を。

「てかさ、ホントにみんな数学の準備してるっぽいんだけど……マジで？　まさかの二連続？　どうなってんの？」

「いやだー！　俺おれは古文で睡眠時間を確かく保ほするつもりだったんだー！」

「あははー。伯はく途とも渦か奈なも、いくら数学が嫌いだからってそれは無理があるっしょ？」

「なるほど、そのノリをクラス全体に広げて、みんなで古文の準備をして待ち受ければ！　先生のほうが『間違えたかな？』って帰──らねえよ！　帰ったとしてもすぐ戻ってくるよ！」

「へ？　いや、ギャグじゃなくてさ。俺、そんなノリツッコミされるようなことは言ってない、よな……？」

「ねえ、たいちー……なんか、みんな、変じゃない……？　ほんとに、みんな、何言ってんのっていうか……ありゃ？　おかしいの、あたし達のほう……？」

　時ここに至り、ようやく渦奈と泰たい造ぞうも何かに勘付いてきたらしい。

　周囲の生徒達のおかしさ。

　この学校を包む空気のおかしさ。

　グラウンドに現れ、我が物顔でこの学校を闊かつ歩ぽしようとしている人間達のおかしさ──

「……」

　迷ったのは一いつ瞬しゆんだった。おそらく、自分には責任がある。身体からだが勝手に動いてしまったせいとはいえ、二人を助けてしまった責任が。

　ン・イゾイーは携帯を耳に当てたまま、ちらりと視し線せんを窓の外へ。グラウンドの光景は、生徒達がそれを気にしなくなっただけで何も変わらない。むしろ向こうの望むままに動いていく。完成するテント。長く伸ばされていく有ゆう刺し鉄てつ線せん。油断のない表情で周囲を警けい戒かいしつつ、こちらの校舎に向かって歩いてくる騎き士し達の姿──

　仮に、暗示から漏れている正気の生徒を騎き士し領りようの人間が見つければどうなるか？　考えるまでもなく、けっして愉快なことにはならないだろう。

　ならば──仕方ない。選択肢はなかった。

「我が判断・授業が始まる前に動かねば身動きが取れなくなるという推測……」

「おおっと!?」

「なんだなんだー!?」

「説明は後で。とりあえずついてきてください」

　電話を耳に当てたまま、ン・イゾイーは腕で二人の背中を押して強引に歩き始めた。

　まずは教室を出て、どこか隠れられるような場所を探し──安全を確保してから、そこで説明するしかないだろう。

　何を？　さて。この二人が欲する何かの未知を、だ。

　それが簡かん単たんな行為でないことだけはなんとなく理解できて、ン・イゾイーは前を向いたまま小さく嘆息した。その吐息が届いてしまったであろう携帯電話に向かって、

「──失礼しました。こちらも忙しいことになっていますので。移動しながら話します」

『いやあ。なかなか楽しい状況になってるみたいだね』

　通話口から聞こえてくる彼の声は、こんなときでも、どこか軽々しいもので。

　答える言葉に、皮肉の響ひびきが混じるのを堪こらえることはできなかった。

「はい。一人ひとりで楽しんでいるのが心苦しいという告白を告白します。なので……室長が役割を交代したいとおっしゃるのならば、すぐにでも。手続きの方法を教えてください」
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『とまあ、どうも学校はそんなことになっている様よう子すだよ。ちなみに一通り説明してくれた後、ン・イゾイーとの通話は途と絶だえた。何度かけ直しても繫つながらない。学校内にある他ほかの携帯にも通じないから、おそらく騎き士し領りようがあの辺り一帯に通信妨害ジヤミングでも仕掛けてるんだろう。勿もち論ろん学校の固定電話も無理だね。いやはや、念入りすぎるというかなんというか──』

　スピーカーモードの携帯から発せられる、闇やみ曲まがり拍ぱく明あきの声を聞きながら。

　春はる亮あきは、絶句していた。

　信じられない──信じられるわけがない。ありえない。あってはならない。

　だが、それでも。

　事態が大きすぎるが故に、これが、闇曲拍明の噓うそではないことがわかってしまう。

　整せい理りしよう。もう一度、頭の中を再構築しよう。できるかどうかは知らないが。

　一言で言えば、何が起こったと？




　──騎士領に学校が占拠されて、生徒全員が人質に取られた。




「っ……！」

　春亮は拳こぶしを握にぎり締しめる。そして顔を歪ゆがめる。それは信じたくないその絶望的な情報のせいでもあったし、力を入れたせいで、左手の空白に高圧電流が流されたような激げき痛つうが走ったからでもあった。情けない声が漏れるのだけはなんとか我慢する。余計な心配はかけられない。

　春亮が拳を握ったのと同時、居間に小さな異音が響いていた。金属が擦こすれ合うような。硬質な何かが軋きしむような。

　見ると、依然としてテーブルの上にいる、立方体の姿のフィアが──その身体からだの何ヵ所かを飛び出させていた。細い部分がトレイのように突き出る。微妙に斜めにずれた角。亀き裂れつのように隙すき間まが開いた部分。

　自分達と同じように、愕がく然ぜんと目を見開いているフィアの顔が見えた気がした。

「フィア……そろそろ、戻ってもいいんだぞ」

　彼女の顔が見たいと思った。声が聞きたいと思った。だから言ってみる。

　けれど立方体は無言。数すう瞬しゆんの間があり、かちり……かちり……と、動いてしまった機き構こうを体内に引き戻していく。それだけだった。

　春はる亮あきは息を吐く。それ以上言葉を続ける気力は、容易には湧わいてこなかった。

「今日きよう学校に登校した生徒達全員が、暗示のようなものを受けている……いえ。伯はく途とくんと実み耶や麻まさんは無事、という話でしたね……」

「ンっちゃんに感かん謝しやするところなんかねえ。正直、どっちに転ぶかわからん気がするけど」

『そのへんの責任はあまり深く追及しないでやってほしいね。彼女としても、たまたま近くにいたので身体からだが勝手に動いて助けてしまった、という感じらしいし』

　そうだ。泰たい造ぞうと渦か奈な。

　よく知っている、親友と言ってもいい二人ふたりの置かれている状況を思い出した。何も知らない二人は、今はン・イゾイーと行動を共にしているらしい。

　ああ──二人は、何も、呪のろいなどの事情には関係ないのに。どうしてこんなことになる。いや、それは他ほかの生徒にとっても同じだが。どうして、より危険な状況に──

　泰造達の名前をこのはが出した瞬間、またフィアは立方体の角をがしゃこと動かした。彼女にとっても、クラスメイトであり、親友である二人。叫び出したい気分だろう。そしてその叫びが、思わず動いてしまう身体の金属音なのだろう。

　次に口を開いたのは、顔面蒼そう白はくの──しかし気丈な表情で前を向く、錐きり霞かだった。

「……闇やみ曲まがり拍ぱく明あき。もし次にン・イゾイーと連絡が取れたら、伝えろ。馬ば鹿かげているが、この状況ではもはやあいつに頼るより他ない。伯途と渦奈の身を守るためなら……二人を従わせたり信頼感を得るためなら、何を言っても構わない。何を説明しても構わない──と。いいな？」

　最後の疑問符は、目め線せんと共にこちらに向けられたものだった。

　彼女が何を言わんとしているか、春亮にも勿もち論ろん理解できる。

　二人に事情を伝えていいか、と言っているのだ。呪いの、呪われた道具の、この家の、自分達の──全すべての、事情。呪われていること。呪われないこと。人ではないこと。人になりたいこと。呪われた服が脱げないこと。

　今まで、ずっと、噓うそをついて──いたこと。

　春亮は決意と共に息を飲み込んで、

「……ああ。構わない」

　それは正直、恐ろしいことではあった。ずっと来なければいいと思っていた。

　でも。そのせいで二人に事態の深刻さが伝わらず、二人が失われてしまうようなことがあったら……それこそ、絶対に看過できないことだ。

　このは達も頷うなずく。それからやや遅れて、金属のトレーが首肯するように開閉する音がした。

『ふむ。通信が復活するかどうかはまさに未知数だし、そもそもン・イゾイーのほうもある程度の事情を説明することはもう覚悟してたみたいだったけどね。まあ覚えてはおくよ』

　その拍ぱく明あきの言葉が終わり、しばらくしてから。

「そして──くそ。だからだ。だからあの《槍やり》は壊こわすべきだったのに……結局、奴やつらの目もく論ろ見み通りになってしまった！　あのとき回収して壊せていれば、こんなことには……！」

　ぎりぎりと奥歯を嚙かみ締しめた表情で、苛いら立だたしさを隠せない錐きり霞かが呻うめく。

「拙せつ者しや達があれだけ海を探して見つからなかったのだ。もとより、何者かの策に嵌はめられていたということであろう。それが師団長かどうかはわからぬが」

「そうねえ。それに、過ぎたことを今更言っても仕方がないわよ」

　部へ屋やの隅に座っていた虎こ徹てつと崩ほ夏なつが言った。それから崩夏はちらりと春はる亮あきの携帯に目をやり、

「ていうか拍明くん、もう一回詳しいところを教えてほしいわね」

『と、いうと？』

「学校を支配してる騎き士し領りようの目的よ。《十字軍のデイユ・建国旗槍ル・ヴ》と呼ばれてる呪のろわれた道具が蒐しゆう集しゆう戦せん線せん騎き士し領りようの根幹で、イギリスの本部領地を形成してたことくらいは私も知ってる。で、今のあっちの目的が、その槍の一本をこの街に持ってきて《新しい別の騎士領》を作ろうって話なのもさっき貴方あなたから聞いた。聞きたいのはその先よ。この街が《第二騎士領》になったら、具体的にどうなるの？」

『言いませんでしたっけ？　ははは、しかしまあいいでしょう、名高い夜や知ち崩夏さんが未知の解答を求めている。室長として、それを既知とするのは実に快楽主義ヘドニズム的な喜びが──』

「さっさと」

　ジト目で崩夏が切り捨てると、肩を竦すくめたような気け配はいが電話口からでも届いてきた。

　そうして──拍明は言葉を続ける。ン・イゾイーにもつい先日説明したばかりだという、この街の《騎士領化》によって生じるであろう変化を。

　大きく分けては二つ。

　一つは、騎士領の人間達が抱く聖戦効果。《彼らのための土地》という意味が与えられるのだから、当然、そこにいることは彼らの利となる。簡かん単たんに言ってしまえば、組そ織しきに属する者にはパワーアップ効果が与えられるということだ。シンプルに嫌いやすぎる。

　そして、もう一つは。

『さっきの一つ目の変化の裏にある、まあ当たり前で当然の話だね。副次的セカンダリな結果と言ってもいいんだけど……ていうか錐霞は既に騎士領の彼女に聞いて知っているんじゃないのかい。だからこそ、あれだけ必死に《槍》を破は壊かいしようとしていたんだろう？』

「っ……！」

　錐霞がぐっと息を吞のみ、きつく眉まゆ根ねを寄せて顔を伏せた。動どう悸きを抑えるように、不安定な呼吸を叱しつ咤たするように、自分の服の胸元を皺しわが寄るほど握にぎり締しめている。

「いんちょーさん……」

　スレイブから助け出したときの彼女の姿を、春はる亮あきは思い出す。

　あのとき彼女は全すべてに絶望し、自らの命すらも投げ出そうとしていた。自分の血液を利用して行われる何かに対し、止めてくれと、ただそれだけを願ねがっていた。スレイブの手から救い出したあとも──彼女はそれを口にすること自体が呪のろいであるかのように、口を噤つぐんでいたのだ。ただ《槍やり》は絶対に破は壊かいせねばならない、とだけ告げて。

　彼女がそうするような──そうせざるをえないような、何かが起こるのだ。

　それがあること自体をこちらに伝えたくないと思うような、絶望的な何かが起こるのだ。

　錐きり霞かの苦しそうな呼気。揺れる瞳ひとみ。震ふるえる唇。

　しかし──彼女の兄は、そんな彼女の苦しみを知ってか知らずか。

　あっさりと、言う。

『まあいいか。じゃあ僕が話すけど──《彼らのための土地》という意味がこの街に与えられる、その副次的結果。それは勿もち論ろん、元々この街にあった意味が塗ぬり潰つぶされてしまう、ということさ』

「どういう……ことだ？」

　よくわからなかった。問い返すと、彼はくすりと嘲あざけるような音を喉のどから発して、




『彼らは、この街を《禍具ワースを破壊するために最適化された土地》にしようとしているんだ。その中に──呪いを解くための清浄な土地、なんてものが存在する余地があると思うかい？』




　それで、誰だれもが、理解したのだと思う。

　このはは庭を見やっていた。黒くろ絵えは何かを嚙かみ締めるように目を閉じていた。錐霞は大きく深呼吸。フィアは立方体の外枠を何ヵ所か、いや、何十ヵ所か一斉に飛び出させて──

　そして、放心したように、そのまま止まっていた。

　春亮は、ぼんやりと天てん井じようを見上げた。生まれてからずっと、ここにあった天井。

　生まれてからずっと同じ意味を持っていた、この家の、天井。

　それが──変わってしまうかもしれない。

「……親おや父じ」

　ぽつりと呟つぶやいた。口が勝手に動いたのだ。なぜかはわからない。

　しかし聞こえなかったか、女の姿の父親はそれには答えない。自分が女の子座りしている畳を、何かを見通すような遠い瞳ひとみで見下ろしつつ、

「ああ……そうねえ。気付いちゃった。微妙に、本当に微妙にだけど……動いているわ。地面の下にある、何かの大きな流れが、変わりつつある──このままだと、清浄な力が集まる土地だ、っていうここの性質自体が覆くつがえされてしまう。そういうことね……」

「親おや父じ！」

　そこでようやく崩ほ夏なつはこちらを見て、くすりと頰ほおを緩ゆるめた。

「なんて顔してんのよ」

　どういう顔をしているというのだろう。自分ではわからない。逆に、どんな顔をすればいいのだろう。それもわからない。

　この家が。

　今までずっと暮らしてきて。フィアや、このはや、黒くろ絵えと一いつ緒しよに暮らしてきて。

　錐きり霞かや泰たい造ぞうや渦か奈なが、そして他ほかの色々な知り合いが何度も遊びに来て。

　世界で一番落ち着けて、間違いなく自分の居場所だと言えて、自分はずっとここにいるのだと当たり前のように信じていた、この家が。

　この家ではなくなってしまうかもしれないと、聞かされて──

　どんな顔を、すれば。

「……《大丈夫》とは、言えないわよ。私には」

　こちらの表情から何かを読み取った様よう子すで、崩夏は言った。静かに。

　突き放すようなその言葉に。心の平へい衡こう感覚が失われる。

　ああ。やはりだ。本当なのだ。本当に、それは、ありうることなのだ。

　あまりのことに脳に実感として到達していなかった理解が、ようやく現実味をもって、背筋を震ふるわせてきた。意い識しきせず、掠かすれた声が喉のどから漏れる。

「あいつらが、その《騎き士し領りよう化か》ってやつを終えたら……この家の持つ、呪のろいを解くための清浄な土地であるって意味が、なくなるって……？　それは、それって……そんなの、駄だ目めだろ。ぜったい、そんなことっ──！」

　焦しよう燥そうに満ちた血流が全身を暴あばれ回る。動どう悸きを激はげしくし、不快な汗を滲にじませ、左手の喪失部位に疼うずくような痛みを生じさせる。

　そうして春はる亮あきが、奥歯を嚙かみ締しめながら顔を上げたとき。

　しかし父親は、なんでもないことのように笑って、指を一本立てたのだった。

「そうね、駄目ね。だから──《大丈夫》にするために、これから動くの。そうでしょう？」

「あ……」

　動く。そうだ。その通りだ。

　現状が最悪なのは認めるしかない。学校は騎士領に占拠された。彼らの目的はこの地に新しい騎士領を作ることだ。そしてそれは、この家がこの家ではなくなってしまうことを意味する。

　だが──まだ、これからだ。今、ではない。

　拍ぱく明あきから聞かされたことがあまりに大きすぎて、衝しよう撃げき的てきすぎて、思考が止まってしまっていた。父親が当たり前のことを当たり前に言ってくれたおかげで、ようやくそこに追いついた。

「んむ、ハルとほなっつぁんの言う通り。駄だ目めなのは確たしかじゃ。じゃあ、どうして駄目なのかを考えてみようかねぇ。この家が、呪のろいを解くための清浄な土地じゃなくなったら……具体的に、どうなるのか」

　考えを纏まとめて落ち着きたいのだろう、黒くろ絵えが軽く頷うなずきながら独り言のように言った。

「負の思念である呪いを中和する、正の思念。今はそれがこの家に、何もしなくても地形的に自然と集まってくるようになっちょるんよね。パワースポット的な。でも、それが《そうじゃなくなる》と──」

　離はなれの倉庫にちらりと目を向けながら、黒絵は静かな口く調ちようで続ける。

「たとえば今倉庫とかに仕し舞まってあるような、ほなっつぁんが集めてきた軽く呪われちょるだけのアイテム。あれとかにも、これまでの放置プレイ作戦は通じなくなって──このまま放っておいても呪いが解けるようなことはなくなる、と」

「……それはわたし達にとっても同じです。人のタメになることをするという能動的な正の思念の受け方もありますが、四六時中それができるわけではありません。この家の持つ自然効果は──わたし達の呪いにとって、頼りにせざるをえない、ひどく重要なものなのです」

　眼鏡めがねを軽く持ち上げるようにしながら、このはも口を開いた。

『ふふ、涓けん滴てき岩を穿うがつということだねぇ。化学薬品で溶かすことのできない金属も、長い年月をかけて水滴を垂らせば穴が開く。些さ細さいなものでもその効果が確かなら──』

　携帯から聞こえてくる声は当然のように無視し、このははその瞳ひとみをこちらに向けて言う。

「今のが、呪われた刀である村むら正まさの理由です」

「……？」

「そして──村正このはとしては」

　彼女はゆっくりと畳から立ち上がり、縁えん側がわのほうに歩いていった。そこにある柱を見つめ、そっと指先で撫なでる。

「土地の意味が消えたからといって、この家がすぐになくなってしまうわけではないでしょうけど。でも──今まで通りでいられなくなるのは、確かだと思います。状況が、立場が、理由が、どうしようもなく変わってしまって。ここで暮らすことも、もう、できなくなるかもしれない……」

　そんなことはない、とは言えなかった。役割を失い、意味を失い、敵地の只ただ中なかに取り残された家。そこに住まうことが許されるのかどうかは、誰だれにもわからない。

「つまりは──何かがそこで、決定的に、途と絶だえてしまうんでしょう。この家には……いろいろなものが、もう、刻まれているのに」

　その指の動きがふと止まり、彼女の肩が微かすかに揺れる。

「あは。ありました。中学の入学式のときでしたっけ、これ。柱で身長の記き録ろくなんてベタベタだけど、わたしが無む理り矢や理りにやらせたんですよね。春はる亮あきくんは反抗期に入りかけでぶーぶー言ってて……」

　彼女はこちらに背を向けたまま、顔を上げて庭を見たようだった。うなじで小さく揺れる、短くなった髪。彼女は呟つぶやくように。歌うように。

「あの木。わたしが登って、春はる亮あきくんも登って、そして優やさしい落下があった木。落ち葉を集めて焼やき芋いも、一いつ緒しよにしましたね。あの離はなれの存在を恨うらんだときもありましたけど、まあいいです。窓から春亮くんの姿が見えると、それだけで幸せな気分になれましたし。洗せん濯たく台だいも、的当てした壁かべも。ええ、こうして見るとわかります。本当に、雑草の一本一本に至るまで」

　そうして、このはは振り向いて。

「ここには──わたしが春亮くんを好きになった歴史が、詰まっているんです」

「あ……」

　彼女の、微笑。春亮は気恥ずかしさを覚える。胸の奥がかっと熱あつくなる。

　しかし視し線せんを逸そらすことはしなかった。彼女も視線を逸らしはしなかった。

　微笑の中、その瞳ひとみはいつしか、強い決意を示すものへと変わって。
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「だから──わたしは、春亮くんを大好きな村むら正まさこのはは、この家を変えられたくありません。変えようとする企たくらみなんて看過できません」

　一息に言い切ってから。彼女は逆に、聞いてくる。

「春亮くんは……どうですか？」

　春はる亮あきも、さっきの彼女を真ま似ねすることにした。つまりは笑って。

「──ふざけんな、って感じだよ」

　心に芯しんを入れた。

　絶対に忘れてはならないことを、自分の奥底に、刻印した。

　自分が生まれ育ったこの家は──この土地は。けっして、自分だけのものではなかったのだ。簡かん単たんに失われたり諦あきらめたりしていいものでは、なかったのだ。

「俺おれは……お前らはずっとここにいていい、って言った。それを噓うそにはしない。絶対に」

「ええ」

　目を細めて、このはは嬉うれしそうに頷うなずいた。

「ここで暮らすことができなくなる、なんて最低の未来があってたまるか。あいつらの思い通りにはさせないぞ……なんとか、止めるんだ」

　春亮は携帯を持っていないほうの拳こぶしを握り込む。指の少なくなった左拳を。

　そうだ、止める。止めなくてはならない。なんとしてでも。

　奴やつらが求めていることは理解した。最悪の結末は理解した。

　理解してしまったが故に、それが不吉さという名の鎖くさりで心しん臓ぞうをぎりぎりと縛しばり始めたのは事実だ。重い不安感と息苦しさ。気を抜けば背筋に這はい寄ってくる寒気。

　だが忘れろ。拳に力を込めて忘れろ。今から動こうというのに、まずそれができなければ話にならない。

　ただ、喪失が刻まれたその拳には、やはり痺しびれるような痛苦と違和感が蟠わだかまっていて。

　いくら力を込めても、そこから空虚に何かが漏れ出ているような気がした。

　無む論ろん、それも──忘却を、努力すべきことだった。

　錐きり霞かが嘆息と共に大きく肩を揺らす。

「すまない……そうだな。奴らの目的は、まだ完全に果たされてしまったわけではないのだ……最悪の想像ばかりしても仕方がない」

「そうだよ、いんちょーさん。まだ間に合う」

　錐霞はちらりとこちらの携帯を見て、

「闇やみ曲まがり拍ぱく明あき。先程の説明の確かく認にんだ……《十字軍のデイユ・建国旗槍ル・ヴ》は既に起動されたが、まだ《領地化》の忌き能のうを完全に発揮したわけではない。これから時間をかけて徐々に進行していく。その猶ゆう予よは二十四時間。そうだな？」

『僕は妹の記き憶おく力りよくを誇りに思っていいようだね。まあ正確に千四百四十分ではないと思うけれど、だいたいそのぐらいだ、ということに間違いはないと思うよ』

「二十四時間……」

　春亮は居間の時計とけいを見上げた。ン・イゾイーの報告によれば、学校に騎き士し領りようが姿を現したのは五時間目の授業の最中だという。余裕を見て時間を考えれば──

「明日あしたの午後二時くらいまで、か……」

「ふむふむ。ロスタイムがちょっとはあるかもしれないけど、少なくともそこまでは確かく実じつに安全だろう、っていうデッドラインが二時、ってことねー」

「でも当然、そんなギリギリの時間になるまで何もしないなんてありえない。学校にある槍やりをどうにかしたら解除できるんだろ？　だったら、とりあえず行ってみて──」

「待て夜や知ち。人質がいることを忘れるな。時間制限があるといっても、行動は慎重に……」

　そんなことを話していたとき。

　テーブルの上に呆ぼう然ぜんと鎮ちん座ざしていた立方体が、ようやくその動きを取り戻した。ふと我に返った様よう子すで、それでも内部には焦りを満たした様子で。がちがちと慌ただしく機き構こうを動かし、今まで飛び出ていた部分を引っ込めようとして、しかし引っかけてまた金属の軋きしむ音を立てる。それはどこか、何かを喋しやべろうとして、言葉が出ずに口をぱくぱくさせている姿を連想させた。

　ふう、と誰だれかが嘆息するのが聞こえる。このはだ。

「あ、そういえば春はる亮あきくん。これからの動きを決めるより前に、しておかなくちゃならないことがあるのを思い出しました」

　居間に戻って元の場所に腰を落ち着けたばかりの彼女が、何かを思い出した様子でまた立ち上がる。お茶でも淹いれ直しにいくのだろう。表情はにっこりとした笑え顔がお。

　そうして彼女は、ふわりとスカートを翻ひるがえらせて──

　テーブルの上に載っていた鋼鉄の立方体を全力で蹴り飛ばした。

　手加減のない回まわし蹴げり。金属同士が激げき突とつする音。縁えん側がわにまで吹き飛び転がる立方体。

　あんぐりと口を開ける一同。

　気付けば、このはは縁側に転がる立方体を大おお股またで踏みつけていた。全体重をかけ、一切の良心の呵か責しやくもなく、侮ぶ蔑べつを込めて踏ふみ躙にじっていた。

「無視しようと思っておったが──やはり、目障りなのでな」

　冷たい言葉と、眼鏡めがねの奥で細められた瞳ひとみは、無慈悲な戦せん闘とうモードのもの。虎こ徹てつがうっとりとした視し線せんでこのはを見るようになったが、彼女は気にせず、がすがすと踵かかとで立方体を踏む。

「あ、あの……このは……？」

「ごめんなさい春亮くん、ちょっとだけ静かにしててもらえますか？　女同士の話なんで」

　こちらを振り返り、また、にっこりと笑顔。だが足は体重を加え続けている。背筋が震ふるえた。

「は──無む駄だに大きく、固く、下へ手た糞くそな房ぼう事じのようにぎしぎしと音を鳴らすだけ。何様のつもりじゃ、貴様？　目障りで耳障り。見苦しいにも程があるぞ、箱……ほれ、何かを言ってみたらどうじゃ。その姿でも喋ることぐらいはできよう？　そら、そら、そらッ！」

　さらに踏み躙る。サッカーボールのように蹴りを入れる。それはあまりにやりすぎではないかと春亮は腰を浮かしたが、その瞬しゆん間かん、再びこのはの視線がこちらを向いた。なぜか、身体からだがそれ以上、動かなくなる。

　そして、そのうちに──

「……やめ、ろ……」

　久しぶりに、フィアの声が聞こえた。立方体の姿であることは変わらない。このはが日に本ほん刀とうの状態でも喋しやべっているのと同じに、どこからか発せられている声。

　そこでこのははふっと口く調ちようと表情をいつものものに戻した。処刑人のような気け配はいと、拷ごう問もん人にんのような姿勢は、そのままだったが。

「あら……やっと声を出しましたね。不ふ貞て腐くされてるだけの小娘さんが。で……何か言いたいことでもあったんじゃないですか。だからその身体からだを動かしてたんでしょう」

「……」

「口には出せませんか。ではわたしが代わりに言ってあげます……自分もついていきたい、と。学校に行って力になりたい、ということでしょう？」

　そうして再びこのははフィアの身体を足あし蹴げにした。ごとりと立方体の接地面が回転。

　このはは身を折るように、その鋼こう鉄てつに冷たい顔を近付けて、

「矛む盾じゆんにも程があります。一いつ緒しよに行きたい？　馬ば鹿かなことを。今のあなたは──その箱の姿であれば誰かを傷つけることはない、と逃げることしか頭に浮かべていないというのに？」

「っ……」

　フィアが息を吞のむ音が聞こえた。春はる亮あきも血管が脈を打つのを感じた。気付いていなかったわけではない。いや──本当は、わかっていたのだ。彼女がそうしている理由も。意味も。

「それなのについてこようとしている。本当に矛盾ですね。勿もち論ろん、わたしはもとからそれを許すつもりはありません。その厚顔無恥に呆あきれていたところです……もう一度聞きますよ。あれだけのことをしておいて、まだ、ついてくるつもりなんですか？　あ、そうそう。ついでにですね、ものすごーくぶっちゃけた話をしてしまうと──」

　さらに彼女は背中を曲げて。獲え物ものを喰くらおうとする鬼のような姿勢で、足を開いてフィアの鋼鉄を押さえたまま。

「今、ここに春亮くんがいなければ、わたしはとうの昔にあなたを殺していますよ」

　気負いも何もなく。普ふ段だん通どおりのこのはの声で語られた、言葉。しかしそれは、だからこそ、どうしようもない真実味を持ってフィアの耳に届いたのだろう。本気であり、本気でしかないことが、疑いようもなく伝わったのだろう。

　フィアは、何も言い返さなかった。

　このははふんと鼻を鳴らし、独り言のように、

「初めてこの家に騎き士し領りようの人間が来たときのことを思い出しますね。ピーヴィー・バロヲイとか言ってましたっけ。結局、あのときから、あなたは何も進歩していなかったってことでしょう。こんなことになるのなら、やっぱりもっと早くにあなたを壊こわしておくべきでした。こんなふうに、春亮くんの身体が傷つけられて……取り返しのつかないことに、なる前に」

「このは！　ちょっと言いすぎだ！　フィアだって、やりたくてやったわけじゃ……！」

「……いい、のだ」

　予想に反し、聞こえてきたのはフィアの言葉だった。掠かすれたような。小さな、声。

「何が、いい、ってんだよ……」

「ウシチチの、言う通り、だからだ。私が、悪い。ぜんぶ。私のせいだ。だから……私は、きっと。そうされるべきだった……」

　春はる亮あきは、ふっと気が遠くなるような感覚を覚えた。突発的に生じた強い感情が、視界に黒点を作り出す。意い識しきに痛みを焼きつかせる。こいつはまた。こんなことを。いつかのようなことを。出会ったばかりの、あのときのような──馬ば鹿かな、ことを。

　このはの言う通りなのか。彼女は何も進歩していなかったのか。

　違う。違うだろう、フィア？　そんなことは、ないはずだろう──？

「……でも」

　立方体から紡がれた逆接の言葉に、ぴくり、とこのはが眉まゆを動かした。

「いい心がけですね、と褒ほめようとしたところなんですけど。何か？」

「ウシチチ……頼む。私のことは、今はいい。どうすればいいのかも、どうすべきなのかも、わからない。ただ──今は、学校のみんなを。タイゾーやカナ達を、助けなくては。この家がこの家でなくなってしまうことを、防がなくては。それを、優ゆう先せんして、ほしい……」

　力のない、虚うつろな声が続いて。

「私を壊こわしたいなら、それで、いい……仕方が、ない、から。でも、みんなだけは、この家だけは……」

　春亮を怒らせ、苦しめ、悲しませる。言葉を奪うほどに。

　それはフィア自身もわかっているはずだった。それでも止められないのだろうと思った。

　このはも──どこか売り言葉に買い言葉、といったような雰囲気で、眼鏡めがねの奥の瞳ひとみを不ふ機き嫌げんそうに細めていた。

「ええ、そのつもりですよ。これはあなたがあまりにも見苦しかったので──そろそろ実際に動くタイミングでもありますし、その前に一応わからせておいてやろうと思っただけです。さっきも言いましたけど、勿もち論ろんどこにも連れていくつもりはありません。出かけるときには倉庫の地下室に叩たたき込んでからになりますかね。それが上等すぎるなら、今から庭に穴でも掘りますからそこに埋まって……」

　と、その言葉に合わせて、このはが庭を指し示すように軽く腕を振った瞬しゆん間かん。




　その先にあった地面が土煙を巻き起こして吹っ飛んだ。




「なっ!?」

　春はる亮あきは目を瞬またたかせる。はっと唇を引き結んだこのはが庭に向けて身体からだを捻ひねる。警けい戒かいの表情と動作が示すように、それはこのはが何かをしたからではない。

　けれど──さっきの彼女の言葉の中に、この事象が起こった理由を説明するものはあったのだった。

　そろそろ実際に動くタイミングでもありますし。

　それは。その台詞せりふが使えるのは、そう、自分達だけではなく──

『あー。実はさっきからずっと蚊か帳やの外で手て持もち無ぶ沙さ汰たで忘れられてるようで。どうしようかなと思っていたところなんだけど……音からすると、何か面おも白しろいことが起こったんじゃないのかい？　できれば実況を頼みたいね』

「悪い。電話してられる状況じゃなくなったんで切るぞ」

　なんとなく手に持ったままだった携帯のボタンを指先だけで操そう作さし、通話を切る。そう言えば拍ぱく明あきはなぜうちに情報を回してきたのだろうという疑問がふと頭に思い浮かんだが、今は後回しにした。そうせざるをえなかった。

　それ以上に切せつ羽ぱ詰つまった──最さい優ゆう先せんで対処せねばならない問題が、眼前にその姿を現していたからだ。

　それは本当に、シンプルで明めい確かくな問題。拍明の好むような未知など存在しない状態。

　このはがたまたま腕を振って示した場所に。つまりは庭の中心に──

　どう見ても蒐しゆう集しゆう戦せん線せん騎き士し領りようの騎士でしかない騎士が六人ほど、完全武装で立ち並んでいるというだけだった。




　　　　[image: くぎりもじ]




　彼らは真夏だというのに、灰はい色いろの地味なロングコートのような衣服を身に纏まとっていた。その下に見え隠れしているのは、スレイブが身に着けていたものよりも幾分装甲の厚い鎧よろいのような装備。それなりに重く頑丈そうで──そう。だから。

　この家を囲む塀を外から一気に飛び越え、そして一斉に着地したならば、あんな爆ばく発はつじみた勢いの土煙が立ってもおかしくはないと思えた。

「……」

　動きやすさを考えてのことだろう、頭部は剝むき出だしだ。人種も年ねん齢れいも性別も様々な六人。男も女も、青年も中年も、白人も黒人もいる。

　全員に共通しているのは、言うまでもなく。

　その瞳ひとみに、禍具ワースに対する憎悪と敵意を漲みなぎらせているということ。

「箱フイ型ア・イのン・キ恐禍ユーブ。妖よう刀とう村むら正まさ。長なが曽そ祢ね虎こ徹てつ入にゆう道どう興おき里さと──人を害することしか知らぬ劣悪の刃やいばよ」

「人にん形ぎよう原はら黒くろ絵え。《ギメストランテの愛》。人の世の理を乱す害悪の証あかしよ」

「夜や知ち崩ほ夏なつ。夜知春はる亮あき……それら禍具ワースの存在を肯定し受け入れる罪悪の人よ」

「汝なんじら全すべて、我ら蒐しゆう集しゆう戦せん線せん騎き士し領りように対する大敵である！　疾とく、砕かれよ！」

「第九十騎士団・特務第一遊ゆう撃げき隊たい──総員、抜剣！」

　リーダー格らしい白人の男が号令を下すと、騎士達が一斉にコートの下から得え物ものを引き抜いた。全員が剣だったが、支給品のように形の揃そろったものではなかった。大剣、片手剣、剣とは思えぬほどに捻ねじれた形をしたもの、果物ナイフのような小さなもの。その中に──呪のろわれたものがないとは、言えない。抜いた瞬しゆん間かんに自分の得物を憎々しそうに睨にらみつけたり、嘔おう吐とを堪こらえるように頰ほおを引ひき攣つらせたり、掌てのひらを自ら突き刺して血を吸わせたりしているものがいるとすればなおさらだ。

　春亮が身を強こわ張ばらせた瞬間、その左右を陣風が通り過ぎる。

「虎こ徹てつ、手て伝つだいなさい！」

「は！」

　文字通り刀が抜き放たれたかのような勢いで、このは達が縁えん側がわから庭へ飛び出していった。突っ込んでくる騎士達と戦い始める──手しゆ刀とうと虎こ爪そう、彼女達の刃やいばが騎士の剣と衝しよう突とつする剣けん戟げき音おん。

　彼らが怯ひるむことはない。雄お叫たけびを上げ、足を動かし、そして振るわれる剣。それはけっして雑ざ魚この動きではない。隙すきのあるような動きをしているものは一人ひとりとしていない。型に嵌はまった戦せん闘とう法ほうではなく、それぞれが独自に、唯一の共通目的に向けて進んでいるだけという印象を受ける。勿もち論ろん──呪われた道具を破は壊かいするという、ただそれだけのために。

　おそらく、彼らは雑ぞう兵ひようではないのだった。一人一人が誇りと実力のある騎士なのだった。ピーヴィー・バロヲイのような。復ふく讐しゆう者しやネトーのような。リリィハウル・キルミスタのような。

「くっ……は、やるではないか！　拙せつ者しやの血も滾たぎろうというものよ！」

「滾らせるのはいいですが、油断はしないように！　それにしても、これはっ……！」

　だから、最初から全力のこのはと虎徹でも、容易たやすく相手の気勢を殺そぐことはできない。このはが眉まゆを寄せ、思わずといった調ちよう子しで呻うめいた。

「強い……！　技術もそうですが、なにか、全体的に、身体からだの力が──っ!?」

　何かに思い至ったか、このはがはっと口を閉じる。春亮も同時に気付いていた。

　拍ぱく明あきの言葉。聖戦効果。パワーアップ効果。

　そう。既にこの街の《騎士領化》は始まっているのだ。終わってはいないというだけで。

　それが彼らにもたらすものは、おそらく、明めい確かくに目に見える肉体的なものだけではないのだろう。形のない気力や精神力。自らでは認にん識しきもできない体内現象の生理的数値。あらゆる要素が、彼らという存在の強度を押し上げている──そう思えた。冷静に考えれば、重みのある鎧よろいを纏まとったまま塀を飛び越える、などという常識外れの動きもその加か護ごがあってこそのものだったのだろう。

　さらに──今は、数の差があった。

　六人を半分ずつ受け持っていたこのはのほうから一人ひとり、虎こ徹てつのほうから一人。騎き士しが抜け出てきて、縁えん側がわに向けて間合いを詰めてくる。何かの呪のろわれた力か、このは側にいたほうは蜃しん気き楼ろうのように身体からだを揺らめかせての突破だ。油断などではない。

　このはは唇を嚙かんで踵きびすを返そうとするが、残った二人ふたりの騎士がそれを許さない。虎徹の状況も似たようなものだ。事態が混こん沌とんとした形に動き始める。

「ハル、下がって！」

「《黒くろ河かわ》……は、ない！　くそ、馬ば鹿かげている！」

　錐きり霞かの呻うめき声ごえ。黒くろ絵えが髪をフルパワーで動かし、騎士達を寄せつけまいとする。

　春はる亮あきは縁側に転がる、鋼こう鉄てつの立方体の姿を見ていた。かたかたとその表面を揺らしている、目を閉じて耳を塞ふさいで膝ひざを抱えて震ふるえているような、そんな立方体の姿を見ていた。

「とに、かくっ……！」

　奴やつらはフィアがこんな状態だからといって見逃したりはしないだろう。春亮は体当たりするようにしてフィアの身体を居間の中へ押し込もうとする。距きよ離りを取らなければ。

「ハル！」

「うおっ!?」

　黒絵の鋭するどい声を聞いて振り向くと、何かが眼がん前ぜんに迫っていた。尻しり餅もちをつくようにして身を屈かがめた瞬しゆん間かん、鞭むちのように伸びていた騎士の剣が頭上を通り過ぎる。それは耳障りな音を立てて縁側の柱を大きく削り取った。みし、と家全体が軋きしんだような気がする。

　黒絵の硬質化した髪がその騎士を追い、なんとか二に撃げき目めは防ぐ。もう一人は錐霞が熱あついお茶を投げつけて牽けん制せいしていた。

　背中でフィアの身体を押すような体勢になりながら、春亮は唇を嚙んで傷ついた家を見上げた。削り取られた柱。さっきまでこのはが優やさしい眼まな差ざしで見つめていた、大切なこの家の記き憶おくが──一つ殺された。

　ああ、でもそれは、今まで意い識しきしていなかっただけだ。既にその殺害は他ほかの場所でも実行されている。

　黒絵の髪と騎士達の剣が弾はじき弾かれを繰くり返している縁側。温ぬくもりのある板がそのせいで傷つき、割れ、奴らの土足で踏ふみ躙にじられている。

　庭にいるこのは。傷ましそうに目元を歪ゆがめる彼女の前、思い出の大木の枝が無残に切り落とされてその屍しかばねを晒さらしている。騎士の剣と手しゆ刀とうが打ち合わされた余波で。あるいは純粋に彼らが足場とし、盾としたせいで。

　高く吹き飛ばされた虎徹が離はなれの二階の窓に飛び込む。このはがかつて使っていた部へ屋やだ。耳障りな音で飛び散るガラス。しかし眉まゆを顰ひそめた虎徹がすぐにまた顔を出し、歪ゆがんで垂れ下がった窓枠を邪じや魔まそうに引ひき千ち切ぎりつつ、再度外に飛び出していく。それを迎撃する礫つぶてのようなものが下の騎士から放たれ、虎こ爪そうがそれを弾はじくと今度は離れの隣となりの窓が滅め茶ちや苦く茶ちやに割れた。黒くろ絵えが諦あきらめの息を吐く気け配はい。

　それだけではない。雑草ごと無残に捲めくれ上がった庭の地面。倒され破は壊かいされた物干し台。塀は傷だらけ。離はなれの壁かべには放射状の亀き裂れつ。頭上からはカラカラと瓦かわらが砕けて落ちるような音が聞こえている。

　この家が。この土地が。この場所、そのものが──傷つけられていた。

　かつてない規模で。かつてない無慈悲さで。

　現実味がない。だって、つい今け朝さ方がたまでは──いつも通りの家だった。

　今までずっとそこにあって、ずっとそこにあると思っていた、ただの夜や知ち家けだった。

「春はる亮あきくんっ！　ええい、どき、なさい！」

　強引にこのはが動きのベクトルを変えた。短くなった彼女の髪の端、その数センチが代だい償しようとして騎き士しの攻こう撃げきで千ち切ぎれ飛び、彼女の頰ほおにも薄うすく朱が走る。それから黒絵の髪の隙すき間まを潜くぐり抜けるようにしてこちらに戻ってくる。

「はあっ……無事ですか、春亮くん」

「そっちこそ大丈夫か、このは？」

「ええ、なんとか。あっちの人達、見た目以上の力と速度が出てる感じで気持ち悪いんですけど。内から湧わき上がるエネルギーってやつですかね。おかげでやりにくくて仕方が……ていうか、あの木を！　思い出の木を無む茶ちや苦く茶ちやに！　頭にきました、これ以上家を傷つけるなんて絶対許せな──」

「……ちぃぃっ！」

　そのとき丁ちよう度ど、リーダー格の男とやりあっていた虎こ徹てつが大きく弾かれて吹き飛んできた。放っておけば居間どころか台所のあたりまで突っ込んでいきそうな勢いだったが、彼は縁えん側がわの雨戸を、手加減なく、あえて後ろ足で蹴けりつけるようにして衝しよう撃げきを吸収──蹴られた雨戸のほうはその破片を居間の中にまで吹っ飛ばし、襖ふすまと畳を傷つけ、棚に突き刺さり、テレビを台から倒して物言わぬスクラップにした。

　着地の衝撃でさらに縁側を踏み抜き、傍そばの柱を虎こ爪そうで握にぎり締しめ、そこでようやく何かに気付いた様よう子すでぴたりと動きを止めた虎徹の背中に──硬い声の、このは。

「許せない……ですけど。まあ、状況が状況です。今は……忘れて、おきましょうか」

「……その。誠、そうして、いただけると……拙せつ者しやとしても、助かり……ます」

　脂汗を垂らしているような気配で、虎徹が呻うめく。さすがに視し線せんをこちらに向けるような余裕はないようだった。

　このはと虎徹が縁側に帰ってきたことで、仕切り直しのような状況になった。ふいー、と額ひたいの汗を拭ぬぐいながら黒絵が髪を休ませ、錐きり霞かは何も巻かれていない自分の腕を恨うらめしげに見つめる。

　このはと虎徹が身構える正面、騎士達は視線を交わしながらその位置関係を整ととのえていた。互いの状況を確かく認にん。呼吸を整ととのえるような余計な間はない──そもそも彼らの中の一人ひとりとして呼吸を乱してはいない。それも《騎き士し領りよう化》の効果だというのか。

　躊ちゆう躇ちよも撤てつ退たいもありえない。彼らはその意志を無言で共有した様よう子すで、じり、と前進を再開させる。

「また来るぞ……」

「さすがに、一人一人の力はこの前の女──リリィハウル・キルミスタなどには及ばぬ。だが」

「ふん。騎士団長レベルでなくて助かった、と思っておくべきなのか……奴やつがあれ以上に強くなったらどうなっていたか。馬ば鹿かげた想像だな」

「──奴は任務を捨て、私情に走った反逆者である。仮に生きてこの場に立っていたとしても、《領》の加か護ごはもはや奴には与えられまい」

「意外に狭きよう量りようなんですねぇ」

　リーダー格の白人男の言葉に、このはが鼻を鳴らして答える。そうしながら、最前列の虎こ徹てつと共にゆっくりと後退──もはや縁えん側がわではなく、自分達は完全に居間の中に追い詰められた形になる。

「騎士団長レベルとは言えなくとも、一人一人が手て練だれ。しかも、その数が揃そろってしまっているということが問題です……さっきの動きは軽率でした。春はる亮あきくん、とりあえずわたしは刀に戻ります。それで身を守りましょう」

「そうだな。このはくん達が前に出てしまっては、夜や知ちが守りにくくなる。黒くろ絵えくんだけに頑張らせるのにも限度があるだろう。私には、もはや攻こう撃げき手段がないし……それに」

　錐きり霞かが申し訳なさそうな視し線せんをこちらに向けた。正せい確かくには──こちらの後ろにある、依然として痙けい攣れんするように震ふるえている、鋼こう鉄てつの立方体に。

　その震えは、怯おびえだろうか。葛かつ藤とうだろうか。苦悩だろうか。恐怖だろうか。彼女が教えてくれない限り、わかりはしない──けれど、なぜか。

　それが、彼女が涙を流すような、そんな感情に繫つながっていることだけは確たしかな気がした。

　ああ。涙だ。彼女が子供のように泣いている姿が、ふと眩暈めまいのように脳裏に思い浮かぶ。

　あーんあーんと、大口を開けて、目元を擦こすって、涙をぽろぽろと零こぼしながら泣いている姿が思い浮かぶ──

　いや、自分は本当にそれを聞いていたのかもしれない。見ていたのかもしれない。

　左手に蟠わだかまる痛みと喪失感の中で。あのとき、夢の奥底で聞いていたような、そんな気が、ぼんやりと──

「春亮くん。聞いてますか！」

「あ、ああ。何だ？」

　春亮ははっと目を瞬またたかせる。このははこちらの踵かかとの後ろにある立方体を一いち瞥べつし、

「まったく……今はそんな置物のことなんか気にしていられません。いいですか春亮くん、敵の人数が多い以上、引き気味に戦う必要があります。無理は絶対にしないでください」

　言いながら、手を握ってきた。

「……村むら正まささま」

　そこで、前を向いたままの虎こ徹てつの声。どことなく、緊きん張ちようしているような。

「すぐ済みますよ。あなたに攻めの負担はかけますが、なんとか耐えてください」

　虎徹に答えつつ、このはの身体からだがそのまま弾はじける。日に本ほん刀とうの重み。

「こうなれば家という地の利も利用するしかないでしょう。いざとなれば廊下まで後退して、一人ひとりずつの状況を作って……」

「──村正さま！」

　語ご調ちようを強めたその虎徹の声に、このはもぴたりと口を噤つぐんだ。ゆっくりと、黒くろ鞘さやに覆おおわれた刀身が持ち上がり……庭に。敵が迫っている縁えん側がわに、その切っ先を向ける。




　確かに敵はそこにいたが、騎士の姿は一人もなかった。




「いやあ……人数？　別に多くはないと思うぜ。ほれ、これで俺おれ一人だろ。まあ三人っちゃ三人なわけだが」

　刹せつ那な──天てん井じようのさらに上から、数回に亘わたる衝しよう撃げき。瓦かわらが割れるけたたましい音。軋きしんで割れる木板の悲鳴。埃ほこりが天板の隙すき間まからもうもうと舞まい降りてくる。

　ずるるがらら、と滑り始めた音を辿たどって、天井から縁側のほうに視し線せんを動かしてみれば。

　騎き士し領りようの一人が、屋根に引っかかっていたボールのように、どさりとその身を縁側の庇ひさしから落下させていた。

　それを為なしたのは、勿もち論ろんのこと──

「ぷふー！　なにコイツ、今の動きすっげー面おも白しろかったし！　もー一回やらせようぜ！」

「投げ捨てられたボロ雑ぞう巾きんのような惨みじめさが、胸の先端を服で擦こすらざるをえないほどの憐れん憫びん／笑いを誘うのでございます……合がつ掌しよう」

　竜ド島ラ／コ竜ニ頭ア師ン団ズの師団長。

　マクシミリアン・ペンドラゴンと、彼に付き従う二人ふたりの呪のろわれた道具達だった。




　　　　[image: くぎりもじ]




　筋肉質でありながらバランスの取れた巨きよ軀く。燃もえるような赤毛。一流アスリートのような精せい悍かんさを感じさせる顔立ち──一度見てしまえば忘れることのできない存在感に満みち溢あふれた、その姿。

　彼は嫌いやみのない薄うす笑わらいを浮かべつつ、軽く持ち上げた両手をひらひらと振っていた。おそらくは、その手が騎き士し領りようの人間達を一斉に放り投げるか何かしたのだろう。たとえ不意打ちだったのだとしても、常人にできることではない。彼の身体からだに秘められた恐るべき力と技術に戦せん慄りつする。

　けれど──それは、知っていたことだった。とうの昔に、思い知らされていたことだった。

「はっはー。こいつらには悪いが、先約は俺おれ達のほうだろ。割り込んできてもらっちゃ困るんだよなあ」

「約束をしたつもりは……ないんじゃけどね」

「こっちにはある。船が壊こわされたくらいで諦あきらめると思ったか？　俺の目的は変わらんぜ」

　そうして彼は、迷いのない瞳ひとみでこちらを見据えながら続ける。

「……人にん形ぎよう原はら黒くろ絵え。俺のものになれ」

　それは今け朝さ、呼び出されて行ったあの船の上で聞いたこと。

　事態を急変させる引き金となった一言。

　やはり──まだ、考えを変えるつもりはないらしい。最悪なことに。

　彼は力ずくでも、黒絵を自分に協力させようとしているのだ。自分のもとに侍はべらせようとしているのだ。彼女の持つ精気の制御能力で、竜にとって唯一の弱点だと彼が考える──《老い》という概念を克服するために。

「やれやれ、だ。馬ば鹿かげている……しつこい男は嫌われるぞ」

「はっはー、一いち途ずだと言ってほしいな」

　額ひたいに汗を垂らしながら錐きり霞かが言うが、ペンドラゴンはからからと笑うだけ。

「というわけで、続きだ。いやー、意外にもさっきの後半、あいつが本気を出してからは盛り上がったな。まさか決戦船が沈むとは思わなかったんで、びっくりして逃がしちまったが──ふむ？」

　彼が僅わずかに小首を傾かしげるような仕し草ぐさを見せたのは、こちらの一番後ろにいるフィアの状態に気付いたからだろう。そして彼は拍子抜けしたように肩を竦すくめ、

「なあんだ。せっかく、ここなら地球が割れたり日に本ほんが沈んだりしない限り水は差されないってのによ……まあいいか。続き、始めようぜ」

「っ！」

　春はる亮あきは手中の日本刀が息を吞のみ、全身の筋肉に緊きん張ちよう感かんが張り巡らされたのを感じる。いつでも全力で動けるように。

「少しくらい楽しもうって気概が欲しいな。さっきも言ったが、人数的にはやりやすくなっただろ？」

「まさか。あなたと比較すれば、向こう六人のほうがよっぽど楽な相手ですよ」

「……誠、その通り」

　犬歯を剝むき出だしにして笑っているような気け配はいで、日本刀達が答える。どうあれ、敵の強さはその刃やいばに映ってしまっているのだ。誤ご魔ま化かしても仕方がない。

「はっはー。そう言えばそっち、よく考えれば船の上から戦力が減ってる感じだもんな。楽しめる余裕なんかねえか。あ、それで思い出したがガブリエルや北ほう条じようはどうした？」

「ご心配なく。陸地に戻るまでは一いつ緒しよでしたよ。そこで別れて……学校が大変なことになってるので、そっちにかかりっきりになっているんでしょうね」

　あれからすぐ学校に行って騎き士し領りようの占領に巻き込まれたとも考えられるし、外でその状況に気付いて対処を練っているとも考えられる。早く連絡を取りたいところだったが、勿もち論ろん今はそんな余裕などない。

「さて。リコ、グランオーリ」

「ようやく出番！　暇だったし！　お前はもっと情じよう熱ねつ的てきに、いつでもあたしのことを欲しがるべきなんだぞー！　……あ、あたしのほうがいつでもやってやるかどうかは別問題だけどな!?　勘違いするなよ!?」

「むしろ我々が動く必要もないのではという残念な／最高な真理を絶頂後の気け怠だるさで呟つぶやく次第でございます」

　船の上で見たのと同じように──二人ふたりの姿が、変質する。

　ペンドラゴンの腕にしがみついていたリコは、白いパーツで構成された全身鎧よろいへ。彼の筋肉質な身体からだを覆おおう、スマートでありながら重厚な装甲。頭だけはオープンにされているが、きっと頭部も守ろうと思えば守れるのだろう。

　細目のグランオーリの、袖そでに入れられたままの腕をペンドラゴンが摑つかみ取るようにすると──彼女の身体の代わりに、そこには両もろ刃はの何かが握られている。槍やりの先端部。ペンドラゴンはそれをリコの鎧の手甲部分に装着。

《死し骸がい鎧がいリコンガロワ》と《忠義を届けグランオーリし折れ槍・スピア》。

　竜ド島ラ／コ竜ニ頭ア師ン団ズの師団長であるペンドラゴンが所有する、おそらくは最高の信頼を置いているであろう、呪のろわれた道具達だ。

「くっ……！」

　春はる亮あきは完全な戦せん闘とう態勢になった彼に対して身構えた。圧迫感。対たい峙じしただけで全身から汗が噴ふき出てくる。

　なぜなら──身体が知っているからだ。彼がどんな存在なのか。どんな相手なのか。いや、忘れられるわけがなかった。あの船の上で死力を尽くして戦ったのは、つい数時間ほど前のことにすぎない……！

　だがそのとき、ふっと手中から刀の重みが消えた。代わりに、視界を肌はだ色いろの何かが占有。

「敵が一人ひとり、この男だけが相手なら──春亮くんを前に出すわけにはいきません。あのときの繰くり返しはこりごりです。虎こ徹てつ！　行きますよ！」

「は！　しかし、あの、村むら正まささま……服……」

「気にしていられますか！」

　人の姿に戻り、全裸になったこのはが虎こ徹てつと共にペンドラゴンに突っ込んでいく。確たしかに、船の上では自分が刀を持って戦って──それで、手も足も出なかった。しかし、このはが人の姿になって、何が変わるのか。

　変わると信じるしかなかった。太た刀ち打うちできると祈るしかなかった。

　ペンドラゴン達とこのは、虎徹が庭で激げき突とつする。目まぐるしく位置を入れ替えながら、息の合ったコンビネーションで自らの肉体という刃やいばを振るっていく二人ふたり。だがペンドラゴンはリコの手甲で、脚甲で、肩甲で、それらを容易に受け止めていく。

　鎧よろいは当然、防御力を高めるためのものだ。だが鎧には防御力を高めれば高めるほど装甲が厚くなり、重量も重くなり、動きにくくなるという真理がある。しかし──このリコとペンドラゴンに関しては、それは当てはまらないのだった。なぜなら、リコの鎧のパーツは、動くのだ。自発的に判断しているのか、ペンドラゴンの指示をどうにかして受けているのか、あるいは勝手に読み取っているのかは知らないが。

　敵の攻こう撃げきを受け止めるその箇所だけ瞬しゆん間かん的てきに装甲が厚くなり、そしてまた次の攻撃に備えて散る。ペンドラゴン自身の身体能力と動きを熟じゆく知ちし、次の動作を予測し、使われる関節付近には猶ゆう予よを。だからリコの装甲は彼の動きを阻害しない。速度の邪じや魔まになりはしない。防御力と機き動どう性せいの両立。

　それだけではなかった。

　ダッシュの勢いのままに、虎徹が両手を組み合わせた虎こ爪そうを力任せに繰くり出す。このはが相手の意い識しきを分散させてくれていることを信じた、威力だけを最大限に重視した攻こう撃げき。

　しかしペンドラゴンは逆に虎徹に向けて大きく一歩を踏み込んだ。足元の土が弾はじけ、ペンドラゴンの腰が回転。リコの装甲が瞬時に集結して尖とがった肘ひじ打うちでそれを迎撃──

「ぐうううっ！」

　助走まで加えていた虎徹のほうが、逆に吹き飛んだ。顔を歪ゆがめながらも体勢を立て直し、再び向かっていく──

　防御だけではないのだ。あの装甲はおそらく攻撃にも利用されている。ペンドラゴンの身体からだの動きを補助し、負担を軽減、そして筋力を増大させるような、パワードスーツ的な働き。

「くそっ。何か、弱点とかないのか……!?」

　思わず呻うめく。それは本当に口をついて出てしまっただけの言葉だったが、予想外に、

「弱点かどうかはともかく……今更になって、あの鎧について一つ気付いたことがある。馬ば鹿かげた推測で、おそらく今となっては無意味だが」

「え、なんだそれ、いんちょーさん!?」

「それは──」

　言葉の続きを受け持ったのはペンドラゴン本人だった。このは達と戦う動作は止めないまま、

「わかるぜー、リコの呪のろいのことだろ？　隠すようなことでもないから言うけどよ──そういや、お前とはお仲間ってことになるのかもしれねえなあ？　脱げば死ぬって仲間だ」

「っ……やはり……！」

　錐きり霞かが息を吞のみ、瞳ひとみを揺らす。それからぽつりと、

「いくらなんでも、人化した状態であそこまでくっついていたのは不自然すぎる。そうせざるを得ない理由があるとしたら、それは呪いが最有力だ。脱げば死ぬ鎧よろいが人化しているのだから、人の姿では、《その身体からだに触れていないと死ぬ》という形に……！」

「その通り。だからいつも一いつ緒しよだぜ。風ふ呂ろもトイレも寝るときも寝るときも。俺おれたちはもはや一心同体だからよ、別に不便とかは──」

「オイちょっと待て、なんで今寝るときって二回言ったし!?　そんなのは……えと、その、恥ずかしい、から、誰だれかに言うことじゃなくてだなー!?」

　彼の纏まとう鎧がどこからか声を出して叫ぶ。その反応からして、おそらく彼の言げんは真実なのだろう。リコが彼の身体から離はなれれば。あるいは今の状態で鎧を脱げば。

　ペンドラゴンは死ぬ。

　だからと言って、自分達はどうすればいいのか。

　既に彼女は鎧としての本性を現し、比類なき防御と攻こう撃げきの助力を彼に与えている。その状態で無む理り矢や理りに鎧を引っぺがすことなどできるはずがない。そうするだけで最強の竜を殺せるのだと言われても、その方法はあまりにも現実的ではなかった。

　そして──彼に比類なき助力を与えているのは、勿もち論ろん、リコだけではなく。

「正直、見ていて痛々しいんですけど！　一いつ旦たん仕切り直して柄つかぐらい作ってきたらどうですかね！」

「耳じ朶だを甘あま嚙がみされたが如ごとき嬉うれしい／不快なお言葉。ですが心配は無用。私が柄を失ったのは遥はるか過去のことでございます」

　槍やりの先端部分。そうとしか言えない姿のグランオーリが、彼の右の手甲の先端に装着されている。鈍なまくらな武器ならば刃やいばごと両断してしまうであろうこのはの手しゆ刀とうを、彼女はいとも容易たやすく受け止め続ける。ペンドラゴンの拳こぶしの延長として突き出される。

「っ……！」

　このはが両腕をクロスさせるようにしてそのブレードの突きを受け止めた。重く激はげしい金属音。衝しよう撃げきでこのはの身体が大きく後ろに滑る。

「誤解なきよう。私は元々がこうなのでございます」

「そうそう。むかーし、敵の卑ひ怯きような策略で主人を失った従者がいてだな。そいつが復ふく讐しゆうに狂って、その敵の喉のど笛ぶえを搔かっ切るための得え物ものに選んだのが、その敵に折られた主人の槍の穂先。つまり、こいつだ」

　このはに見せびらかすように、右手をぶらぶら振るペンドラゴン。さらに左手で虎こ徹てつの攻撃をあしらいながら、彼は余裕の表情で説明を続けた。

「だが、自分の憎悪を直接浴びせられる、触れるほどの距きよ離りで殺さねばとても主人の無念を届けることはできない。柄つかの距離すらも邪じや魔まだ──とかいう考えで、そいつは槍やりを直さなかった。自分の指が落ちようが構わず、その穂先を素手で握にぎり締しめたまま戦って仇かたきを討うった。その妄念が呪のろいになって……ふむ、ちょっとだけ見せてやるか。半分くらいでいいぜ、グランオーリ」

「承知いたしました」

　春はる亮あきが見たのは、ペンドラゴンの手甲から伸びていたブレードが腕側に引き込まれていく姿。つまりは──拳こぶしの先に出ている刃やいばの長さが、短くなったのだ。半分ほどに。

「……？」

　このはが怪け訝げんそうに眉まゆを寄せる。それはそうだろう。長くなったのならともかく、接近戦であえて得え物ものの間合いを短くすることにどんな意味があるというのか。元々、小回りに差が出るほど長大なブレードだったわけでもなかったのに。

　左手のいなしと蹴けりで虎こ徹てつを弾はじき飛ばし、ペンドラゴンがこのはに向けて間合いを詰めた。軽く跳ちよう躍やくし、空中からその拳を叩たたきつけようとする。このはは防御の構えを取ろうとしたが、はっと顔色を変えてギリギリで回かい避ひを選択──

　そして地面が爆発したように吹き飛んだ。

「なっ……！」

　春亮は目を疑う。実際に爆ばく発はつしたわけではない。それほどの衝しよう撃げきが地面に加えられたというだけだ。しかし、これは──

　もうもうと庭の土が舞まい上がり、この居間の中にまで無数の小石が飛んできて音を立てる。腕で顔を覆おおいながら見れば、先程までこのはがいた場所の足元は大きく抉えぐれ、陥没していた。隕いん石せきが落下したかのように。

　その隕石──地面に打ち込んだ右拳をゆっくりと持ち上げながら、ペンドラゴン。

「とまあ、こんな感じだ。わかりやすく実演したほうがテンション上がるだろ？」

「その、威力は……!?　それが呪い、ですか……！」

「私は《忠義を届けグランオーリし折れ槍・スピア》。忠義を届けるために足る肉にく薄はくを知る槍。我が主と、我が刃と、その刃を届けるべき相手──それは近ければ近いほどよいのでございます」

「こいつの刃は、持ち手と敵との距離が短いほど威力を増す、ってことさ。リコに組み込んでもらったときはこうして長さを調ちよう節せつすることにしてる。そうじゃない場合でも、根本を握って使うのと、こいつの刃の真ん中を握って使うんじゃ大違いになるぜ」

「長物である槍の意義はどこへ。歪ゆがんでいると言わざるをえません」

「ああ。だから《矛む盾じゆん槍そう》とも呼ばれている」

　にやりと笑ったが、そこでペンドラゴンはふと眉を動かした。

「と──いや。テンションとか上げて楽しんでる場合じゃなかったな。二人ふたりともフルに使って戦うなんて久しぶりだから忘れてたぜ。だがまあ、これで俺おれの強さをわかってくれて、諦あきらめて大人おとなしく俺のものになってくれるんなら無む駄だじゃなかったと──」

「うーん。あんまり面おも白しろい見世物でもなかったので。のーせんきゅー、と言いたいねぇ」

　家の中に向けられた視し線せんの先、黒くろ絵えがぼんやりと言う。

　ペンドラゴンはやれやれといった様よう子すで首を回した。

「そうかい。やっぱ、遊びなしでさっさと済ませちまったほうが結局は早いみたいだな……」

「考えは変わらんのじゃね」

「当たり前だ。俺はお前を自分のものにする。俺の力の一部にする。そう決めた。もう引き返せねえよ──誰だれが何を言おうともな」

　こちらに向けて、一歩。

　同時、気け配はいが変わったような気がする。今までよりもさらに獰どう猛もうな、肉にく食しよく獣じゆうの気配。自身の空腹と獲え物ものの存在を思い出したような、目覚めた竜の気配。

「っ……」

　春はる亮あきは背筋の震ふるえを感じる。正直──恐ろしくてたまらない。彼の視線の先にいるのが。進行方向にいるのが。ではどうすればいいのか。黒絵が髪に緊きん張ちようを張り巡らせているのがわかる。錐きり霞かが拳こぶしを握にぎり締しめているのが見える。頭の上からぱらぱらと聞こえるのは、先程ペンドラゴンが舞まい上げた小石が屋根を転がっている音だろうか。不ふ思し議ぎに耳障りだった。ころころ。からから。がらがら──みしり。

　みしり？

　小石にしては重さを感じさせる何かが、屋根を軋きしませる音。

　春亮が疑問を覚えた次の瞬しゆん間かん、今度は明らかに木材が人為的に踏み砕かれる音が頭上から聞こえ、

「マクシミリアン・ペンドラゴンッ！　貴様ぁぁァ！」

「おいおい、意外に頑丈じゃねえか。手加減したつもりはねえんだけどな」

　灰はい色いろの影かげが宙を舞い、ペンドラゴンに襲おそいかかる。その数は一つではない──続けざまに二人ふたり目、三人目。無む論ろん、それは最初のペンドラゴンの不意打ちでやられたと思っていた騎き士し領りようの人間達だ。

　リーダー格の騎士が重い剣を繰くり出し、ペンドラゴンがそれを受け止める。一人ひとりの騎士が朧おぼろに剣を揺らめかせて消える。また一人の騎士が不可解な角度で投剣を放つ。残りの騎士達も一人ずつ戦せん闘とうに復帰していき、そして今や縁えん側がわの下に倒れていた最後の騎士までもがゆっくりとその身を起こしつつあった。

「結局、全員復活かよ。ああ……なんか、そんな話もあったっけ？　邪じや魔ま臭くせえな」

「邪魔なのは貴様のほうだ、師団の長！」

　おそらくは騎士達の復活の早さも《領地化》の恩恵なのたろう。増幅された体力、回復力。傷の治りが早まるのかどうかまではわからないが、早まってもおかしくはないと思える。

　グランオーリの刃やいばと騎き士しの剣が、真っ正面で拮きつ抗こう。

「ふぅん。退ひく気はねえってことか。じゃあ……しょうがねえな！」

「総員、優ゆう先せん目標を切り替えろ！　最大好戦的脅威の排除！　あれに見えるは《死し骸がい鎧がいリコンガロワ》と《忠義を届けグランオーリし折れ槍・スピア》──共に呪のろわしき禍具ワースである。見逃す道理なし！」

　復活した騎士達が、唾だ棄きすべき呪いの力と自らの技術を最大限に発揮させてペンドラゴンに襲おそいかかっていく。聖戦効果により強化された彼らの肉体に疲労や消耗は感じられない。

　そのとき春はる亮あきは、このはと虎こ徹てつが無言で視し線せんを合わせたのを見た。黒くろ絵えと錐きり霞かが頷うなずき合うのを見た。自分も同時に一つの答えを思い抱いていた。これからすべきこと。

　このはと虎徹が同時に身を翻ひるがえし、居間に戻ってくる。このはは服を拾い上げながら、

「今のうちに一いつ旦たん逃げましょう！」

「ああ！　でも、どこに……」

「夜や知ち、とりあえず逃げてから考えろ！　チャンスは奴やつらが潰つぶし合っている今しかない！」

「わ、わかった。あ、でも、フィア──」

　乱らん暴ぼうに服に首を通しつつ、このはが苛いら立だったように言った。

「ホントに置いていけばいいんじゃないですかね！」

「そんなわけにいくか！」

「とーう。ハル、とりあえずこれを使うべし！」

　このやりとりを予期していたのか、伸ばされていた黒絵の髪がするすると廊下の奥から引き戻されると、その先端には車しや輪りん付きの旅行用カートが摑つかまれていた。そう言えば空あき部べ屋やの隅にこんなのがあったような気もする。

「よ、よし！」

　火事場の馬ば鹿か力ぢからというやつだろうか。フィアの身体からだを抱えて持ち上げるのにはそれほどの苦労もなかった。注意してカートに乗せる──今や、フィアの身体の震ふるえは微かすかなものに。けれどそれは安あん堵どではなく、一層の弱々しさを感じさせるものでしかなかった。

「あ、おいこら。二回も逃がすのはさすがにちっとばかし体面が──」

　ペンドラゴンの言葉は勿もち論ろん無視する。軽く見ただけで、既に彼と戦っている騎士の数は二人ふたりほど減っていた。時間の猶ゆう予よはない。

　春亮は最後に──ぼろぼろになった居間に。それから、天てん井じように、縁えん側がわに、庭に、離はなれに。

　つまりは、これまでにないほど傷つけられた自分の家に、視線を向けて。

　ぎゅっと目を瞑つむることで、その惨状を瞼まぶたの裏に閉じ込める。

　なんてことはない、と自分に言い聞かせた。こんなの、すぐにいつも通りだ。いつも通りになる。きっと──なるはずだ。

　だから、そのために、今は。

「急げ、夜や知ち！」

　転げ落ちないように、錐きり霞かの手がフィアの身体からだを後ろからカートに押さえつけてくれていた。春はる亮あきはその重いカートを引いて、居間から廊下へ、そのまま玄関へ。

　適当に靴を履はいて外に飛び出した瞬しゆん間かん、後方から、さらに何かがミシミシと不吉な音を立てるのが聞こえてきたが──

　振り向くことは、しなかった。




　走り続けることしばらく。

　辿たどり着いた人ひと気けのない街角で、一息入れよう、とようやく春亮達は足を緩ゆるめた。

「はぁ、はぁ……」

　手の甲で汗を拭ぬぐう。濡ぬれた髪が額ひたいに張りついてうざったい。肺と心しん臓ぞうが久しぶりの運動にその機き能のうをフル回転させている。血行がよくなったためか、左手の指の空白自体がどくどくと脈動している感覚があった。疼うずくような、熱ねつを持った曖あい昧まいな痛み。しかし今までアスファルトを強く踏むたびに伝わってきていた、瞬間的に尖とがった刺し激げきよりは幾分かマシだ。

　呼吸を整ととのえつつ顔を上げ、

「さて、と……これから、どうする？」

「夜知。それよりも、馬ば鹿かげた事実に気付いてしまったのだが」

「なに、いんちょーさん？」

　錐霞は微妙にそわそわしたような、居い心地ごこち悪そうな顔で、

「……崩ほ夏なつさんがいない。置いてきてしまった、のでは……」

「あ」

　今気付いたが──確たしかにその通りだ。周囲を見回しても、あの父親的な女の姿はどこにもない。このはもバツの悪そうな表情を浮かべてタラリと汗を流していた。虎こ徹てつだけが「なるほど。さては死んだな。で？」と言わんばかりの無関心な顔。

　春亮は強引に声を明るくして、

「は、ははは。いやまあ、考えてみればペンドラゴンが来てからずっと姿が見えなかった気がするし、きっとさっさと逃げたんだよ。気にすることないって」

　言葉の内容は八割がた本気だ。父親の行動と思考が読めないのはいつものことだし、ずっと騎き士し領りようの包ほう囲い網もうから逃げ続けてきたという実じつ績せきがある。逃げ足が速いことにはもう疑う余地はない。心配はいらない──はずだ。またひょっこり連絡が来たり合流できたりするだろう。

「そうならば、いいが……」

「話は戻るけど、これからどうする？　当初の目的としては」

「そろそろ攻めに行こうかって話でしたね……逃げ出したこの状況で言うのもあれですけど」

「二十四時間しか余裕はないんだ。人質も取られてる。何もしないで、俺おれ達の街を、あの家を、騎き士し領りようのものにするわけには絶対にいかない──」

　そうであるならば、これからすべきことは決まっている。消去法のように。

「……このまま学校に行こう」

「仕方ないですね。時間が足りないのは事実です」

「ああ。でも無理はしないようにしよう。時間が足りないって言っても、まだ夕方だ。一分一秒を争うってほどじゃない。休息がてら、ゆっくり歩いて行くぐらいの余裕はあるさ。お前達はペンドラゴンとやりあったばかりだし……それに」

　フィアは、という言葉は飲み込んだ。後ろ手に引いているカートの重み。ワイヤーで固定された彼女の重み。彼女はどこにも歩いてはいけない。歩こうとはしていない。運ばれていくだけだ。意志を失った、ただの物体のように──

（フィア……）

　学校に向けて、歩き出す。

　一同の口数は少なく、空気は重い。こんなとき、普ふ段だんならわざと軽口を叩たたいているであろう黒くろ絵えも、今は何かを思案しているような顔で足元を見つめて歩を進めているだけだ。

　自然、意い識しきは行く手に待ち受けているものに集中していく。春はる亮あきは学校のことに思いを馳はせた。今、学校はどうなっているのだろうか。騎士領が来るまでは普通に授業が行われていたはずの学校。何の変哲もない、これまでと同じ時間が流れていたはずの学校。

　そこが、どんな非日常に飲み込まれてしまっていると、いうのだろう。

　ン・イゾイーの状況は聞いたが、それも拍ぱく明あきの言葉を通しての間接的なものだ。正せい確かくなところは依然としてよくわからない。不安は消えるどころか増す一方だ。

　人質に取られているみんなは大丈夫なのだろうか。今日きようは平日だったのだから、ン・イゾイー以外にも、呪のろわれた道具の事情を知っている彼女達が普通に登校していたはずだ。彼女達は無事なのか。

（いや……）

　春亮は小さく頭を振る。

　わかっていた。呪われた道具の事情を知っていようが知っていまいが、学校全体が占拠されたというのならばその区別に意味はない。むしろ、知っていない一般の生徒達のほうを気にするべきだった。

　なぜなら──いくら暗示のような効果で生徒達の認識がずらされていようとも。

　自分達が人質であることに、生徒達自身が気付いていなくとも。

　それでも、この状況はやはり、

（俺おれ達の事情が、巻き込んだ……って、ことだよな。くそっ……！）

　重苦しい現状が、頭の中で暴あばれ回る。

　自分達の事情に巻き込まれた生徒達は、絶対に解放せねばならなくて。

　騎き士し領りようの企たくらみを阻止できなければ、夜や知ち家けという居場所が失われてしまう。

　最強の存在であるマクシミリアン・ペンドラゴンは黒くろ絵えを諦あきらめずに狙ねらい続けており、《騎き士し領りよう化か》の力を得た騎士達は通常営業としてこちらの破は壊かいを希求。暗示を免まぬがれたン・イゾイーと、渦か奈なと、泰たい造ぞう。左手の指に蟠わだかまるのは痛みと喪失感。虚無と悔かい恨こんに圧され、フィアはただ四角く在る──

　春はる亮あきは唇を嚙かんで、歩ほ調ちようを上げる。意い識しき的てきに、そうした。

　今は、前に進むしかないのだった。

　全すべての状況が渾こん然ぜん一いつ体たいとなって与えてくる、吐き気がするほど不吉な重みが──

　たとえどれだけ、自分の歩みを遅めようとしていたとしても。







　第二章　「無力を希う鋼鉄」/"Case×Collision×Coetaneous"
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　ン・イゾイー達は中腰になって廊下を移動していた。

　授業時間中の廊下は静かで、独特の緊きん張ちよう感かんに満ちている。無音ではない。横の教室から小さく聞こえてくる授業の声。たどたどしい英文の朗読。それでも、音を出すことがひどい罪悪であるかのように思える。そんな張りつめた空気。

　当然、今はそれ以外の理由でも、あまり音を出すわけにはいかないのだが。

「うーん、ミッション・インポッシブルサボリだな。この緊張感、癖くせになりそうだぜ」

「このクラスも、やってるのはさっきの時間と一いつ緒しよの授業なのかなあ。ねえンっちゃん？」

「しっ──静かに。説明は後で行うという指示を指示します。今は黙だまってついてきてください……お願ねがいです」

　真剣な声音で言うと、二人ふたりは顔を見合わせてから、大人おとなしく口を閉じた。助かる──早く安全な場所を見つけて隠れなくては。

　教室を脱出しつつ、手早く自らの上司に状況を説明したまではよかったが、それからすぐにチャイムが鳴って授業が始まっていた。暗示にかけられた生徒と教師が行う、一時間前と同じ授業。おそらくノートの記き録ろくやら何やらは都合のいいように認にん識しきを改かい竄ざんされるのだろう。

　そんな異常な授業であっても、授業は授業だ。その時間、教室の外を出歩いている生徒がどれだけ目立つかは考えるまでもなかった。

　ちらりと頭だけを起こして、周囲の様よう子すを窺うかがう。そこにあった窓から見えたのは、渡り廊下で繫つながった向かいの校舎と、その渡り廊下を我が物顔で歩いている二人の騎き士しの姿だった。灰はい色いろの外がい套とうに身を包み、何事かを話しながらも、視し線せんは油断なく周囲に向けられている。

　暗示をかけられた生徒達に彼らの姿は見えない。部外者の彼らが堂々と歩き、自分達がこそこそと姿を隠しているのは、とても皮肉な感じがした。

「……こっちへ。身は低くしたまま」

　騎士達から離はなれる方向に進路を変更。気け配はいが感じられなくなったところで、ン・イゾイーはそっとポケットから携帯を取り出した。アンテナは立っていない。拍ぱく明あきに電話で一通り事情を説明した直後、唐突に通話が切れて以来、ずっと圏外の表示のままだ。

（室長の言っていた通り、通信妨害ジヤミングでもかけられているのでしょうか）

　ありうる話だと思えた。騎士領は本拠地の機き能のうを狭せばめてまでここに第二の騎士領を作ろうとしているのだ。本気以上の本気。ありとあらゆる策を講こうじてきて不ふ思し議ぎではない。有限で替えの利かない騎き士しという人員とは違い、妨害装置を配置するだけでいいのならば手間としてはむしろ楽だ。

（暗示にかからず、不ふ穏おん分子が学内に残っている状況も想定済み、ということですね……）

　つまりは、自分達が今こうしていることすらも。

　──この学校は狩り場になっているのか、と考えた。用意周到な柵さくで囲われた場所。安全に薬を流して中にいる動物達を眠らせる。いつでも牙きばや皮を奪えるように。無慈悲な狩人かりうどは、薬から逃れた危険な獲え物ものを探してうろつき回る──

　目を細めて、ン・イゾイーは矜きよう持じと決意を思う。狩人？　それは彼らよりも自分にふさわしい言葉だ。狩人が狩られるわけにはいかない。

　慎重に廊下を進み、角を曲がり、階段を下りる。一階に到着。踊り場から顔を出し、様よう子すを窺うかがって──

　その廊下をまっすぐこちらに歩いてくる、さっきとは別の騎士達二人ふたりの姿が目に入った。慌てて顔を引っ込める。幸い、相手にはまだ気付かれていない。後ろの二人に静かにするようにジェスチャーで示してから、今下りてきた階段を戻ろうとする。が、

「っ……！」

　足音。すぐ上からだ。つまり──誰だれかが階段を下りてこようとしている。生徒達ではない。上うわ履ばきの足音ではなく、金属で補強された外靴の硬質な音。

　挟まれた！

　思考を瞬しゆん時じに回転させる。どうする。やるか。できるだけ騒さわぎは起こしたくなかったが、こうなれば話は別だ。奇き襲しゆうでどちらか一方を素早すばやく無力化する。相手に騎士団長レベルがいない限りはできるだろう。残る一方に気付かれる前に済ませられるだろうか。むしろ順番に両方排除する？　しかし、そうだ、今、ここには一般人が──

　そんなときだった。ン・イゾイーははっと瞳ひとみを鋭するどくする。

　階段の上から迫る足音。一階の廊下を近付いてくる足音──加えて、第三の気け配はい。

　自分達の真後ろだ。

「こっち」

「っ!?」

　肩を摑つかまれた瞬間、身体からだが勝手に動く。しかしン・イゾイーは、その動作の途中で様々なことに気付いて──




「おう。異常は？」

「特には。そっちはどうだ」

「同じだよ。しかし、ハイスクールの授業とか、懐なつかしいにも程があるな」

「懐かしがるのはいいが、油断するな。さすがにこれだけの人数だ。タシターン様の暗示がかかっていない生徒達が何人かはいてもおかしくないだろう」

「何の事情も知らないただのガキならどうとでもなるさ」

「ただのガキでない奴やつらもいるんだぞ。たとえば研けん究きゆう室しつ長ちよう国こくの《狩人かりうど》もこの学校の生徒だが、本来いるべき教室にいないことが確かく認にんされている──暗示にはかかっていないと考えるのが妥当だろう」

「ふん。喉のど笛ぶえを嚙かみ切られないようにせんとな」

「まったく、やりがいのある仕事になりそうでなによりだぜ……」

　階段の途中で話していた二組が、会話を終えてそのまま通り過ぎていく。

　ン・イゾイーはその会話を頭上に聞いていた。自分のことが話題に出たのにはどきりとしたが、そもそもこの学校において自分の外見は非常に目立つ。教室にいないことが明らかになるのは時間の問題だと思っていた。自分が自由行動していることがばれたのなら、既に幾分かは警けい戒かいレベルが引き上げられているだろう。これからの行動にはより一層の慎重さが──

「いい加減にこの刃やいばを離はなしてくれないかしら、褐かつ色しよく。残念ながら、今の私は貴女あなたの髭ひげ剃そり練習相手を務めてあげられるような寛容さも時間的余裕も持ち合わせてはいないのだけど」

「あ……失礼しました、という謝しや罪ざいを謝罪します」

　ン・イゾイーは、床に尻しりをつけた状態のまま、オーバーヘッドキックのように足を持ち上げて背後の彼女に突きつけていた足ナイフを引き戻す。いきなり背後から肩を摑つかまれたので、つい本能的に足が出てしまったのだ。喉笛に刺さるギリギリで止めたはいいが、とりあえずはそのナイフを引くよりも何よりも隠れることを優ゆう先せんするしかなかった。

　階段の真裏にある、掃除用のバケツなどが突っ込まれているだけの空間。身を屈かがめねば入れないその狭いスペースにン・イゾイー達は身を潜ひそませていた。そこに自分達を導みちびいてくれたのは、

「で……なんでこの二人ふたりが貴女といるのかまったくわからないんだけど。どうなってるの？」

　ナイフを喉元に突きつけられていたのに、恐怖などは微み塵じんも見せず。ただ、いつもの不ふ機き嫌げんそうな顔で平然と腕組みをしている──クラスメイトの桜さくら参まいり白しら穂ほだった。

　彼女の言葉と、そしてもぞもぞと両の掌てのひらに息が吹きかけられたことでン・イゾイーは二人の存在を思い出す。引ひき摺ずり込こむついでに口を押さえていた手を離はなしてやると、

「ぷはー！　い、息が……あれ、桜参さん？」

「水泳部なのにだらしねえな。ていうかン・イゾイーさんの手って、なんだか土の匂においみたいなのがするんだな。落ち着くぅ……おお、つーか桜参さんもサボリなのか？」

　二人もそれぞれ微妙に驚おどろいた様よう子すで白穂の顔を見ていた。事情はわからないにしても、こんな階段の裏という薄うす汚ぎたないスペースに桜参白穂という存在が隠れていた──その状況自体が既にレアなものだからか。

「この二人は──成り行きです。桜参白穂。貴女は状況をどこまで既知にしていますか」

「さっぱりよ、褐かつ色しよく。保健室で寝てて、チャイムが鳴ったから起きて教室に戻ろうとしたらグラウンドが変なことになってるのが見えたの。校舎の中にも変な奴やつらが歩いているし。何かがあったんだろうと思って、とりあえず隠れてたのよ……外のおかしな状況。どう見てもまともじゃない人間達。そしてこの私という存在。この状況で普通に歩くのはレイプしてくださいと言っているようなものね。そうでしょう？」

　レイプされるかどうかはわからないが──そしてされないという保証は確たしかにないが──何にしても、賢けん明めいな判断ではあったと思う。しかし気になることがある。

「保健室で、寝ていた……ということは」

「どこか具合が悪かったりしたのー？」

　渦か奈なの言葉に、白しら穂ほはなぜか胸を張って偉そうに答えた。

「いいえ。昨日きのう夜よ更ふかしして、とても眠たかったからよ」

「わお。自由人……」

「保健室にいた理由はどうでもいいですが。寝ていたということは、あの放送は聞かなかったのですか」

　答えはほとんどわかっているが、確かく認にんだ。ここにいる彼女の態度は、渦奈や泰たい造ぞう達と変わらない。暗示を受けた生徒達とは違う。

「放送って何？　私、意外に眠りが深いのよ。いつも、満足するまで絶対に起きてやるものかって気概で寝ているわ」

「はあ……」

　何にしても、やはり寝ている彼女にはあの暗示は効果を及ぼさなかったということらしい。《彼女の意い識しき》に呪のろいの言葉が届かなかった──そんな理屈だろうか。

　だが彼女が暗示を受けていないのならば、少しは事情を説明しておかねばならない。渦奈達とは違い、彼女に対してはいくらか言葉を省くことができるので楽だ。

「我が説明・蒐しゆう集しゆう戦せん線せん騎き士し領りようだという一言。この学校は彼らに占拠されました。生徒達には暗示がかけられ、彼らが見えないようになっています。そして記き憶おくを忘れて同じ時間を繰くり返すように」

「サヴェレンティを捜しに行くわ」

　が、返事的には向こうのほうが思いきり言葉を省いていた。唐突にも程がある意思表示。彼女は腰を持ち上げ、この階段裏のスペースから何の躊ちゆう躇ちよもなく出ていこうとする。

「あの……」

「よくわからないけれど、とにかくこの状況は敵が何かをしてるってことなんでしょう？　だとしたら、私のすべきことは決まっているわ。あの子の傍そばにいないと」

　単純明快。いかなる未知もない式を解くかのように。一足す一を二だと誇らしげに叫ぶように。彼女の瞳ひとみは真まっ直すぐで、純粋で、迷いがない。結晶のような意志。

　ン・イゾイーの目にも、それはとても輝かがやかしいものに見えた。

「携帯は……まだ圏外？　まったく、肝心なときに繫つながらないなんて使えない携帯会社ね。常にサヴェレンティとのホットラインだけは確かく約やくされるプランとかないのかしら」

　携帯を見てぶつくさ呟つぶやいていた白しら穂ほに、ン・イゾイーも隠れ場所から這はい出しながら声をかける。

「同行させてもらいたいという要よう請せいを要請します。我々の目的は合致しており、協力できる余地があるかと」

「そっちの目的って？」

「人目につかない隠れ場所を見つけることです。ここではさすがに一時的なものにしかなりません。しかし貴女あなたは、私達よりも──学内に存在する、他者の目につかない場所をよく知っていると、判断します」

　主に、逢あい引びきと呼ばれる用途のために。

　口には出さないが、それくらいは既知にしている。

　白穂は一いつ瞬しゆんだけ口をへの字にし、じろりとこちらを睨にらむ──しかしほどなくして、彼女は肩を大きく揺らして溜ため息いきをついた。

「まあ……合流できたら、どうせ私達もどこかに隠れることになるんでしょうし。何があるかわからない以上、護ご衛えいはいたほうがいいわよね」

　輝かしく衝しよう動どう的てきな何かに身を任せながらも、それでいて彼女は現実的だった。それが彼女という存在の特徴的なところなのかもしれない。

　渦か奈なと泰たい造ぞうが階段の裏から出てくるのに手を貸してやりながら、

「今後の方針としては？」

「決まってるでしょ。サヴェレンティが一番いそうなところから片っ端。いなかったら次にいそうなところに移動。敵が出たら貴女がなんとかしなさい。以上よ」

　恐ろしいほどのシンプルさに身み震ぶるいがした。




　こそこそと校舎を進んでいく。

　騎き士し達の気け配はいがあればさっきの階段裏のような場所や空き教室になんとか隠れてやり過ごし、普通に歩く数倍の時間をかけて第一の目的地に辿たどり着いた。敵に出会えば実力行使をする覚悟もしていたのだが、幸いにしてその必要はなかった。

　そこは、一般の教室とは別の棟。最上階。用事がないものは訪れない。つまり人ひと気けはない。

　授業中の廊下とはまた違う、さらに真空度の高い静寂に包まれた廊下。

　ドアの前でン・イゾイーは足を止め、ノブに慎重に触れてみる──回らない。

「……鍵かぎがかかっているようですが」

「そう。じゃあ開けるわ」

　白しら穂ほはポケットからあっさりと鍵かぎを取り出した。

「なぜここの鍵を？」

「密室で変態ガスマスク男がサヴェレンティに不ふ埒らちなことをしようとしたらどうするのよ。合鍵の一本くらい持っていて当然でしょう。その当然の権利のもと、あの子に渡されたものを勝手に複製させてもらったわ」

「……」

　それから彼女は何の躊ちゆう躇ちよもなくそれを鍵穴に差し込んで開けた。そして一呼吸すら入れることなくノブを捻ひねって中に侵入。

　あまりの無む警けい戒かいっぷりに虚を突かれた。彼女を追って、慌てて部へ屋やの中に足を踏み入れ──

「ひ、ひゃあああああっ!?」

「っ!?」

　入り口のすぐ横手に潜ひそんでいた影かげが何かを振り下ろしてくるのが見える。白穂とその影の間に割り込み、足ナイフで受け止めた。軽い衝しよう撃げきと金属音。相手の得え物ものは、柄と本体で構成されたもの。鉄ではない別の金属。尖とがっておらず丸い。深みを持った形状をしている──

　つまるところ。

　フライパンだった。

「ほわ!?　あれ、あれあれっ、ンっちゃんっ!?　あうあうわわ、ごめんなさい、ボクてっきりついにここまでワルモノの手が伸びてきたのかと、っていうか白穂だ白穂ー！　あわわ、てことはボク今ンっちゃんがいなかったら白穂のアタマをばちこーんと大事件でほにょもももっ!?」

　最後の言葉がおかしくなったのは、白穂がメイド服姿の彼女に渾こん身しんの力で抱きついてその胸に顔をグリグリと押しつけたからだ。
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「ああ……サヴェレンティ。いいわよ別に。仮にそんな痛みがあったとしても、出会えたというこの幸せと比べたら些さ細さいなものよ。いえ、この幸せの中で貴女あなたに殴られたなら、きっとその痛みも今日きようという日の大切な思い出になるわ。聖なるサヴェレンティ痛を与えられた日として代々語り継いで記念日にするわ」

「そ、そんな宗教行事みたいなこと言われても!?　白穂がなんだかおかしいよー!?」

「平静を保っていたように見えて、実はあなたのことが心配で心配でたまらなかったのではないかという推測を推測します。その反動かと」

　フライパンを受け止めていたナイフをスカートの下に戻しつつ言う。改めて見れば、彼女──サヴェレンティはフライパンだけでなく、その頭に鍋なべを斜めに被かぶっていた。兜かぶと替わりのつもり……だろうか。何にしても、その姿からは彼女達がここに明めい確かくな危き機き感かんを持って立たて籠こもっていたことが窺うかがえる。

　そう、彼女達、だ。この理事長室にいたのはサヴェレンティだけではなく、

「あらあら～。恐かしこみ恐かしこみも白まをしますが、相変わらず仲のよろしいことで～。うふふふ」

「白しら穂ほさん……無事でよかったです。ていうか伍い鈴すず、なに上から目め線せんみたいな感じで偉そうに言ってんの？　痛くするわよ？」

「あひゃ。既にされてますけども～。いつにも増してスナップの効いた抓つねり具合で～」

　その声が聞こえてきた途端とたん、ばっと白穂はサヴェレンティから飛とび離はなれ、おほん、と咳せき払ばらい。何事もなかったかのように、クールに髪を搔かき上げる。

「あら。いたの。貴女あなた達も」

「は、はぁ……なんかその……すみません……」

「べ、別に謝あやまらなくてもいいけど」

　そこにいたのは、黒髪の巫み女こ──呪のろわれた神楽かぐら鈴すずの伍鈴と、その所有者たる早はや川かわ千ち早はや。

　この部へ屋やで起こったいろいろなことにぽかんとしていた渦か奈なと泰たい造ぞうが、さらにかくりと不ふ思し議ぎそうに首を傾かしげたのが見える。

「鍵かぎのかかった密室に入ったらメイドさんに襲おそわれ、さらにそこには用務員のミコさんと、たまにあっきー達と話してる後こう輩はいちゃんが一人ひとり……むむむ、さらに複雑な伏線っぽいですな」

「後輩はなぜか体たい操そう服ふく姿だし。体育の授業がカギと見たぜ！」

「うっ……」

　泰造の言葉通り、なぜか千早は上下ともに体操服姿だった。思い出したようにもじもじとシャツの裾すそを引き下ろし、身を縮ちぢめる──泰造ではなく、どちらかといえば白穂の視線を気にしているのだろう。別に恥ずかしがるような恰かつ好こうだとも思えないが。

　それよりも確かく認にんしておくべきことがあった。

「貴女あなた達も──聞いていないのですね？」

「恐かしこみ恐かしこみも白まをしますが、その通りです～」

　答えたのは伍い鈴すずだった。雲のように捉とらえどころのない、相変わらずの微笑で、

「我々は、神へと届く音色を奏でる神楽かぐら鈴すず。《音》というものには他ほかの人達よりも少しばかり敏感でございますので……何語かはわかりませんが、不ふ思し議ぎな響ひびきの声が放送から聞こえてきた瞬しゆん間かん、これは聞いてはいけない音だという感覚が頭に浮かんだのでございます～」

　それはおそらく、自分が決定的な悪お寒かんを感じたのと同じタイミングだったのだろう。放送の声が、『傾聴せよhört』などというノイズ交じりの言葉を叫んだ瞬間。伍鈴もそれで危険を感じたというのならば、あれは「ここから呪のろいの言葉が始まる」というスイッチじみた意味を持つ台詞せりふだったのかもしれない。

「で、伍鈴は咄とつ嗟さに《言無の壁かべ》で音を遮さえぎらせてもらいまして、ついでにサヴェレンティさんもそこにいらっしゃいましたので掌てのひらでお耳をむぎゅ～と……ああ、申し遅れましたがそのとき伍鈴は体たい育いく館かん裏でサヴェレンティさんと一いつ緒しよにお掃除をしていたのです～」

「そうそう。理事長も漸音ぜのんさんも来てなかったから、手て持もち無ぶ沙さ汰たで暇だったの。今日きようは来るって聞いてたんだけど……」

「自主的お掃除とは偉いわね、サヴェレンティ。褒ほめてあげるわ」

「えへへー」

　では、とン・イゾイーは千ち早はやに視し線せんを向け、

「貴女は？」

「あたしは……その、体育館で体育の授業だったのよ。見学してた。見学なのに体操服に着替えなくちゃならないルールって無む駄だよね、どうでもいいけど」

　それから千早は小さく息を吐きつつ、短パンのポケットからコードのようなものを引っ張り出してちらりと見せた。

「先生もやる気がなくてほとんど自習みたいなものだったから、こっそりイヤホンで音楽聴きいてたのよ。どうやらそれがよかったみたいね。気付いたらみんなの様よう子すがおかしくなってて、外にいた伍鈴が呼びに来て」

　そして合流してこの理事長室まで逃げてきた、という話だった。

「なるほど……無事でなによりです。とりあえず、引き続きお話をせねばならないかと。情報のすり合わせと、今後の方針を決めなくてはなりません」

「そーだねぇ。お話するのは大事なり。そろそろ推理物のテンションで誤ご魔ま化かすのも苦しくなってきたよ」

「まあな。本格的に説明してくれると俺おれと渦か奈な的には助かるぞー。あ、でも、できるだけわかりやすくネ！」

　渦か奈な達をちらりと見て、ン・イゾイーは続ける。

「無む論ろん、それも忘れてはいません……ここは安全ですか？」

「えーと、とりあえずボク達がここに隠れてから来たのは白しら穂ほ達が最初だけど……」

「だからって安全かどうかなんてわかんないでしょ。理事長室なんていかにも重要そうな場所じゃない。あいつらの目的が何かとか知らないけど、たまたま今はまだ来ていない、ってだけかも──」

　千ち早はやがそんなことを言っていたときだった。ン・イゾイーははっと眉まゆを寄せて振り返る。理事長室のドア──その向こう。勿もち論ろん見通すことなどできないが、状況を推測することはできる。姿の見えない獲え物ものの動きを、茂みの揺れと音で把握するように。

　そうだ。問題なのは、音だった。

「足音、ですね～……」

　あるいはこの自分以上に音に敏感な伍い鈴すずが、囁ささやくように言った。

　それは本当に微かすかな足音。廊下に反はん響きようする靴の音。複数。次第に大きくなっているように思える。つまりは、この場所に近付いてきているように。

「我が推測・騎き士し領りようの可能性が高いという判断」

「ど、どどどどうしよう……逃げる!?」

「今から廊下に出ても鉢合わせするだけじゃないの？　隠れたほうがよくないかしら」

　その白穂の言葉に千早が頷うなずいて、

「同感です。ねえメイド、あっちの隣となりの部へ屋やは？」

「秘書室？　隠れられるけど、そこからは廊下に出られないよ……行き止まりになっちゃう。捜しに来られたらアウトだよー！」

　ン・イゾイーは唇を嚙かんだ。

　迎げい撃げきするのもリスクが高い。瞬しゆん時じに複数を無力化せねばならない。できなければ、この場にいる戦せん闘とう力りよくのない人間が危険に晒さらされる。いや、伍鈴には風と自然を操あやつる忌き能のうがあると既知にしている。それをフルに使えば──確たしかにこの場はなんとか切り抜けられるかもしれないが、騒さわぎはどうしても大きくなってしまうだろう。この人数で再びの逃とう避ひ行こうとなれば、あまり明るい未来は見えない。

（っ……どうすれば……？）

　迷っている間にも、足音は次第に近付いてくる。

　もはや部屋に言葉はなかった。涙目でわたわたしているサヴェレンティ、不ふ機き嫌げんそうにドアを睨にらむ白穂、息を吞のむ千早、その前にさりげなく移動する伍鈴。

　そうして。

　そのまま通り過ぎてくれれば、という最後の願ねがいも虚むなしく。

　ついにその足音が、理事長室のドアの前で、ぴたりと止まって──
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　最後に残っていた騎き士しの頭部が、夜や知ち家けを囲む白塗りの塀と同化する。つまりは塀の中に埋没する勢いで叩たたき込まれる。罅ひび割われ、半ば崩れかけていた塀にさらなる放射状の罅が走った──まだ生きているかどうかは彼の頸けい骨こつの丈夫さ次第だろう。

　その後頭部を摑つかんでいた手を、ペンドラゴンが塀の中から引き抜く。ぽろぽろと零こぼれる塀の欠片かけら。彼は周囲を見回した。

　夜知家の庭は惨さん憺たんたる有様である。そこに動くものはない。血ち溜だまりの中に沈む騎士。四肢を捻ねじ曲げた騎士。庭にできたクレーターに埋まっている騎士。姿がないものは適当にそれぞれの状態を謳おう歌かしているだろう。家の中で畳に刺さっているとか。とりたてて興きよう味みも湧わかない。

　騎士達が全員、動かなくなって。

　それでもまだ終わりではない、ということだけが大事だった。

「さて……出てこいよ。騎士さん達の用事が終わるのを待ってたんだろ？」

　声をかける──と、やはり無残な姿になっている縁えん側がわの下、つまりは軒下からごそごそと一人ひとりの女が這はい出してくる。いや、女かどうかは微妙なところだが。

「んー、別に待ってたわけじゃないんだけど。この家を守る世帯主としては、留守にしてる間に火が点つけられたりしないか見とかないとねー」

「失礼な。あたしらはそんなことしないし！」

「大変に心外な／真っ当な心配でございます」

　身に纏まとう彼女達が憤ふん然ぜんと言うのを聞きつつ、ペンドラゴンは軽く首を回した。ぴくりとも動かない、信念と狂気に満ちた一団の姿。彼らのテンションを思い出し、

「ふむ。まあ俺おれはともかく、この騎士様達がそうしないとは言えないな」

「でしょ？」

　手に持った携帯電話をぴょこぴょこと振りながら、彼女──夜知崩ほ夏なつは我が意を得たりとばかりに頷うなずいた。疑問がいくつか浮かぶ。

「なんで逃げてねえんだ、ってのは今のが答えとして……家がこんなにされてるってのに案外平気そうだな。日に本ほん人じんってのは家を大事にするんじゃなかったのか？」

「普通じゃないわよ、怒ってるわよー。もうプンプンよプンプン。代金って誰だれに請せい求きゆうすればいいのかしら？　もしちょっとでも責任があるって考えるようなイケメンさんがいたら、後でこっそりポストに正体不明の札束を入れといてほしいわね。最強の男って、多た分ぶんそういう気き遣づかい的な部分でもサイキョーでなくちゃダメだと思うの。あ、三億円くらいでいいです」

　平然と言う崩夏に肩を竦すくめてみせてから、次の疑問。最重要の疑問。

　面おも白しろいことになりそうだったので、自然、口元が緩ゆるんだ。

「──その携帯電話。何に使った？」

　崩ほ夏なつも、にやりと笑いながら答える。

「連絡しといたの。感かん謝しやしてほしいわね」

「ほう。どこのどいつにかな」

「あなたが喜びそうな相手。目新しさはないでしょうけど」

　そのとき、背後に気け配はいが生まれ──声。

「確たしかに、目新しさはないだろうね。むしろ懐なつかしさを覚えるかもしれない」

「……はっはー。つい今け朝さ方がたにも会ったのにか？」

　唇を曲げつつ、ペンドラゴンは振り返る。

　塀を飛び越えて庭に現れたのは、三人の人間。その中心にいるのは、無む論ろん──旧友であり、かつての好敵手であり、そしてあらゆる過去への裏切り者である一人ひとりの男だ。スーツとガスマスクという窮きゆう屈くつな出いで立たち。それは窮屈な生き方にはふさわしいのかもしれないが。

「てっきり学校に行ってるもんだと思ってたがよ」

「もう三十分ほど早く学校に向かっていれば確かく実じつに閉じ込められていたね。門の前まで行ったところで、慌てて異常に気付いてＵターンだよ。予想外の海水浴があってシャワーを浴びていたおかげだ。いや、そもそも今日きようは久しぶりに朝から学校で溜たまった仕事を片付けようと思っていたんだ。旧友に呼び出しをくらったおかげ、と言ってもいいね」

「力になれたようでなによりだ。というか──今朝は会えなかった奴やつもいるな。ああ、そうだ。こいつは、本当に、懐かしいと言ってもいいのかもしれねぇ……」

　見つめる。

　そこにいたのは世せ界かい橋ばしガブリエルだけではない。昔から彼らに付き従う、ペンドラゴンにとつても顔見知りである二人ふたりの女がいる。

　一人は北ほう条じよう漸音ぜのん。冷静沈着、鉄面皮、投げナイフ使いの妹。今朝、今は亡き決戦船リヴァイアサンで戦ったときの傷か、身体からだの何ヵ所かに治ち療りようの跡が見える。この自分と相あい対たいして生きているのだから、やはりそれなりの才能があるということだ。勿もつ体たいない。

　そして、もう一人は──

「ああ……ホンマ、ダルいわ……」

　眼鏡めがねの姉。北条銃音がのん。怠たい惰だと無精の化身。

　口く調ちようはその通り、今にも布団に潜もぐり込んで眠ってしまいそうなものではあったが。

　眼鏡の奥の瞳ひとみは、真まっ直すぐに、こちらを向いていた。

　自然体で立つ身体は、明めい確かくな意図を持って、こちらに正対していた。

　その右手には、剣。

「……やる気か。剣を持って俺おれの前に立つ意味、わかってないとは言わせねぇぜ」

「そっちこそ、自分のやっとることがわかっとるんかいな」

　はふー、とやる気のない溜ため息いき。肩が大きく上下する。だが隙すきは生まれない。この女はそういうものだ。隙の中で生きているが故に隙がない。自身が隙であるが故に隙を生まない。

　彼女はぼんやりと、しかしどこか半笑いのような表情で、続ける。

「なあ……マックス君。あんた何してんねん。あまりにもカッコ悪すぎやろ」

「懐なつかしい呼ばれ方だな。しかし北ほう条じようよ、それは今更だぜ。昔だっていろいろ俺おれのカッコ悪いとことか見てたろ。ロンに絞め落とされてションベン漏らしたことだってあった」

「せやな。やけども今は別や。ちっこい女の子のお尻しりを追いかけるロリコンさんになってもうた、てのはやっぱ最上級にアレやで」

「お前がそんな正義感に満ちた人間だったとはな。長い付き合いだが、初めて知ったぜ」

「正義感？　ちゃうなー……これは、打算やな。あの子はいつもお友達価格で完かん璧ぺきに散髪してくれるからな。給料の低い貧乏保健医のよきパートナーや、いなくなってもらったら困る。あと散髪のときの世間話とかダルいけどあの子は黙だまっててくれるし。泡の出るぽかぽか麦ジュース缶とか出してくれるし」

「それはなんか法律的にダメなんじゃねえのか。よく知んねえけど」

「なんでや。散髪中のドリンクサービスのジュース、問題なくセーフやろ」

　そこで銃音がのんは眠気を振り払うようにぐりぐりと首を回した。

「ああ、久しぶりにいっぱい喋しやべったらダルいわ。ま、いくら快適な散髪ライフのためとはいえ、わざわざうちがこうするのもダルいけどな……」

　僅わずかに、目を細めて。

　指先に引っかけるようにして持っていた剣を、微かすかに揺らして。

「ここで何もせんくて、後でああしといたらよかったなーって思うのも──それ以上に、ダルい。そういうことや」

　それはきっと、宣戦布告のようなものだった。本気だと。後戻りをする気はないのだと、彼女はその言葉と態度で証明する。

「何もしないのが賢かしこい選択だとは思うぜ」

「そう言われてもな。できるのがうちしかおらんとなれば尚なお更さらやろ」

「やるのはお姉ねえ様さま一人ひとりではありませんが」

　漸音ぜのんもナイフを取り出して身構えていた。当然、こちらの妹のほうも退ひく気はないらしい。ペンドラゴンは嘆息する。

　最終確かく認にんのような言葉は自分ではなく、右手の甲にある刃やいばから発せられた。

「本当に──やる気でございますか。世せ界かい橋ばし」

「僕は限りなく応援に近いけれどね。黒くろ絵えくんをそう簡かん単たんに追わせるわけにはいかない……時間稼かせぎくらいはさせてもらうよ。彼らに対する償つぐないと、借りの返済にはまだ足りないだろうけど」

　肩を竦すくめながら言うガスマスクの旧友。そこで自分の背後から、

「あら、そんなこと考えてたの。そう言えばなんか去年あたりに騙だますようなことがあったとか言ってたっけ……でも、春はる亮あき達はもうガブちゃんに対する貸し借りがどうこうとかは気にしてないと思うわよー」

　などという声が聞こえた。

「はは、借りという観かん点てんで言えば、それは崩ほ夏なつさんに対するものも含んでいますよ。どうせ返せないんです、そっちが気にしているとか気にしていないとかはもはや関係ない。僕が勝手にやるだけです──この家を守るために、必要だと思うことを」

　今度は背後の崩夏が肩を竦める気け配はい。

　再び、グランオーリが口を開いた。珍しいことではある……が、世せ界かい橋ばしガブリエルが相手ならば、理解はできた。彼は、彼女にとっても旧友であり。仲の良かった同類の所有者であり。そしてそれ以上の意味も持っているのだとペンドラゴンは知っている──

「世界橋。この場にいるならば、たとえ応援役だろうが、いかに身体からだが壊こわれていようが、無関係ではいられないのでございます。それでも？」

「気き遣づかいはありがたいが、二人ふたりの雇い主として、この場にいないわけにもいかない。覚悟はしているよ」

「……潔いさぎよし／愚か……」

　それきり、グランオーリは口を噤つぐんだ。

　結局のところ、既にすべきことは決まってしまっている。ペンドラゴンはゆっくりと歩を進めた。

　眼がん前ぜん、銃音がのんの身体からすっと芯しんが抜ける気配。精神的なものではなく、そこに立つ肉体としての根幹だ。ゆら、ゆら、とその身体が微妙に揺れ始める。風に吹かれる柳のような、脱力。重心はそこに在るのに、どこにも無い。そんな矛む盾じゆんした感覚。

「へんなやつだし！　さっさとヤっちゃおうぜ、マクシミリアン！」

「ああ──そうしたいところだ、な！」

　瞬しゆん時じに間合いを詰める。リコの装甲に包まれた拳こぶしとグランオーリの刃やいば、蹴けりの連れん撃げきを手加減なく銃音に放った。

　ゆら。ゆらゆら、ゆらり。

「ああ……ダルい……」

　それは言葉だけだ。眼鏡めがねの奥、目は鋭するどく細められ、こちらの一挙手一投足を注視している。そしてその動きに反応し、自らの身体を対応させている。

　拳がいなされ。グランオーリの刃は剣で受け流され。蹴りは避けられる。合間に漸音ぜのんの投げナイフがこちらの眼球めがけて飛んできた。いい狙ねらいだ──首を振って回かい避ひ。牽けん制せいとして踏み込む。漸音ぜのんは援えん護ごに徹てつするつもりなのか、大おお袈げ裟さと言ってもいい距きよ離り感かんで間合いを開けた。

　ペンドラゴンはいなされた拳こぶしを軽く振る。

　微かすかに身体からだを揺らしながら、今にも取り落としそうな脱力加減で剣を握っている銃音がのん。その場に立ち止まってはいない──寸すん毫ごうの歩み、芋いも虫むしの進むようなペースで間合いを詰めてきているのがわかる。

　自分の身を包むリコが、

「こらー！　なーにやってるんだ、マクシミリアン！　真ま面じ目めにやれよぅー！」

「やってるやってる。いろいろ事情があるのさ」

「ホントかよぅ。でもまあ確たしかに、おかしな動きの女だし！　キモい！」
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　その動きは虚きよ晦かい剣けんと呼ばれている。虚うつろに欺あざむき晦くらます剣。柔剣の極致。型という概念の対極に存在し、機きの転換と対応力に特化した剣術。普通の剣術が相手に何かを刻み込むためのものだとすれば、これはいかに相手に刻み込まれるかという技術だ。プラスに対するマイナスの概念。勝利するためではなく、勝利させないための方ほう法ほう論ろん──いや、正せい確かくに言えば、それは技術でも剣術でもない。意い識しきの持ち方や戦せん闘とうという状況への解釈も含めた、一種の《在り方》だ。

「最強、か……ん、確かにあんたは最強かもしらんな、マックス君。今のだけで充分すぎるほどわかったで。まがりなりにもあんたと打ち合えるのはうちくらいのもんやろな──強さとは全く別の観点での話やけど」

「知っている。だからお前と戦うことに意味はない。どけ」

「無理やな」

　緩かん慢まんな銃音がのんの歩み。それでも間合いに入れば斬ざん撃げきが飛んでくる。鋭するどくはない。早くもない。だが《機き》をずらした独特のリズムは、回かい避ひと防御のどちらを選択するか、というこちらの意い識しきの隙すき間まに滑り込むような陰湿さでその刃やいばを届かせる。

　ペンドラゴンは意識を意図的に飛ばした。思考は邪じや魔まになる。身体からだが動くに任せて肘ひじで剣先を弾はじき、同時に飛来してきた漸音ぜのんのナイフを叩たたき落とす。その隙に繰くり出された銃音の二撃目にカウンターを入れようとして──だが、それはカウンターを釣って逆にカウンターを入れるための彼女の撒まき餌えだ。何重ものフェイントがかけられた罠わな。拳こぶしを引き戻す。

「ぬあー！　なんかめんどくさいし！」

「そーいう相手だ。苛いら々いらしてもしょうがねえぜ、リコ」

「さあ……続けんで、マックス君。強さ勝負やない何かを。バトルやない何かを。なんやよーわからん何かを。ああ、何してんのか言葉にもできひんこの状況……ダルいわ……」

　口く調ちようは怠たい惰だに。しかしその瞳ひとみだけは真剣に、銃音はこちらを睨にらんでいる。

　彼女とて余裕があるわけではない。持てる技術の全すべてを駆使し、この自分に相あい対たいしようとしている。そうした覚悟と決意が感じられる。

　使われるのは。

　あらゆる攻撃をのらりくらりと受け流し。

　あらゆる防御ものらりくらりと攻め崩し。

　戦うという意味すらをも晦くらませる、無二の剣。

　それを編あみ出した先代の師団長が虚きよ晦かい剣けんと名付け──そしてその本人以上の境地に至る可能性を持っていた彼女だけに伝授した、秘奥。かつて最強だった男が見み出いだした無意味な技術と、彼女自身の気質が合致したことによって生まれた奇跡の産物。

「そう。強さ勝負じゃねえんだよな……やれやれ、面めん倒どう臭くせえ」

　思わずぼやいてしまうと、リコが首を傾かしげたような気け配はいで、

「テンション低いぞー、マクシミリアン。不ふ思し議ぎだし。あたし達があれだけ攻撃してもまだ生き残ってる相手とか久しぶりだろー。いつもならそれなりに楽しそーにするのに」

「そういう話じゃねえんだな、これが」

「愉快な／残念な分析力としか。その目は強引に屹きつ立りつを捻ねじ込まれる可能性を危き惧ぐするほどの節穴でございます」

「へ？」

　自分とグランオーリの言葉を聞いてもまだ理解できなかったのだろう、リコは怪け訝げんな声を漏らすだけ。だから、より簡かん単たんな言葉を探して言ってやった。

「強さどうこうじゃない。こいつはな、純然たる相性の問題だ」

　断言できる。虚晦剣は強くはない。

　無意味だとすら言えた。やっていることは高度で、身に馴な染じませるには特異な才能が要求される。そのわりに、用途としては時間稼かせぎや手加減に使うのがせいぜいだ。

　だが、それが《誰だれに対してでも》行えるとなったとき──それは他たの技術との比較において、特別な意味を持つ。逆に言えば、それに特別な意味を見み出いだそうとするなら、そこに目を向けるしかない。

　敵に向けて何かを生み出す技術ではなく、敵の行動に対する引き算を発生させ、結果としてゼロを生み出す技術。言い換えるなら、虚きよ晦かい剣けんは《同じ数を引いてゼロにする》という法則そのものなのだ。その数が一だろうが百だろうが、法則の前では同価値。

　そう──誰にでも。触れただけで死ぬような最弱の男にも、このマクシミリアン・ペンドラゴンのような最強の男にも、等しくのらりくらりと戦いの意味を虚うつろに晦くらますことができるというのなら。

　それが逆に存在意義となる。それこそが本質だと規定される。

　つまるところ──




「こいつの技は、世界で唯一、最強の存在を勝たせないことができる剣だ。最強である俺おれの前に立ったときだけ、存在価値を、意味を持つ。普ふ段だんはナマクラなのに、竜に対してだけすげえ切れ味になる、ファンタジーの竜殺しの剣ドラゴンスレイヤーみたいによ……な、面めん倒どう臭くせぇだろ？」
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　声が聞こえる。

「鍵かぎがかかってるな」

「壊こわしても構わんさ」

　それからさしたる間もなく、音。破は壊かい的てきであることだけは確たしかな。

　隔てるものを一枚失った足音が、先刻よりも近い距きよ離り感かんで聞こえる。ン・イゾイーは息を殺しつつ、ナイフを握る足の指を弛し緩かんさせた。今から緊きん張ちようさせていたのでは、いざ相手が襲おそいかかってきたときに動かない。

「さて、ここが世せ界かい橋ばしガブリエルの居城か……ち、おい、これを見ろ」

「この部へ屋やの主の悪あく趣しゆ味みなコレクションみたいだな。禍具ワースがあると思うか？」

「さてな。それにしては無防備に飾りすぎだと思うが、ないとは言えん。一応、全すべて破壊しておこう。呪のろわしい禍具は、たとえ可能性と言えども存在を赦ゆるすわけにはいかん」

「同感だ」

　憎々しげな言葉が交わされ──次の瞬しゆん間かん、小刻みな破壊音が次々と聞こえてきた。何かを割るような。床に落として踏み砕くような。壁かべに剣を叩たたきつけるような。

　ン・イゾイーは唾つばを飲む。予想はできていた。彼らが、理事長のコレクション──壁に無数にかけられた、禍具ワースのようにも見えるがらくた達を見逃しはしまいということは。

　ここが最大の賭かけだ。どうなるか。あるいは、次の瞬しゆん間かんにも──

　ちらりと周囲に視し線せん。白しら穂ほ。サヴェレンティ。千ち早はや。伍い鈴すず。泰たい造ぞう。渦か奈な。全員がここにいる。だが身動きは取れない。見つかれば終わりだ。声から予想するに、相手の数は二人ふたり……やってやれないことはないだろうが、騎き士し達の力が増大しているというのならば、無傷で済むという保証はない。

「……調しらべるのを忘れていた。あのドアは？」

「俺おれが行こう。お前は玩具おもちやの始末を続けろ」

「わかった。気をつけろよ」

　秘書室のドアが開けられる音──だが、それは問題ない。

「どうだ？」

「隠れている奴やつはいない……ように見える。異常もない。引き続き調べてみる」

　秘書室から届いていると思おぼしき、小さな声がかろうじて聞こえる。理事長のコレクションを破は壊かいする音は止まらない。

「……おい、何か喋しやべれよ。不意打ちで死んだかと思うぞ」

「警けい戒かいしすぎだ」

「油断するな。タシターン様の暗示にかかっていない人間もいないわけじゃない」

　秘書室を調べているらしき一人ひとりと、コレクションを割り続けているもう一人の会話が続く。とりあえずはそれを黙だまって聞いているしかなかった。

「……正直に言えば、面めん倒どうなことだな。半分でもいいから数を減らしておけば、こうして見回りをする手間も半分になるだろうに」

「おいおい。一応は一般人だぜ、今の時点で半分減らすのはやりすぎだろう……使命のために必要となれば犠ぎ牲せいになってもらうしかないが。あと、今は第だい二に騎き士し領りようの建設という目的のために組そ織しきとして一致団結すべき重要なときだ。上の方針に文句をつけるんじゃない」

「タシターン様はどうせこの学校にはいないんだ。《アウシュビッツ＝ビルケナウ》のおかげで出入りも完全にできなくなっている。聞かれる心配はないだろう」

「騎士団長殿が聞いてたら連絡がいくかもしれないだろ。手抜きしたがる不心得な騎士を暗示で更生させていただきたい、とかってな。いざというときにタシターン様に指示を伝えるのはあの人達だ」

「ああ……しかしまぁ、今回ここにいる騎士団長は三人とも、不心得だったらその場で斬きり捨てられそうな人達ばかりだと思うが」

「違いない。そうならないようにきちんと役割をこなすとしようぜ」

　それからほどなくして、

「……よし、こっちの部へ屋やには誰だれもいないようだ」

「よっ、と。玩具おもちやの処分もこれで終わりだな」

　続いていた破は壊かいの音が止まった。

　ン・イゾイーは額ひたいを汗が伝うのを感じながら、静かに息を吐く。この時点で、彼らが何かを見つけた様よう子すを見せていないというのならば──それは、賭かけに勝ったということだ。

　壁にかけられていた一つの仮面の裏にある隠しスイッチの存在に、彼らは気付いていない。剝むき出だしではなく、壁かべを蓋ふたのように開いたその中にスイッチがある構造になっているので、その蓋の継ぎ目を見過ごしてくれたのか。あるいは壁にかけたまま仮面を剣で割ってしまって、中途半端に残っている仮面の残ざん骸がいが継ぎ目の存在をうまくカモフラージュしてくれているのか。可能性はいくらでもあるが、とにかく気付かれなかったという事実だけあればいい。幸運だ。

（そして、幸運と言えば……）

　軽く目を細めて、たった今聞いた騎き士し達の会話を頭の中で反はん芻すうする。いくつか、その会話の中に要点となる部分があったような気がした。忘れずに覚えておかなくては。依然として携帯電話は繫つながらないが、今後また外部に情報を伝える機き会かいが訪れないとは言えない──いや、その点についても、彼らが話していたことと自分達の現状には何か矛む盾じゆんがあったような──

　そのとき、騎士達の声がまた聞こえてきてはっとする。

「次の場所へ行くか。ここでの用は済んだ」

「ああ。ところで、さっきの話だが……研けん究きゆう室しつ長ちよう国こくの狩人かりうど達が見つかれば処理するとして。それ以外の、単に暗示から逃れただけの生徒を見つけた場合の対処を確かく認にんするのを忘れていた。どういう指示だ？」

　そうして、彼らの口にした言葉は。

　胸中に浮かびかけていた、どうやらこれで隠れきることができそうだ、という僅わずかな安あん堵どを──純然たる不吉さで、いとも容易たやすく塗ぬり潰つぶす。

「殺して構わんそうだ」

「了解」

　足音が理事長室を出て、遠ざかっていく。

　それを壁越しに聞きながら、ン・イゾイーは足ナイフをスカートの下に仕し舞まった。足音が完全に消えるのを待ち、万一に備えて今まで待機していた隠し扉の前から踵きびすを返す。

　細長い小部屋──理事長室の隣となりに位置する隠し部屋である。サヴェレンティがギリギリでこの場所の存在を思い出し、なんとか全員で飛び込むことに成功したのだ。タイミングとしては本当に際どいものだったと思う。

「ふいー、助かったぁ……」

「お手柄よ、サヴェレンティ」

「う、うん。でもね、ここ、理事長の大事な場所だから……ホントは勝手に入ったらいけなかったんだよ。えと、それとかに触ったら絶対ダメだからね」

「別に触らないわよ。というか私達の貞てい操そうの危き機きだったんだから、あの変態だって隠れ場所を提供するくらい文句は言わないと思うわ。それ以前に言わせないわ。隠れ場所を提供しないということは変態らしく間接的に私達の貞操を奪う気だったのねこの変態、という訴訟問題に発展するだけよ」

　ちらりとン・イゾイーは、サヴェレンティの言う《触ってはいけないもの》──部へ屋やの中央にある台に被かぶせられた布を見、その下にあるものに思いを馳はせる。

（そう言えば、聞いたことがあったような……）

　曖あい昧まいで中途半端な未知だ。理事長、世せ界かい橋ばしガブリエルが目的としているもの。彼がかつて所有していた《騎士トリ道へーズの大ン・ピ逆者アサー》──その残ざん骸がい。そして、それを保管しているという場所。

（考えてみれば、これほど隠れ場所にふさわしい場所もありませんでした。室長が先にここのことを明めい確かくに思い出させてくれていれば手間が省けていたのですが……）

　しかしさっきの電話は要点を伝えるだけで手一杯だった。結果的に辿たどり着けたことをよしとするしかない。

　改めてン・イゾイーはこの隠し部屋の中を見回す。

　サヴェレンティと白しら穂ほ。体たい操そう服ふくの千ち早はや。巫み女こ服ふく姿で微笑ほほえんでいる伍い鈴すず。そして、

「殺して……って、はは、冗じよう談だん、だよね……？」

「だ、だよなー。つーか、外さ、なんか滅め茶ちや苦く茶ちやバリバリ壊こわされてた音がしてたけど大丈夫なのかな。趣しゆ味みは悪いと思うけど、あそこにあったの、意外に高かったんじゃね……？　それなのに壊しまくるってマジ悪者っていうか、怖いもの知らずっていうか……」

　引ひき攣つった笑えみを浮かべた、渦か奈なと泰たい造ぞう。

　ひとまず安全そうな隠れ場所には辿り着けた。これからは今後の行動について考える必要がある。その前に済ませるべき用事があるならば、タイミングとしては今しかなかった。

　だから──覚悟を決める。

「我が発言・貴女あなたがたの未知を既知にするときがようやく来たようです、という決意……」

　視し線せんが集まる。

　本来ならば、これは訪れるべきではない機会だったのかもしれない。その必要性がなければ、気付かなければ、幸せだった。ジャングルでただ狩りをしていただけの昔の自分のように。

　しかし、だ。この世界が未知に満ちていることに気付いてしまったならば。自分が《知らない》のだということを悟ってしまったならば。

　そこから目を背け続けることは、単なる苦痛でしかない──はずだ。

「よく、わかんないけど……さ。教えてよ。聞くよ、あたし。ちゃんと」

「俺おれも。とりあえずさ、何か教えてくれるっていうんなら、それ聞いてから考えるよ」

　けれど同時に、知ることで、彼らは幾いく許ばくかの痛みを覚えてしまうだろう。

　それでも、彼らは知るべきだと思う。未知が未知のままである苦痛よりはましだと思う。その苦痛を与えてしまうことこそが──彼らをここに連れてきてしまった自分の、もっとも無責任な行動であるに違いない。

「では、信じられないかもしれませんが、お話しましょう。まずは……」

　二人ふたりの目を、見つめたまま。

　ン・イゾイーは、静かな声で、語り始める。




「この世に確たしかに存在する……呪のろいというものについて。呪われた道具に、ついて──」




　この言葉は。ここからの言葉は。

　どうしようもなく、彼らの世界を変えてしまうだろう。

　それもまた、一つの呪いなのかもしれないと、そんなことを思った。




　　　　[image: くぎりもじ]




　周囲に怪しい人ひと影かげがないか気をつけながら、慎重に学校に向かっていると。

　道のりの半分ほどを進んだところで、黒くろ絵えが足を止めて呟つぶやいた。

「うーん。やっぱり、選択肢として無視はできんよねえ……」

「え？」

　春はる亮あきは振り返る。当然のように、後ろ手に引いていた、フィアの載ったカートが立てるごろごろという音も止まった。

　一同の視し線せんが集まるのを待っていたかのように、今までずっと何事かを──彼女らしからぬ真剣さで──考えていた黒絵が、顔を上げる。

「ハル。みんな。うちは、ここで別れることにする」

　予想外の言葉だった。春亮はぎょっとして、

「な……なんで？」

「……理由を聞かせてもらいましょうか、黒絵さん」

「うん。ええとね、現状、うちらの行動って結構予測されやすいんと思うんよ。この状況ならまずは学校に行ってみようと思って当然で、それで実際行っちょるわけじゃし。わかりきっちょる展開。とするとね、それはうちのストーカーさんにもバレバレってことで……せっかく騎き士し領りように押しつけて逃げたのに、またすぐ来るかもしれんな、と。あっちの目的がうちだけなら、ここで別行動するのも手の一つじゃと思うんよ」

「たとえ黒絵さんがいなくても、学校に追いかけてくるのは変わらない気がしますが」

「うちがおらんかったらそこで引き返すかもしれんじゃろ。少なくとも、無む駄だなバトルをする可能性は減らせるよ」

　そこで黒くろ絵えはふっと頰ほおの力を緩ゆるめて微笑ほほえんだ。

「……迷惑はかけたくないんよ。今は本当に大事なとき。あの家がなくなってしまうかどうかの瀬せ戸と際ぎわ。うちがこのまま学校に行ってもちょっとした手て伝つだいぐらいしかできんけど、離はなれることで最強の竜がみんなにちょっかいをかける可能性を確かく実じつに減らせる。どっちが役立つか、みんなのためになるか、うちなりに真剣に考えてみた結果なのです」

「でも──」

　春はる亮あきは眉まゆを寄せるしかなかった。黒絵の言っていることはわかる。正しいのだろう。相手からすれば、こうしてぞろぞろ歩いている自分達より、黒絵が単独で動いているほうが見つけにくいのは間違いない。けれど心情的に、どこか納得しにくい部分もあった。

「黒絵くんがペンドラゴンに追われることには変わりない。単独行動することで、見つかったときの危険性は馬ば鹿かげているほどに高くなるぞ」

「大丈夫よー。逃げるだけなら、うちは多た分ぶんこの場の誰だれよりも得意。旅先で家族会フアミリーズに追われまくったときも結局は捕まらんかったし。む、よく考えてみればあれがうちに対するストーカーのはしり。黒絵ちゃんってマジ罪作り、可愛かわいすぎるというのも困りものですなぁ。いやー」

　参った参った、とばかりに頭を搔かいてみせる黒絵。いつも通りの飄ひよう々ひようとした態度だ。

　わかってしまう。ここで何を言っても、黒絵は自分の考えを変えるつもりはないのだろう。そのぼんやり眼まなこの中には、彼女が考えぬいた末での決意が隠されているように思えた。

　それから黒絵は軽く歩を進め、その場にしゃがみ込む。春亮が引いていたカートの前。つまりはフィアの前。

　そっと手を伸ばして──立方体の角を、撫なでた。

「ふぃっちー……もう、ちょっとは落ち着いちょるんじゃろ？」

　言葉としての返答はない。ただ、声を出すことを躊躇ためらっているかのような、ただの吐息のような音が聞こえた。それも一つの返答ではあり、黒絵はにこりと笑って、

「あんまり考えすぎんほうがええよ。うちみたいにテキトーにポケーとしちょっても、案外なんとかなったりするもんじゃから」

　さっきと同じような、小さく曖あい昧まいな、フィアの吐息。黒絵はさらに何度かフィアの身体からだをスリスリと撫でさすってから、再び立ち上がった。

　春亮は嘆息する。

「止めても行くんだろうけど……本当に、大丈夫なのか」

「もちろんー。最初は商店街の人達にちょっと隠れ場所を借りるつもり。いくらなんでも、どこにいてもうちの位置は丸わかり！　みたいなエスパー的パワーはあっちも持っちょらんじゃろ。商店街のみんなを巻き込まんように全力注意はするから、そこらへんは大丈夫よ」

「何かあったら連絡してくださいよ。いえ、何かなくとも定期的に電話してください。不安になりますからね」

「りょーかーい」

　軽い口く調ちようでこのはに答えて、黒くろ絵えは歩き出す。自分達とは違う方向に。

　その足取りはてくてくと軽く、迷いがない。まるで、これからいつもの仕事に出かけるのだというように。

　徐々に遠ざかる、彼女の小さな背中に──

　ようやくの、声。

「クロエ……気をつけろ、よ」

　依然として弱々しくはあったが、そのフィアの言葉には、今までのものよりも明めい確かくな意志が込められていた。

　そうして声をかけられたことが嬉うれしかったのだろう、黒絵はくるるんと身軽に振り返って口元を緩ゆるめる。

「そっちもね。んではー」

　必要以上の気軽さで手を振って、彼女はまた歩き出した。

　春はる亮あきはその後ろ姿に不ふ思し議ぎな胸中のざわめきを感じる。今まで当たり前のように持っていた何かが、少しずつ削り取られているかのような、そんな感覚。

　今に限った話ではない。家が滅め茶ちや苦く茶ちやにされたこともそうだ。左手の指だってそうだ。そして、こうして黒絵の小さな背中が遠ざかっていくのも、その一つであるような──そんな気がしてしまったのだった。

　ひどく寂しく、やるせない、空虚な喪失感。

（でも……まだまだ、これからだ。まだ、俺おれ達は何もしちゃいないんだから）

　春亮はそう自分に言い聞かせ、唇を引き結ぶ。

　きっといつか、全すべてを取り戻せるのだと信じて、黒絵の背中を見送るしかなかった。
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　慎重に進み、ようやく学校に辿たどり着く。街中で騎き士し領りように襲おそわれることだけは避けたい、と春亮達は考えていたらしく、普ふ段だんの登校よりも遥はるかに多くの時間を使った。ただ、自分の足で歩いていないフィアにとっては──その時間感覚も、あまり正確には感じられなかったのだが。

（ああ……）

　フィアは校門を見、意い識しきの目を細めた。

　傾きかけの太陽の光を受ける校門。

　今の騎士領ならば、無関係な目もく撃げき者しやもあっさりと排除してしまいそうな危険性があった。だから校門が見える位置に辿たどり着いてからも春はる亮あき達は軽挙妄動せず、周囲の人ひと気けがなくなるタイミングを慎重に窺うかがったが──そうするまでもなく、最初から通行人の姿はなかった。たまたまか、あるいは──騎き士し領りようが何らかの呪のろわれた道具を使っているのか。たとえば、用のない人間はこの学校に近付きたくなくなる、という人ひと除よけ的な力を発揮するものとか。

　推測の真偽はどうあれ、事実として、そこに人気はないままだ。

　普ふ段だんなら下校が始まっていてもおかしくはない時間。けれど校門前には、通行人はおろか生徒達の姿も誰だれ一人ひとりとしてなく、ひどく不自然な寒々しさと拒絶感に満ちた空間が無言で広がっているだけだった。

　覚悟を決めた様よう子すで、春亮達は足を前に進めた。校門は鉄てつ柵さくで固く閉ざされている。数ヵ月前にリリィハウルに破は壊かいされ、修しゆう繕ぜんされたばかりのものなので真新しい。

「また壊こわれる羽目になりそうな気がしますけどね……」

　このはが周囲の気け配はいを探りながら、さらに校門に近付いた。眉まゆを寄せる──同時にフィアも気付いた。鉄柵の裏に何かが絡みついている。春亮も首を傾かしげ、

「このは、何だそれ？」

「有ゆう刺し鉄てつ線せん……に、見えますが。内側に張ってどうしようと……？」

　鉄柵の隙すき間まから、その向こう側──つまりは学校側に、このはの言葉通りの有刺鉄線が一本だけ張られているのが見えた。細く、古ぼけていて、門を補強するものとしてはいかにも頼りない。

　周囲に対する警けい戒かいは緩ゆるめないまま、このはは慎重に鉄柵に手を伸ばした。

「当然、開きませんね……では、この鍵かぎのあたりを壊しましょうか」

「ちょっと待てこのは、みんなが人質に取られてるんだ……騒さわぎを起こしたくない。鍵が壊れてたら見回りが来ただけでバレバレだろ。もっとこっそり入れる方法ってないか」

「確たしかに、村むら正まささまのお手を煩わずらわせることもありますまい。馬ば鹿か正直に門から入らずとも、この塀を乗り越えればよいだけの話。まずは拙せつ者しやが──」

　言いながら、虎こ徹てつが学校を囲む塀に向かってあっさりと跳ちよう躍やくした。数メートルはある高い壁かべでも、人ならざる身にはさしたる障しよう壁へきとはならない。が、

「んぐっ!?」

「へ？　ど、どした？」

　塀を乗り越える寸前、虎徹の身体からだが空中でぴたりと止まった。そして不自然な恰かつ好こうでずるずると地面に落ちてくる。なぜか軽く涙目になって鼻を押さえていた。

「虎徹。今の、もしかして──」

「は。何やら……見えぬ壁のようなものが」

　微妙にふがふがとした言葉で答える虎徹。このははすっと目を細めた。

「あるいは……騒ぎとかを考えていられるような状況でもない、のかもしれませんね。試しに、できるだけ目立たないところを選んで……」

　人差し指を鉄てつ柵さくに伸ばし、つうっとなぞる。その指が離はなれたとき、彼女の瞳ひとみはさらに険しいものになっていた。

「……斬れません。わたしの刃やいばでも傷一つつかないなんて」

「それでは、鍵かぎの部分も壊こわせないということになるな」

　錐きり霞かが眉まゆを寄せながら言うと、このはは難むずかしい顔で頷うなずいた。

「ありえません。さっきの虎こ徹てつといい、何かの力が働いているとしか思えませんね」

「さしあたっての候補は……その有ゆう刺し鉄てつ線せんだが」

「ですね」

　このはがゆっくりと鉄柵の隙すき間まに手を差し入れ、向こう側に張られている有刺鉄線に触れようとする。だが──その手は、鉄柵の隙間に入らない。何かに遮さえぎられて、止まっていた。

「見えない壁かべ、のような……さっきの虎徹と同じものでしょうか。当然、斬きれるような感覚もありません」

「馬ば鹿かげている……物理的に侵入を防ぐ禍具ワース、か？　それがこの有刺鉄線だとして……仮に、この学校全体に張られているのだとしたら……」

　錐霞の呟つぶやき通り、有刺鉄線は門の裏だけで完結しているものではなかった。さらにそのまま、周囲の塀に沿って伸ばされているように思える。

「虎徹」

「これは、塀であって塀でなし。誠、さっきの見えぬ壁のような手て応ごたえであります。拙せつ者しやの刃も通りませぬ……塀を壊して中に入るという強硬手段も難しいかと」

　今度は跳ちよう躍やくせず、ただ周囲の塀に手を触れていた虎徹もむっつりと言った。

「ま、待てよ。それじゃあ……」

　春はる亮あきが愕がく然ぜんとした様よう子すで口を開く。

　フィアも同じだった。愕然として、慄りつ然ぜんとしていた。

　鍵は壊せない。門は開けられない。塀は乗り越えられない。塀を壊すこともできない。

　それは。それらが意味するのは。

「みんなを助ける、どころか……俺達は、学校の中にすら入れない……？」

　錐霞も。このはも。虎徹も。

　無言で、門を睨にらんでいるだけ。

　否定したい。けれども否定する言葉が見つからない。視し線せんがそう語っている。

（う、あ……）

　知らず、彼女達と同じ方向に意い識しきの視線を向けてしまって。

　見えない壁があっても、視界は遮られていない。だから校門の柵の向こうに、毎日通っていた校舎が見えた。それを見た瞬しゆん間かん、フィアの頭の中に溢あふれてきた思いがある。

　──あそこに、生徒達がいるのだと。実感として、理解してしまった。

　いつもの学校にいた。いつもの生徒達か。

　いつも通りではない状態で。

（助け、なくては……ならない、のにっ……）

　無力感が湧わき上がってくる。情けなく。恐ろしく。絶望的な。

　いや──それは、さっきからずっとそうだったのだ。ペンドラゴンと春はる亮あき達が戦っていたときからも。

　そうでなくてはならなかった。

　力は、また、春亮を傷つけてしまうかもしれない。守りたいと思っていても、力はそのことを忘れる。だから、ただ震ふるえているしかなかった──

（無力……）

　どうせなら。最初からそうであればよかったのに。

　そんなことを、思った。

　だって──今ここにある全すべては、自分のせいなのだ。

　自分が最初、ピーヴィーに大人おとなしく無力に破は壊かいされていればこんなことにはならなかったのかもしれない。騎き士し領りようが夜や知ち家けを親の仇かたきのようには重要視せず、目め溢こぼしされていたかもしれない。崩ほ夏なつだって免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクのために危ない橋を渡ることはなく、女になってまで逃げる必要はなかったのかもしれない。他ほかにもいろいろだ。藍あい子こが追手として来ることはなかった。長い眠りにつくようなことはなかった。夕ゆ銘めも。リリィハウルも。他にも、いくらでも──

　そのとき、

「さあ……どうするかな……」

　静かな言葉と、掌てのひらの感触。びくりとして見ると、しゃがみ込んだ春亮がその手をこちらの角に乗せてぽんぽんと叩たたいていた。どうやら愕がく然ぜんとするばかりの時間はもう過ぎ去り、次のことについて思いを巡らせていたらしい。

　しかしそこで、う、と小さな声。手のリズムが乱れ、彼の頰ほおが一いつ瞬しゆんだけ歪ゆがんだ。無む意い識しきにそうしてしまったのだろう、こちらを叩くのに使っていたのは左手だったのだ──この自分の罪の証あかしが刻まれた、もう二度と元の形を取り戻せない、喪失と苦痛を握り続ける左手。

　春亮はさりげない仕し草ぐさで、叩く手を右手に変更した。またぽんぽんと、気楽なリズム。

　門のほうに向けられていた彼の視し線せんがちらりと動いて。

「何考えてた？　なんかおかしなこと考えてる気け配はいがした」

「……」

　無言でいると、春亮がわざとらしく口をへの字にし、その右手に力を軽く追加してきた。ぽんぽんからぐりぐりに動作が変化。それから苦笑しつつ、

「喋しやべるぐらいしてくれよ。さっき黒くろ絵えには喋ってたろ？　顔が見えないから、せめて声ぐらい聞きたいんだ。そうじゃないと不安になるからさ……な？」

　諦あきらめの嘆息を吐いて、その要求に応じてやった。

「別に……何も」

「そっか。だったらいいよ。お前もさ、何か手を思いついたら教えてくれ」

　難むずかしい。自分が最初からいなければ、無力なまま壊こわされていれば──そんな後ろ向きなことしか考えられない今の自分に、どんな手が思いつくというのか。

　ともすれば、今からでも間に合うかもしれない、と考えてしまうというのに。そうだ。無力な自分らしく、騎き士し領りようにこの身を明け渡してしまえば、あるいは──いや、駄だ目めなのか。もはや奴やつらの目的は自分だけでなく、このはや虎こ徹てつも標的なのだろう。自分だけいなくなれば済むという話ではないのかもしれない。時期を逃した。やはり最初から……

「こーら。また変な気け配はいだ」

　こつこつ、と立方体の角が今度はノックのように拳こぶしでつつかれた。

　春はる亮あき。春亮。何も言ってないのに。人の姿でもないのに、考えを読むなんて。エスパーか。それだけ自分のことを知ってくれているということなのだろう。それだけ考えてくれているということなのだろう。

「それから……飽きたら、いつだって元の姿に戻っていいんだぞ。服ぐらいどこかでいくらでも買えるし」

　元の姿？　どちらが？

　嬉うれしい。でも。自分は。もう二度と。ああ、どうすれば──

「しかし……本当に、どうしますかね」

「ああ。ずっとここにいても騎士領に見つかる可能性が高くなるばかりだ。こんな場所で立ち尽くして時間を浪費するのも馬ば鹿かげている……一いつ旦たん退ひくか？」

「待て。拙せつ者しや、まだ全力で刃やいばを振るってはおらん。本気で突破を試みればまた違うかもしれんぞ。試してみる価値は──」

　そのときだった。

　このはと虎徹が急に口を閉じ、ばっと振り返る。

　フィアも遅れてそれに気付いた。

　こちらの背後に現れていた人ひと影かげ。

　それを見て──フィアはまた、あの時間が始まるのだと悟った。

　無力であることを望み、そして無力であることを悔いる時間。




「いやー、たいへんですねえー。ヨワヨワな切せつ子こごときには何の手助けもできないんですけど、なんとか生徒さん達を無事に救出できたらいいですね？」

「オレ達には関係のないことだがな、という一言で片付けられる……」




　強さを追い続ける彼女達が、その過程として希求するもの。

　戦いの時間だ。




　　　　[image: くぎりもじ]




　いつもと同じセーラー服とポシェットの切せつ子こ、マントにブーツのフォーティーン。

　二人ふたりの姿を油断なく見据えながら、春はる亮あきは身構えた。そうするしかなかった。彼女の所属を考えれば、それは当たり前のことだ──周囲に視し線せんを動かす。いるのか。来ているのか？

　しかし切子はぱたぱたと手を振って、

「あ、違いますよぅー。別に切子は師団長の狙ねらいとは関係ないのです。お手て伝つだいに来たとかじゃないのでご安心を。ていうかそもそも黒くろ絵えさんいないですね!?　はぅぅ、切子ごときの言葉なんて聞くまでもなかったというわけですね、わかります……」

「素直には信じられないな。仲良さそうだったじゃないか」

「それとこれとは話が別ですよー。むしろですね、切子ごときがあえて言うようなことでもないのですけれど、力ずくで女の子をモノにしようなんてのはいけないことだと思うのです！　モノにできるのは切子みたいにヨワヨワで力も意志も価値もない最底辺のゴミ女ぐらいですよ！」

　軽く頰ほおを膨ふくらませて、自じ虐ぎやくなのか何なのかよくわからないことを言う。その表情を見る限りでは、彼女が噓うそを言っているようには思えなかった。

　春亮は僅わずかにほっとして、握にぎり締しめていた拳こぶしの力を抜こうとする。

　だが、忘れていたのだ。

　彼女達とは一度プールで戦ったきりで。あれ以降戦っていないからといって──彼女達が変わったわけでは、なかった。

　強さを得るためならば何でもする、竜ド島ラ／コ竜ニ頭ア師ン団ズの一員としての彼女達の在り様が、変わったわけでは。

「では……あなた達は、何をしにここに来たっていうんです？」

「え？　いやですねえ、このはさん……決まってるじゃないですか。ヨワヨワな切子ごときじゃ面めん倒どうなだけなのかもしれませんけど。ようやくお気に入りの武器が手に入ったので、すみませんがお手合わせをよろしくお願いします！」

　にこりと笑って。

　そうして切子は、ポシェットの反対側の腰に提げていた鞘さやから一本の剣を引き抜いた。とても華きや奢しやで、細く、どこか見覚えのある形をした剣。このはがはっと瞳ひとみを揺らし、

「それは、確たしか……《速度応報カルマスピード》!?　どうしてあなたが!?」

「スレイブさんと取引をしたんですよ。あの《槍やり》を渡すのと交換に。あれは武器としてはヨワヨワっぽかったからですねー」

　その台詞せりふは聞き捨てならなかった。隣となりにいた錐きり霞かがきっと眦まなじりを吊つり上げて叫ぶ。

「お前が隠し持っていたのか！　なんという……馬ば鹿かげたことを！　お前が騎き士し領りようにあれを渡したせいで、どれだけのことが起こってしまったか……！」

「知らないですようー。切せつ子こはヨワヨワなので、強くなるには余計なことを考えてる余裕なんてないのです。自分勝手で申し訳ありませんー」

「謝しや罪ざいする必要はない、切子。オレ達がそういうモノであることはこいつらも知っていたはず。忘れていたほうが悪い、の一言で片付けられる」

　顔にはカーテン、背にはマント、胸にはサラシのような布。フォーティーンも平然と切子の隣となりに進み出る。その身体からだの周囲には、既に青い鬼火が不規則な軌道で飛び回っていた。

「《クーンズベリのアベニユー死の屋敷14番地》──また手合わせか。誠、無む駄だなことよ。拙せつ者しやと村むら正まささまを相手に、ついこの前、仲良く這はいつくばっていたことを忘れたか？」

「この間とは……違う。オレはともかく、オレ達としてだ。長なが曽そ祢ね虎こ徹てつよ」

「ほう。ならば確たしかめさせてもらおうか！」

　虎徹が犬歯を剝むき出だしにして笑い、突進。フォーティーンは鬼火を煌きらめかせ、その輝かがやきの中に生んだ箒ほうきを素早すばやく摑つかみ取る。呪のろわれた家である彼女の中身、強化された物品だ。

　箒と虎こ爪そうが激げき突とつする。木製品と肉体が打ち合わされているとは思えない硬質な音が響ひびいた。

　このはは肩越しにこちらに軽く視し線せんを向けたあと、嘆息と共に一歩を進み出る。

「──手合わせということならば、春はる亮あきくん達には興きよう味みはありませんよね。あそこにある四角い文ぶん鎮ちんにも。仕方ないのでわたしがやりましょう」

「あー、フィアさんと戦えないのはちょっと残念ですけど、一気にお楽しみを消化しちゃっても勿もつ体たいないですからねー。とりあえず大丈夫です！　ていうかこの組み合わせ、本当にこないだニルシャーキ様のところでやったときと一いつ緒しよですね。あのときボロボロにされたヨワヨワの切子ごとき相手に死んじゃったらとても恥だと思うので、今回はすみませんが頑張ってくださいー！」

「はぁ……残念ですが、あまり頑張らないのがコツだという気がしていますよ」

　言いながら、このははゆっくりと歩を進めた。速さに任せた攻こう撃げきはしない──

　そうだ、あの剣のタネは既に割れている。以前にペンドラゴンがやったような作戦で行くつもりなのだろう。彼と同じレベルとまではいかないにしても、似たような体術はこのはにも使えるはずだ。あるいはただの投げでもいいかもしれない。このはなら摑んだ状態からでも斬きれるだろうし、とにかく速度を吸収されるような攻撃を繰くり出さなければいいのだ。

　このはは緩かん慢まんに間合いを詰め、切子はそれに眉まゆを寄せながら後退、一定の間合いを維持しようとする。

「あー、そうですねー、バレてますよねー……はぅぅぅ」

「当たり前です。中古品で勝てるとでも思いましたか？」

　冷たい表情でこのはが言う。だが対照的に、切せつ子こはにっこりと笑って答えた。

「ええ。スレイブさんは一人でしたけど、切子達はそうではないので……フォート！」

「わかった！」

　虎こ徹てつと打ち合っていたフォーティーンが大きく間合いを開ける。虎こ爪そうの連れん撃げきに箒ほうきの耐久力が耐え切れず、彼女は何度か新たな箒や木材を生み出し、質より量といった戦い方で虎徹に対抗していた。だから、彼女がそうして大きく飛とび離はなれながら鬼火に描かせた魔ま法ほう陣じんから生まれたのも、近接戦せん闘とう用ようの新しい何かだろうと思ったが──そうではなかった。

「騒がしくあれ《polter》……霊よ《geist》！」

　虚こ空くうから生み出されたのは、遠えん距きよ離り戦せん用の弾丸たる煉れん瓦が。

　フォーティーンは、それを──迷うことなく、最高速度で射出した。

　切子に対して。

「なっ!?」

「霊よ《geist》！　霊よ《geist》！　霊よ《geist》！」

　それだけでは留とどまらず、さらに連射。煉瓦。皿。小さな木材。

　弾丸じみた勢いで飛来するそれら全すべてを、切子は《速度応報カルマスピード》で受け止める。刃やいばに吸いつくような不自然さ。ぽとりぽとりと足元に物品が落ちていく。

「はっ……ん、んんぁ、あはぁんっ……き、気持ちいい、ですぅっ……あ、ひゃんっ！」

　切子が頰ほおを紅こう潮ちようさせ、びくりとその身体からだを震ふるわせた。淫いん猥わいな表情。

　何が行われたか。それはこの場にいる全員が悟っている。

「まさか──《速度》を吸収するために、わざとっ……！」

　快楽の涎よだれをつうっと口の端から零こぼしつつ、切子が《速度応報カルマスピード》を腰だめに構えた。

「はぁ……切子達に、ぴったり、でしょう？　切子にはあまり腕力はありませんが、これなら攻撃でも防御でも、力に頼る必要はなくて。フォートが協力してくれることで、こうしてすぐ必殺技が撃うてますし。でもそれは、こんなヨワヨワの切子が、唯一自慢できること──この世で一番大切な相棒、フォートとの呼吸の把握と信頼関係があってこそ、ですよぅ？　だから、ぴったり、なんです……」

　そして。今までにも聞いたことのある言葉と共に、その細い剣が振りぬかれて──

「……応報、せよ！」

　形を持った巨大な斬ざん撃げきが発射された。地面のアスファルトががりがりと削れる。

　慌ててそれを回かい避ひするこのは。が、その顔に影かげがかかり、彼女ははっと目を見開く。切子の巨大斬撃に隠れるように、フォーティーンが頭上から強化木材の二刀流で襲おそいかかってきていたのだ。しかし彼女を追って跳ちよう躍やくしていた虎徹が辛かろうじてその前に割り込む。一本は弾はじいたものの、もう一本の攻こう撃げきは避けきれずに肩にくらった。顔を顰しかめて、転がるように間合いを開ける──

　このはと虎こ徹てつが体勢を立て直すのと同時、二人ふたりの横を掠かすめて後方に飛んでいった《速度応報カルマスピード》の斬ざん撃げきが、丁ちよう度どその先にあった校門の鉄てつ柵さくに激げき突とつした。爆ばく発はつ音おんじみた轟ごう音おん。

「虎徹！　助かりました、大丈夫ですか？」

「は。たいしたことはありません──肩が外れはしましたが」

　ごきり、と虎徹が無む理り矢や理りにその肩を嵌はめる。痛々しいにも程があるが、致命的なダメージではない……はずだ。

「直撃しなくてよかった、って思っておくべきなんだろうな……」

「ああ。だが、知りたくもない情報がまた一つ増えてしまったぞ。有益ではあるが」

　錐きり霞かが見ているのは、あの超破は壊かい力りよくの斬撃が真正面から激突した鉄柵だ。

　やはり、傷一つない。柵の棒は一本たりとも切断されておらず、捻ねじれてもいない。ただ、今まで通りの絵画じみた固定感を持って、ぴったりと校門を塞ふさいでいるだけだ。あれでも壊こわせないとは……この学校への侵入を防いでいる力は、一体どれだけ強固だというのか。

「さっきも言いましたけど、ヨワヨワな切せつ子ことフォーティーンの一番の強みは……ヨワヨワながらのコンビネーションだと思うわけです。そのコンビネーションそのものを高めれば高めるほど戦せん闘とう力りよくの強化に繫つながる……コンビネーションそのものを戦闘力に転化できる、という言い方になりますかね。いい武器ですよぅ、これは」

　スレイブが扱っていたときも、その威力に関しては何も対抗策はなかった。ただ一発一発の間隔が空いていたためになんとか策を講こうじる隙すきがあった。

　しかし、切子とフォーティーンの場合は違う。二人の自給自足による速度吸収。

　あれだけの威力を持ったものが、もしも連射されるようなことがあれば。

　それは、どれほどの脅威になる……？

　春はる亮あきはごくりと唾つばを飲み込んだ。今、自分の目の前にいる切子達は、かつてプールで対たい峙じした二人とは確かく実じつに違う。確実に──あのときよりも、強い。

　そして。

　乗り越えなければならない問題はさらに連れん鎖さし、

「あれー？　ギャラリーさんがいらっしゃいましたねぇ」

　切子が小首を傾かしげながら言う。

　春亮の目にも、それは勿もち論ろん見えていた。見たくなくとも。




　──校門の鉄柵の、その向こうに。

　バイザーのような兜かぶとを装着した、小柄な少女騎き士しの姿。
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　フィアの視界にも、彼女がゆっくりと校門の鉄てつ柵さくに向かって歩いてくるのが映っていた。

　柵の前で足を止める。その柵にも、有ゆう刺し鉄てつ線せんにも、勿もち論ろん彼女は触れようとはしない。

　そして気付けば、そこにいるのはスレイブだけではなくなっていた。

　一人ひとり、また一人と、似たような服装をした騎き士し達が現れ、彼女の背後に立ち並ぶ。

　スレイブは兜かぶとの奥からじっとこちらに視し線せんを向けたまま、懐ふところに手を入れて何かを取り出した。新たな武器──ではない。ただの携帯電話のようだった。

「……門のすぐ外にいる。一隊を率いて戻れ」

　通話は短く、彼女は携帯をすぐに仕し舞まった。違和感。何かが頭に引っかかるが──今は深く考えている余裕はない。

　そこでようやく、彼女は鉄柵越しにこちらに声をかける。

「一応言っておく。何をしようとこの場所に入るのは不可能だ。しかし、だからと言って、臭くさく呪のろわしい貴様達にわざわざ好きに場を弄いじらせてやる理由もない──下がれ。この門に手を触れれば、中にいる生徒達を殺す」

「く……そう断言するということは、これはやはり禍具ワースの力か。馬ば鹿かげている……」

「確たしかに、馬鹿げた劣悪の禍具ワースである。《アウシュビッツ＝ビルケナウ》──人の悪意の産物。これに囲まれた場所は、いかなる出入りも禁じられる。諦あきらめろ」

「はいそうですか、と言うわけにはいきませんね……！」

　このはが鉄柵越しに鋭するどい目を向ける。しかしそちらばかりを気にしてもいられない。切せつ子こが軽く口を尖とがらせながら、

「むー、ギャラリーさんが増えるのは別にいいんですけど、お話とかで邪じや魔まされるのはちょっと……ん？」

　そのときだった。

　音。

　きりきりきり、と微かすかに何かが軋きしむような。一定のリズムで聞こえる、音。

　近付いてくる。

　スレイブの背後に並んでいた騎士達が、その身に僅わずかな緊きん張ちよう感かんを漂わせて動いた。隊列を開き、中央に空間を作る。

　スレイブは門に向けていた身体からだを翻ひるがえし、半身になって──

　その場に、膝ひざをついた。他ほかの騎士達も、それに倣ならう。

「おや、あれは……うーん、興きよう味み深ぶかいですねぇ。ちょっとだけ小休止しますか、フォート」

「いいのか？」

「レアな相手を見ておくことはそれだけで強さになる、って感じですよー。前に師団長が仰おつしやってたんですけど。戦えはしなくても、雰囲気とか気け配はいとかチェックしておくです」

　切せつ子こ達の言葉が聞こえていたが、フィアの脳はそれを理解しない。

　どうでもよかった。そんな余裕はなかった。

　それ以上の、強烈な──暴ぼう力りよく的てきとさえ呼べる違和感が、頭の中を塗ぬり潰つぶしていた。吐き気がするほどの。こころの何かが破は壊かいされそうなほどの。




　騎き士し達の間から現れたのは、一台の車くるま椅い子す。

　そして、その車椅子に座っているのは──




（っ……！）

　不ふ可か思し議ぎな感覚。衝しよう撃げき。やはり、違和感。

　その男の顔を見た瞬しゆん間かんから、だった。

　人間の姿だったら冷や汗が噴ふき出ていただろう。呼吸は病人のように引ひき攣つれ、鼓動は不ふ整せい。視界は前ぜん衛えい絵画のような色彩で明滅している。

　老いた白人の男。皺しわの刻まれた頰ほお。彫りの深い顔立ち。

　瞳ひとみは深く、深く、この世の全すべてを見通しているかのように静せい謐ひつ。

　それらが、自分を震ふるわせている。容赦なく。錯さく誤ごなく。

（この……感覚は。何、だ……？）

　フィアは自問する。けれど、答えは既に自分の中にある気がした。

　だから、意い識しきの奥底を探って、探って、探って。ようやく見つけ出す。

　ああ、そうだ。この感覚は、あのときのものと、似ている。

　夜や知ち家けに来て、最初の騒そう動どうが終わったとき。

　ピーヴィーを倒し、そして初めて免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクを見たときに感じたもの。

　自分はこれを知っているという感覚──

（馬ば鹿か、な……）

　自分の感覚が理解できない。なぜそんなことを思うのか。なぜ。

　きり、きり、と鳴っていた車しや輪りんの音が止まる。

　鉄てつ柵さくの前。今までスレイブがいた位置に、その車椅子の男が停止した。

　そして彼は。

　春はる亮あきでも、このはでも、錐きり霞かでも、切子達でもなく。

　ただ、立方体の姿のこちらをじっと見つめ、低く静かな声で、

「愚行。だが、あえて言葉を交わそう」




「──久しいな、箱フイ型ア・イのン・キ恐禍ユーブ。我が過ちの娘よ」




　記き憶おくが。

　暴あばれる。

　声。その声。聞き覚えのある。どこで？

　顔。その顔。見覚えのある。どこで？

　既に限界だった違和感がさらに溢あふれ、自分自身というモノを覆おおい尽くす。

「うあ、あ……」

「フィア！」

　春はる亮あきの心配そうな声。またこの身体からだのそこかしこが勝手に飛び出ているのだろう。失禁のように、嘔おう吐とのように、制御できない。知らない。それよりも中身だ。自分というモノの中身だ。

　どこだ──どこに──昔。けれど、春亮に出会ってからでも、崩ほ夏なつに見つけられてからでもない──それよりも、遥はるか、昔。そうだ。

　悲鳴の記憶。血の臭におい。使用人の彼。哄こう笑しようする城主。その隣に──いや、もっと、もっと、もっと前にも。自分が自分となった、まさにその瞬間にも──




　思い出して。

　しまった。
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「ひ、っ……！」

　瞬しゆん間かん、情けない声が漏れる。理解できない。納得できない。説明できない。

　だがそれでも、確かにそうなのだということだけは、本能的な部分で理解してしまった。夢でも錯さつ覚かくでも幻覚でもなく。誤解でも誤ご魔ま化かしでも他人の空そら似にでもなく。

　ああ。本当に。

　あの男。

　あの男は──




　また、春はる亮あきの声が聞こえる。

　大好きな春亮の声。ずっと傍そばにいたい春亮の声。

　それでも今は、怯おびえるように、その声は震ふるえていて。

「な……なんだよ、お前。フィアに何をした！」

「我が何者か？　愚問──」

　単純ながら重みのある言葉で、彼は自らの名を名乗る。

「我は蒐しゆう集しゆう戦せん線せん騎き士し領りようの領主、トリナーク・アガナー」

「っ……！」

　春亮達が息を吞のむ気け配はい。だが彼は対照的に、感情を揺らすことなく、車くるま椅い子すの肘ひじ掛かけに頰ほお杖づえをついたまま言葉を続ける。

「次──箱フイ型ア・イのン・キ恐禍ユーブに何をしたか？　それもまた、愚問。答えは単純である」

　彼の視し線せんは外れない。

　僅わずかに細められた目は、こちらをじっと観かん察さつしているようでもあり。

　あるいは、憐あわれんでいるようでも、あった。




「──作った。その不幸で呪わしい拷問処刑用具は、かつて愚かな錬金術師であった我が作り出したものだ」







　第三章　「否定される過ちの娘」/"Child×Captive×Cacophonous"
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　小休止。

　足を止めると漸音ぜのんのナイフが三本ほど飛んでくる。二本は適当に手で弾はじき返す。三本目はリコの装甲が動いてガードするのに任せた。

「やれやれだ……」

「むっ。まさか疲れたのかー？　お前にしては珍しいし！」

「身体からだじゃねえ、どっちかって言えば頭だ。ずっとパズルをやらされてる気分だな」

　肩を竦すくめて言いながら、ペンドラゴンは眼がん前ぜんの銃音がのんを見る。汗を垂らし、息を軽く荒らげてはいるが、その動きの精度は維持されている。微かすかな揺動。ゆらゆらと動く剣先。

　ペンドラゴンはにやりと唇を曲げて、

「北ほう条じようよ……お前、実は鍛たん錬れんしてたろ？　竜ド島ラ／コ竜ニ頭ア師ン団ズを抜けたきり、何年もぼーっとしてた奴やつができる技じゃねえぞ」

「……事実、ぼーっとしとったで」

「ちょっと前までは、でしょう。お姉ねえ様さまがすべきことをしていたのは私も知っています」

　新しいナイフを指に挟んで準備しながら、漸音。銃音はそちらをちらりと見て嘆息した。

「まあ……ココロ・ペンタンジェリ言うたか。あの子のあれがあってから、ちょっとな」

「ほう。懐なつかしい名前だ。半年ぐらい音おと沙さ汰たがねえが、どうしてる？　死んだか？」

「元気にしているよ。一応ね」

　漸音と銃音の邪じや魔まにならない場所で佇たたずんでいる旧友が言った。よくはわからないが噓うそではあるまい。彼女とて才能ある《部位刻みハイ・シングル》だ──命があるならば、いずれまた竜を目指す道のりに戻ってくるだろう。

「で……ココロ・ペンタンジェリと戦って何かを思い出したってわけか？」

「思い出した……思い出した、か。そうかもしれへんな。サボっとったツケで、久しぶりに剣を握っても予想外に動けんくてな。正直、ちょっと何かを間違えとったら取り返しのつかんことになっとったかもしれん」

　怠たい惰だな吐息が挟まれる。そして、

「……じーさんは、こんな意味のない技を、それでも何かあったときのためにうちに教えた。なのに──実際に何かあったときに何もできひんかったら、それこそ本当に意味ないやんな、と。思ってしまったわけや」

「ロンのじいさんがいない今、虚きよ晦かい剣けんをまともに使えるのはお前一人ひとりだからな……腐らせるには惜しいと思ったか」

「そんな感じや」

　唇を曲げつつ、本当かねえ、とペンドラゴンは胸中だけで思った。確たしかにそれは理由の一つではあるのだろう。だがそれだけではない気がした。かつて何度か見た、彼女がロンに虚晦剣を習っていたときの光景を思い出す。あのときの、彼女の眼まな差ざしを思い出す。父、あるいは祖父ほどに歳としの離はなれた師に向けられていたその瞳ひとみの中には、何があったか。興こう奮ふん、畏い怖ふ、憧どう憬けい、彼の期待に応こたえねばという使命感、そして──

（……今もオッサン趣しゆ味みは変わってねぇんだろうな。やれやれ、勿もつ体たいねぇ）

　まあいい。理由はどうあれ、彼女が本気でこの自分を止めるつもりだというのなら。

　もう一度、確かめてみよう。

　ペンドラゴンは会話の切れ目に自然体で間合いを詰めた。その唐突な動きにも銃音がのんは動揺しない。攻こう撃げきを仕掛けるタイミング、つまりは《機き》の制御も彼女が扱うものの一つだ。

「グランオーリ。一ミリほど短くするぞ」

「了解でございます、マスター」

　右手の刃やいばが僅わずかに手甲の中に引き込まれる。刹せつ那な、その刃に宿る力が増したのを気け配はいで感じた。敵との距きよ離りが近ければ近いほど威力を増す、グランオーリの呪のろい。

　さらに破は壊かい力りよくを増したグランオーリの刃を拳こぶしに乗せ、銃音の肉体に全力で撃うち放つ。彼女は素早すばやく半身になり、腰が砕けたかのような無様ぶざまな動作で身体からだをよろめかせた。だがその無様さは、そうしなければ一瞬で死ぬという唯一無二の正解を選び続けているためだ。既に銃音の手中の剣はグランオーリと接触している。そこに湛たたえられた破壊力の総量からすれば、何の変哲もないその剣など一いつ瞬しゆんで砕け散って当然。しかし繊せん細さいな体重移動と高度な慣かん性せいの中和技術により、グランオーリは彼女の剣に吸いついたように流され、本来の攻撃点とは異なる場所に誘われる──あの《速度応報カルマスピード》と似たような結果を導みちびき出す、純然たる技術。

　下へ手たに逆らわず、そのまま拳が大地に向けていなされるに任せた。あえて地面に捩ねじり込み、衝しよう撃げき力りよくを送り込んで爆ばく砕さい。巻き上がる土に紛れて蹴けりを放った。リコの装甲がそれを補強する形で移動、下手に受けたり足を攻撃したりすれば逆に向こうの腕が折れかねない厚みを持つ。しかし銃音はスカートを翻ひるがえしながら後転し回かい避ひ──また仕切り直しだ。

「はっはー、黒レースか、いいパンツだ。大人おとなの女になったな」

「勝手に見んな。金取んで」

「よし払おう。オプションはいくらだ？　……っと」

　途端とたん、ナイフがこちらの眼がん球きゆうめがけて飛んできた。軽くかわすと、それを投げてきた漸音ぜのんがジト目で、

「目の前で家族の性的な話を聞くのはさすがに気分が悪いです」

「僕はその価格が適正なのかどうかに興きよう味みがあるね。経営者として」

　ジロリ、とまた漸音ぜのんがガブリエルを睨にらむ。ペンドラゴンは小さく肩を震ふるわせた。

　懐なつかしい感覚ではある。とても。

　かつて《第二位》だったガブリエル。彼の弟子のような立場で行動を共にしていた北ほう条じよう姉妹。有あり体ていに言って、彼らは──家族のようだった。そのときから。

　しかしその区分はどこまで広げられるのだろう。ガブリエルの友人、好敵手、競きよう争そう相手であった自分はどうか。暇ひま潰つぶしに彼女達と何度も手合わせしているうちに、ガブリエルと同様に彼女達とも話をするようになった。強さに差はあれど、軽口を叩たたきあい、切せつ磋さ琢たく磨まし、忌き憚たんなく物事を言いあえる関係。そこには人間ではない彼女達もいて、一いつ緒しよに笑いあったり頰ほおを膨ふくらませたりしていた。ガブリエルのものだったリズと、ロンのものだったグランオーリ。彼女らはあらゆる意味でよく似ていた。仲良く、気が合っていた──合わせてはならないところまでも。だからリズはずっと一人ひとりを見つめていたし、グランオーリは見つめようとはしなかった。

　ああ。北条姉妹だけではなかったのかもしれない。その空間には、姉妹と、兄弟がいたのかもしれない。自分達も含めて、家族のようだったのかも──

（……所しよ詮せんは、過去のことだ。懐なつかしいからって昔のことばかり思い出してんじゃねえぞ、俺おれ）

　ペンドラゴンは自戒を込めて小さく頭を振った。

　一つ嘆息してから、改めて、意い識しきを目の前の現実に集中させる。

「なんつーか、さすがにタネが割れてきたぜ。さっきのたとえで言うと、お前の竜殺しの剣ドラゴンスレイヤーは俺を殺さない。殺す気がないし、そもそも殺すようにはできていない。紛い物の宝剣だ。最強に対抗できるなんていう唯一無二の存在意義を持っているとしてもな」

「殺す？　はは……物ぶつ騒そうな。当たり前やで」

　皮肉げに、疲れたように、銃音がのんは唇を歪ゆがめて言った。

「殺すどころか、うちは癒いやしの女神。保健室のせんせーなんやからな」

「はっ……」

　呆あきれの笑いを返しながら、ペンドラゴンは呟つぶやく。

「リコ。脚の発ば条ねを集中強化だ。跳ぶぞ」

「ち、しょーがないな……」

《死し骸がい鎧がいリコンガロワ》の装甲が脚部を中心に並び替えと位置変化を行った。その重なりと反発が脚の筋肉の動作を補強する。そしてペンドラゴンは背後に高く跳ちよう躍やくし──

　夜や知ち家けの屋根の上に、着地した。

　銃音達を見下ろしつつ、

「昔のツレと遊ぶのも飽きたっつーかな……さすがにもう付き合いきれなくなった。お前らも時間稼かせぎの役割は充分果たしたろ？　見逃してやるから、ここで解散ってことにしようぜ」

　彼女達は所しよ詮せん、ただの人間だ。禍具ワースのような超常的な力は持っていない。つまりは物理的に、一跳びでこの屋根に上ってこれるような手段は持ち合わせていない。もっと早くこうしてもよかったが──彼女達と剣を交える懐なつかしさについ流されてしまった。

　もう一度跳ちよう躍やくして、この家の敷しき地ちから一気に外に出ようとしたとき、

「なあ……ベタベタで恥ずかしい竜殺しの剣ドラゴンスレイヤーの話の続き、しよか。もし、うちの剣があんたを殺さへんのやとしたらな」

　こちらを見上げてくる、その瞳ひとみは。

　いつものように怠たい惰だで、眠たげで──それでいて、針のような鋭するどさを湛たたえている。

「マックス君。それは、あんたがまだ竜やないからやろ。逆に言えば……竜になったら、殺せるかもしらんで」

「はっはー、そっちのほうがスリルがある。楽しみにしてるぜ」

　視し線せんは外れない。

　長い長い無言があって、

「……諦あきらめんのやな」

「当然。俺おれの今の目的は一つだ。人にん形ぎよう原はら黒くろ絵えを手に入れ、俺は真に最強の竜になる。そのために生きているし、生きてきた──その生き方を諦めたお前達に、止められはしない」

　銃音がのんの瞳が無言で揺れるのを、最後に見やって。

　ペンドラゴンは両足に力を込めた。夜や知ち家けの屋根を踏み砕き、跳ぶ。

　浮遊感。そして落下感。

　真の竜になったとしても、おそらく背中に翼つばさが生はえるようなことはないだろう。

　それが少しだけ残念だった。




　漸音ぜのんの目の前。

　大きな溜ため息いきと共に姉の肩が上下し、

「はは……聞いた？　漸音やい……力ずくで幼女をモノにするのが、竜になる方法なんやて。やっぱ、情けないにも、程があんな……」

　そして──ふっとその足から力が抜け、膝ひざが折れる。

「お姉ねえ様さま！」

「っと。これくらいはさせてもらわないとね」

　漸音が慌てて駆け寄るよりも早く、倒れかけた銃音の身体からだを理事長が抱きとめた。こちらも、ガスマスクの下で大きく息をつく。

「しばらく休んでいるといい。今からでは……追ったところで、どうにもできない」

「ほーい……ああ、ほんま、ダルいわ……」

　そんなとき、何やらもう慣なれすら感じさせるスムーズな動きで、軒下から長い髪の女性（厳げん密みつには違うかもしれない）がするりと這はい出てくる。

「邪じや魔まにならないようにという配はい慮りよのもと、今までずっと黙だまって隠れてた私登場。居間はぼろぼろだけど、他ほかのところはまだ大丈夫でしょ。休きゆう憩けい所じよぐらいにはなるわ」

「それはどうも。その前に、ここで倒れてる騎き士し領りようの処理をしなくてはなりませんね」

「そうねえ。あんまり巻き込みたくないけど、裏うら稼か業ぎようのお友達でも呼ぶしかないかー」

「僕のツテにも当たってみますよ」

　崩ほ夏なつと理事長がそんなことを話し始め、漸音ぜのんは理事長から銃音がのんの身体からだを受け取る。

「あうー……ダルい、と言うのもダルいで～……どないしよ」

「何も言わずに黙だまっていればいいと思います。寝てもいいでしょう」

「あ、そう？　わーい。今日きようは平日やのに、仕事をサボって昼寝、最こ……ぐう……」

　目を閉じた瞬しゆん間かん、銃音は体重を完全にこちらに預けて寝息を立て始めた。

　やはり無理をしていたのだろう。最強の男との対たい峙じ。勝ちもしないが負けもしない、虚うつろな技術の酷使。奇跡のような幸運と、相手の余裕、油断、甘さ……そういう要因が全すべて揃そろっていたからこそ、この結果になっている。それを忘れるわけにはいかない。

　そして、逆に。

　気絶したように眠る姉の顔を見ながら、漸音は続けて思った。

　次にまた、彼と戦うことになったときには。

　確かく実じつに──これとは違う結末が待っているのだろう、と。
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　笑いのように、頰ほおが震ふるえた。勝手に。

「何……言ってんだよ。わけのわかんないことを。お前が……フィアを、作ったって？」

「そうだ」

　門の向こうにいる、車くるま椅い子すの男──トリナーク・アガナーと名乗った騎士領の領主は、にこりともせずに頷うなずいた。

「馬ば鹿かげている。フィアくんが作られたのは、異端審しん問もんが行われていたころ──何百年も前のことだろう。ただの人間がそこまで長寿なわけがない。それとも、お前は禍具ワースなのか？」

「卑ひ賤せんで劣悪な貴様らが！　我らが領主をお前呼ばわり、不敬にも程がある！」

　スレイブがこちらに兜かぶとを向けて言ってくるが、領主自身が軽く片手を上げてそれを制した。

「愚行──奴やつらは無知なる子供だ。構わぬ」

「……は」

　渋々といった様よう子すで頷くスレイブ。それから領主は改めて視し線せんをこちらに向け、

「我は愚物たる禍具ワースではない。人間だ」

　切せつ子こ達の動向を気にしながら、このはが言った。

「そうでしょうね。呪のろわれた道具が騎き士しをやっているのには驚おどろきましたが、さすがにそのリーダーまでもがそうでは組そ織しきが成り立たないと思います。あなたが人間ならば、やはりさっきのフィアさんを作ったという言葉は噓うそでしょう。ただの人間が何百年も生きていられるはずが」

「《呪い》である」

　春はる亮あき達ははっと息を吞のんだ。その一言だけで伝わる、真実。

　領主は軽く首を揺らすようにして、自分の背後にあるものをこちらに示したようだった。

　彼の乗る車くるま椅い子すの後部には。

　垂直に、棒のようなものが立っている。どこか、見たことがあるような──

「《十字軍のデイユ・建国旗槍ル・ヴ》は、規定された領地から出れば死ぬという呪いと共に、所有者にその領地内にいる限りの不老を与える。その土地の王たることを、永遠に強制されるのだ」

「な……！」

　絶句した。確たしかに、そんな呪いがあるのならば──説明はつく。だが本当に、彼はその呪いを甘受して生き続けてきたというのか？　数百年もの間、自分の領地から一歩も外に出ることなく、年を取ることなく在り続けてきたというのか？

　──そうなのだろう、と思えた。

　信じるしか、ないのだった。

　がたがたと震ふるえて。身体からだのそこかしこを飛び出させて。くぐもった吐息のようなものを、嗚お咽えつのようなものを、嘔え吐ずきのようなものを漏らすだけの──フィアの姿を見てしまえば。

「じゃ、じゃあ、本当に……」

「かつての我の愚行である。地位と金と名誉を求め、我は貴族どもの命じるままに数あま多たの物品を作った。その中の一つ──いや。その中でも最大の時間と手間と技術を費やして完成させた、最低で最高の創作物。それが箱フイ型ア・イのン・キ恐禍ユーブだ」

「し、しかし……ではなぜ、そんな人間が、騎き士し領りようなどという組織を……！」

「愚問。かつての我はそれが過ちだと知らなかった。だが今は知っている。それが解だ」

　呻うめくような錐きり霞かの言葉に、領主ははっきりと答える。それから、車椅子の肘ひじ掛かけを指先でこつこつ叩たたくようにしつつ、

「人を害し壊こわし殺し犯すだけのものが正しいか？　否。故にそれは呪われた。人を害し壊し殺し犯すだけの呪われたものが正しいか？　否。故にそれはさらに人を害し壊し殺し犯した」

「う……あ……」

　フィアの呻き声。彼女も聞いている。たとえ聞きたくなくとも。

「自らの作り出したものが為なしたことを。それらの持っていた意味を。老い、地位も金も名誉も無用と化したとき、我は初めて知った。そして自らの過ちに──この世界に呪いを振ふり撒まいていた愚行に気付いた」

　皺しわの刻まれた顔から、小さな吐息。表情は変わらない。静かだった。

「だから残り少ない命、罪を悔い改めるために生きようと誓ったのだ。呪のろわれた道具……禍具ワースというものをこの世から一掃するために。我が作ったものも、我が作っていないものも、あらゆる禍具ワースを蒐しゆう集しゆうし破は壊かいするために」

　そして世界を放浪している最中に、彼は《十字軍のデイユ・建国旗槍ル・ヴ》を手に入れたのだろう。世界中の禍具ワースを蒐集し破壊するには一人ひとりでは確かく実じつに手が足りない。だから志を同じくする仲間を集め、《領地》を作り、禍具ワースを蒐集し破壊するためだけの組そ織しきを立ち上げて──

　春はる亮あきは引ひき攣つる喉のどを動かして、あえて乾いた笑いを発するしかなかった。

「はは……それで数百年後、こんなことになっちゃいました、か。スケールでかすぎて、正直実感湧わかねえよ。おとぎ話聞かされたみたいだ」

「──然しかり。当初の騎き士し領りようは矮わい小しようなものであった」

　微かすかに領主は目を細めたようだった。視し線せんが動く。傍かたわらで侍はべっているスレイブに。

　彼女もバイザー兜かぶとの顔を上げ、その視線を受け止めた。

「騎士の数。騎士の質。長い年月でそれらは変われど──本質だけは、揺らいではおりません」

「いかにも、だ」

　領主の声に、僅わずかに力が加えられた。それは怒りや興こう奮ふんのためではない。自らの言葉を嚙かみ締しめるような。それを聞く者達の奥底にはっきりと重みを残すような。そんな、圧。

「我ら蒐しゆう集しゆう戦せん線せん騎き士し領りようは、禍具ワースを蒐集し破壊する。今までも、これからも。それは紛れもない真の《正義》である」

　春亮は彼を睨にらみつけて反はん論ろんした。

「ずいぶん一方的だな。俺おれはお前達が何をやってきたか知ってる。とても正義だとは思えないぞ……！」

「否。呪いが生む悲ひ劇げきを考えれば、我々は間違いなく《正しい》。汝なんじらとて知っているだろう。禍具ワースがもたらす愚行を。その愚行がもたらす結末を」

「それは……」

　勿もち論ろん、知っている。呪われた道具が引き起こすもの。それは奇怪でおぞましく、持ち主の人生を、関かかわる者の人生を狂わせる。けれど。

　騎士領がやってきたことも、春亮は知っている。

　ピーヴィー・バロヲイ。藍あい子この所有者だったという騎士。新歓祭のときに訪れた騎士達。復ふく讐しゆう者しやネトー。リリィハウル・キルミスタ──彼らが行ってきた、とても人道的とは言えない行為の数々を。今だってそうだ。何の罪もない生徒達を人質に取っている……

「世界は呪いがなくとも人を殺す。だが呪いは呪いを連れん鎖ささせる──その連鎖を止とめるということに意義があるのだ。未来に亘わたる死の総量を減らすのだ」

「それを、自分から止めようとしてる奴やつらだっているんだ！」

「その間にも人は死ぬ。甘えた楽らつ観かん論ろんだ。汝の──」

　領主の指先がついと持ち上がり、こちらを指し示す。

　追及のように。糾きゆう弾だんのように。弾だん劾がいのように。

「汝のその指も、楽観論が赦した呪いによって失われたのではないか？」

「っ……！」

　春はる亮あきは呻うめいて、右手でその場所を隠した。無む意い識しきに拳こぶしに力を込めていたせいで、いつのまにかまた落雷のように痛み出していた虚無の傷きず痕あとを。

　この男にそんなことを言われたくなかった。お前が何を知っている、と思った。

　同時、がたがたがた、と異音。フィアの鋼こう鉄てつの身体からだが、純粋に震ふるえていた。大きく。そのまま砕け散ってしまうのではないかと思えるほど。

「ああ……ああああ……！」

「フィア！」

　彼女の耳にも、この──かつて彼女を作ったという男の言葉は、届いているのだ。憐れん憫びんと悔かい恨こんを秘めた視し線せんは、届いているのだ。

　彼女の大きな苦く悶もんを耳にしたためか、次に領主はその言葉を直じかにフィアに向ける。

「箱フイ型ア・イのン・キ恐禍ユーブ。汝なんじの存在は最大の心痛であった。誰だれにも渡したくないほどの愛用が故か、あの城主は没落の間際に汝を隠した。そして処刑された後も隠され続け、長らく在あり処かが不明であった──汝こそ、我が愚行の極致にして最大の汚点」

　ああ、それはどれほどの衝しよう撃げきなのだろう。自分を作った神のような存在。数百年ぶりに会う親のような存在。しかも、その口から語られるのは。

　紛れもない、自分自身の、存在の否定なのだ。

「待っているがいい。《第だい二に騎き士し領りよう》が建設されたならば、我は必ず汝を蒐しゆう集しゆうし、破は壊かいする。それが汝を作り出した我の責任だ」

「ああ、う、あ……い、や、だ……」

　呻うめくような、フィアの声。全ぜん身しん全ぜん霊れいの抵抗。けれど。

「愚見。汝に拒否する権利はない。理解できぬのであれば、汝を生んだ親として我が明めい確かくに言おう──」

　言うな、と春亮は思った。だが領主の言葉を止める術すべは持たない。もしも眼がん前ぜんにいれば、冷たい鉄てつ柵さくが立ちふさがっていなければ──たとえそこに何人の騎士がいようが、殴りかかってでも止めていたのに。

　だが、その言葉は残酷に、震えるフィアに届いてしまって。




「汝は生まれるべきではなかった」




「ああ──ああああああああああっ！」

　フィアは自分自身の絶叫を聞く。色彩のない世界。視界は揺動し気持ち悪い。不快な耳鳴り。けれど周囲の声だけははっきりと聞こえる。聞きたくないものも。自分自身が囁ささやく声も。

　やっぱり、自分がここに在ること自体が、間違いだったのか。

　何かを為なせると思っていたこと自体が、間違いだったのか。

　自分は結局、拷ごう問もんと処刑のために作られた立方体。そんな非倫理的な役割は正しくない。だが少なくとも、その役割を果たすことを期待して作られたのは事実だ。なのに、そうして自分を作った人間にすら存在を否定されたのなら。そうだ。それは、自分自身が、どうしようもなく、正しくないということだ。役割以前の、自分というモノの根本、道具として発生した因果の原点から、正しくないということだ。

　最初の一歩目から。過っていた。ただ、今までずっと気付いていなかっただけで。

　在ってはならない。いてはならない。

　生まれては──いけなかった──

「ああ、あ、っ、あ……！」

　過呼吸のように意い識しきが溢あふれる。暴ぼう走そうする思考の波。こわれてしまう。こわれてしまう。

　もう、何も見たくなくて。聞きたくなくて。考えたくなくて。

　だから、続けて訪れた次の波には抵抗することもできず。

　いや、むしろ、望んで受け入れるように──

「あ……」

　ぷっつりと、意識の糸が、途と切ぎれた。




　がたがたと震ふるえていたフィアの身体からだが、不自然に止まった。無音。呻うめき声ごえも悲鳴も聞こえない。気絶してしまったのか。

「お前っ……！」

　春はる亮あきはさらに怒りを込めて領主を睨にらむ。拳こぶしも握にぎり締しめた。

　領主はやはり憐あわれむような静かな瞳ひとみで見返してくるだけ。しかし膝ひざをついていたスレイブが代わりにすっと立ち上がり、一歩進み出て春亮と領主の間に入った。依然として、自分達の前には呪のろわれた有ゆう刺し鉄てつ線せんの巻かれた鉄てつ柵さくがある。たとえ飛び道具を持っていたとしても届きはしなかっただろうが、主には害意ある視し線せんすらも浴びさせないということか。

　しかしスレイブの行動はそれとは別の意味を持っていたようだった。春亮はその兜かぶとの奥の瞳ひとみが自分ではなく、さらに後ろに向けられていることに気付く。そこでは、切せつ子こが興きよう味み深ぶかそうに領主を見ながらぶつぶつと何かを呟つぶやいていた。

「うーむ、シブいですねぇ。年季が入っていて、師団長以上のダンディーさ……もし強さも師団長レベルだとすれば、強さのヒミツはそのダンディーさにあるのかもしれないのです。切子もツケヒゲとかつければひょっとして……」

　しかしスレイブが声をかけたのは、そんな切せつ子こ本人でもなく──その周囲。

「到着したか。この場にいる人間と禍具ワースは全すべて敵だ。速やかに破は壊かいせよ」

「切子！」

　フォーティーンの声と同時、切子もはっとした表情を浮かべていた。二人ふたりが左右に分かれて跳ちよう躍やくする。その間に剣を振りぬきつつ落下してきたのは、門の向こうにいる騎き士し達と同じような恰かつ好こうをした男だ。気付けば、周囲には同じ姿の人間がそれ以外に何人もいる。

「騎き士し領りようの……別動隊？」

「そう言えばさっき呼んでましたね。忘れてました」

　春はる亮あきの呟つぶやきに答えつつ、このはがすっと近くに寄ってくる。

　勿もち論ろんはっきりと顔を覚えているわけではないが、現れた彼らはさっき家を襲おそってきた一団とは別のグループであるような気がした。あちらはあちらで、まだペンドラゴン達と何やかややっているのだろうか。それとも既に決着がついているのだろうか。

「どうする、切子？」

「そうですねぇ。多人数戦の練習でもしときましょうか。この《速度応報カルマスピード》を持ってからは初めてですし」

「わかった。だが、あいつらは？」

「メインディッシュは後のお楽しみに。今はフィアさんもいませんしね」

　騎士達の攻こう撃げきをぬるりと受け止めながら、切子がこちらを見て微笑ほほえんだ。このはと虎こ徹てつは、同じく襲いかかってきた騎士達を迎撃しつつ軽く視し線せんを合わせる。

「ここで戦うことに意味は？」

「ありますまい。門は破れず、敵は頑丈な雑ぞう兵ひよう。態勢を立て直すべきかと」

　軽く頷うなずきあい、二人は同時に相手を押し返した。追撃の姿勢は見せず、踵きびすを返す。

「あっちに押しつけてる間に一時撤てつ退たいしましょう、春亮くん！」

「同感だ。フィアくんの様よう子すもおかしいしな……このままここにいても仕方ない」

「でも……」

　錐きり霞かもこのは達に同意の言葉を発する。しかし春亮は、門の向こうにいる彼らから視線を逸そらすことができなかった。

　生徒達を人質にしている彼ら。夜や知ち家けとこの街を滅め茶ちや苦く茶ちやにしようとしている彼ら。フィアの存在を根本から否定することしかしない彼ら。

　認めたくない。認めるわけにはいかない。まだ、言いたいことはいくらでもある。反はん論ろんしたいことはいくらでもある──

「ちっ……誠、物分かりの悪い男だ。時間が惜しい！」

「うわっ」

　強引に虎徹に抱え上げられた。米こめ俵だわらのように肩に乗せられる。

「ちょっ、待て！」

「待たぬ」

「いささか強引ですが、まあいいでしょう！　行きますよ！」

「ああ、フィアくんは私が！」

　走り出す。門の外にいる騎き士し達は好戦的な切せつ子こ達にかかりきりになっている様よう子すで、こちらへの追手は少数だ。このはが適当に対処していく。

　虎こ徹てつの肩の上で、春はる亮あきは最後まで見ていた。

　門の向こうにいるスレイブと──車くるま椅い子すに座った、領主。

　彼らにはこちらを逃がすまいという焦りなどない。ただ余裕があるだけだ。

（くそ……）

　そうして春亮達は、なんとか学校の前から離り脱だつする。

　これが今日きよう何度目の逃亡になるのかなど、知りたくもなかった。
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　隠し部べ屋やというのは勿もち論ろん隠されているものだからして、身を潜ひそませる場所としてはこれ以上なく有用であった。ひとたび身を隠せばそうそう見つかるものではない。扉の外に人の気け配はいを感じればさすがに息を殺す必要はあるが、幸いにして先刻のあれ以来、理事長室に騎き士し領りようの人間が訪れることはなかった。

　だから──ン・イゾイーは、とりあえず自分のすべきことを済ませた。

　約束を。

「うむぅ～ん……」

「ほほおー……」

　その結果、床に座る渦か奈なと泰たい造ぞうは揃そろって腕組みをし、目を閉じてそんな呻うめき声ごえを漏らすだけになっていた。胸中にどのような感情が満ちているのかは──自分には、未知だ。

　伝えるべきことは、伝えた。

　呪のろいと、呪われた道具。呪われすぎた道具の人化現象。呪いを知る様々な組そ織しき。その一つが今、学校を占拠していること。そして彼らの目的──

　この学校には、何人もの、人化した呪われた道具がいるということ。

　この街には、呪いを解くために彼女らが集まっている場所があるということ。

　端的に言えば、夜や知ち春亮と、箱フイ型ア・イのン・キ恐禍ユーブのことも。

「むむむぅ……？」

「ふーむーうー……」

　そう簡かん単たんに受け入れられるものではないことはわかっていた。あまりに大きすぎる未知が既知になるときは、自らの世界が変わるのと等しい衝しよう撃げきを受ける。それを自分の中で再構築するのに時間がかかるのは当然だろう。

　けれど、《信じていない》ということはないと思う。そこで引っかかって無む駄だな説明をしている時間はない──だから伍い鈴すずに協力してもらい、鈴の姿になり、そしてまた人間に戻るのを見せてもらった。乱らん暴ぼうな手ではあっただろうが、これ以上ない説得力になったのは確たしかだ。

（さて……）

　彼らの情報の咀そ嚼しやくは彼らに任せるとして。

　自分は自分にできることをするしかない。この状況を打破するために。

「で？　これからどうすんのよ？　ずっとここに隠れてるわけ？」

　相変わらず体たい操そう服ふく姿の千ち早はやが、壁かべに背中を預けて腕組みしたまま言った。伍鈴はその隣となりでにこにことしている。

「我が返答・否。先刻の騎き士し達の会話でいくらか未知の情報を既知にできました」

「ほほう。そのココロは？」

　サヴェレンティがぐっと身を乗り出しながら聞いてくる。

「暗示をかけたのはタシターンという人物だと。おそらく、あの放送のときに聞こえてきた声の持ち主でしょう。そして──その女は、今、学校内にはいない」

「買い物にでも行っているのかしら。私達もご一いつ緒しよさせてもらいたいところね」

　白しら穂ほはいつも通りに不ふ機き嫌げんそうで皮肉げだ。

「いえ。騎士達はさらに言っていました。この学校の出入りは完全にできなくなっている、と。グラウンドで見た、有ゆう刺し鉄てつ線せんのような禍具ワースの力でしょう。だとすれば──我が疑問・なぜタシターンという女は学校の外にいるのかという思考。あの女は、いざとなれば実際に生徒達を害するような暗示をかけなくてはならないはずです」

「銀髪小娘が学校の壁をぶち破って現れたりしたら、ということね……それでも学校の外にいるってことは──」

　そこで、千早が何かに気付いたように眉まゆ根ねを寄せて言った。

「外からでも暗示をかける方法がある……？」

「あるいは、最初からそうだったのかもしれません。校内放送のシステムの根幹が放送室にあるということは既知にしています。外から遠隔的にそのシステムを使い、声を放送に乗せるようなことはできますか」

「そりゃ……方法はいくらでもあるわよ。誰だれかに携帯を持たせてそこに電話して、放送室のマイクにその携帯のスピーカーとか近付けるだけでもいいし。でも、なんでわざわざ外から？」

「それはまだ未知です。何らかの呪のろいのせいかもしれませんが」

　ともあれ、今問題なのは、だ。

　ン・イゾイーはスカートのポケットから携帯を取り出した。相変わらず電波は通じない。

　その確かく認にん作業だけで何かを悟ったのか、千ち早はやがはっと息を吞のみ、

「タシターンって女が学校の外にいる以上──確実に、学校の中と外とを繫ぐ連絡手段が存在することになるわね。私達の携帯電話にかかってる通信妨害ジヤミングに囚とらわれないような何かが」

「我が返答・是。同じ推測をしたという主張を主張します」

　年下ながら、なかなかの理解力だ。できれば研けん究きゆう室しつ長ちよう国こくにスカウトしたいところだが、実際やれば上うえ野の錐きり霞かに殺されかねないので我慢しておこう。

　さて。こちらの推測が正しく、敵方が独自の通信装置を持っているのだとすれば。

「我々の次の目標は、再度外部と連絡を取ることだと考えます。生徒達を暗示で操あやつる能力を持つタシターンが学校内にはおらず、そして学校の出入りが不可能だと言うのなら、学校の外にいる誰だれかに対処を任せるのが最も手っ取り早い。通信妨害ジヤミング装置を探し出して破は壊かいすることも考えましたが──」

「今時のはそれなりに小型化されていて見つけにくいはずよ。それよりはやっぱり、向こうの通信手段を利用したほうが現実的かもしれないわ」

「ふぅん……もし本当にあるのならば、やってみればいいんじゃない。私達は別に手て伝つだわないけど。どんなものかはわかるの？」

　暇ひま潰つぶしか、サヴェレンティの髪を梳すいたりメイド服の皺しわを伸ばしたりしながら適当に白しら穂ほが言った。

「我が返答・否。しかしそれほど大おお袈げ裟さなものではないはずです」

「恐かしこみ恐かしこみも白まをしますが、どうしてですか～？」

「いざというときに人質に暗示をかける指示を出すにしても、時間をかければその状況が無意味になってしまう恐れがあります。簡かん便べんで即座に使えるような通信機き器きでなくば意味がありません、という推測を推測します」

「なるほど～」

「えと……たとえば、特殊に調ちよう整せいした携帯電話、とかでも充分なはずです。通信妨害ジヤミング自体が向こうの用意したものですから、それに引っかかりさえしなければいいので」

　千早が敬語で言った。それは白穂に向けての返答でもあったからだ。言われた白穂のほうは、ふーんそうなの、とあっさりとしたものだったが。

「えっと……じゃあその、すぺしゃるな携帯電話？　とか、誰が持ってるのかな？　やっぱり偉い人？」

「先程の騎き士し達は『実際に暗示の指示を出すのは騎士団長の三人だ』というようなことを言っていました。そして──外にも何人かの別動隊が出ているはずです。それらの部隊とまったく連絡を取っていないとはさすがに考えられません。それから考えても、やはり通信手段を持っているのはある程度の地位のある人間でしょう。他ほかにも持っている人間はいるかもしれませんが、少なくとも騎士団長が持っていることは期待できるかと」

「でも……そーいう人達って、やっぱり強いんじゃないの？　大丈夫？」

「それは……」

　サヴェレンティが不安そうに言うのも当然だった。騎き士し団だん長ちようレベルとなれば、即すなわちあのリリィハウル達と同格の存在。グラウンドで直接領主と言葉を交わしていたことからして、スレイブもその中の一人ひとりである可能性は高いだろう。つまり──いくら自分とて、戦って勝てる確かく証しようはない。不意打ち前提の話になるだろうが、それが失敗して仲間を呼ばれでもしたらさらに絶望的なことになる。

　言葉を濁にごしたこちらを見て、サヴェレンティはうーんと何かを考え始めた。

「その強い騎士団長って人達が持ってる携帯電話が、とにかく使えればいいんだよねぇ……んー、何か上う手まい作戦が立てられれば……」

　しばらく眉まゆを寄せたあと。急に彼女はぽんと手を打ち、

「しーらーほっ」

　メイド服の袖そでのゴミ取りに夢中だった白しら穂ほの頰ほおをぷにぷにとつついた。白穂は真顔で、

「私は手て伝つだわないわよ。面めん倒どう臭くさいもの。貴女あなたも手伝っては駄だ目めよ。危ないもの」

「えー。でもさ、このままだといつまでたってもおうちに帰れないよ？　今日きようは二人ふたりでカレー作る予定だったのに」

「……」

「ボクは早く家に帰って、白穂と一いつ緒しよにカレー作って、それでいつも通りにお風ふ呂ろに入って、ぽかぽかぬくぬくで寝たいなー。その……白穂は、そうじゃないの？」

　はぁ、と白穂は深く嘆息した。軽く口を尖とがらせるようにして、

「もう……卑ひ怯きようね。そんな可愛かわいい顔でおねだりされたら、拒否なんて……こういうのも亭主関白っていうのかしら……」

「ん？」

「……何でもないわ。そうね、早く家に帰るためよ。やることがあるのならやりましょう」

「わーい！　白穂、ありがとう！　だから好きー！」

　サヴェレンティが全力で白穂にハグをするのを見、ン・イゾイーは頰ほおを緩ゆるめる。

　それからサヴェレンティが簡かん単たんに、思いついた作戦について話してくれた。まだ煮詰めないといけない場所はあるが──なんとかなるかもしれない。

「ところで、恐かしこみ恐かしこみも白まをしますが。騎士団長という人が誰だれだかはおわかりに？」

　すぐ頭に浮かんだのはスレイブの姿だった。しかし彼女に近付くのはいささかリスクが高すぎるように思えた。彼女は禍具ワースで、自分とも一度接触している。何か不測の事態が起こらないとも限らない。ならば狙ねらうのはそれ以外の二人であるべきだ。

　勿もち論ろん、その二人の顔などわからない。が──

「未知ですが、これから既知にすることは可能です」

「はぁ……どうやって？」

「まさか拷ごう問もんとかするつもりじゃないでしょうね」

　千ち早はやが顔を顰しかめながら言った。

「それは最終手段です。兵卒を拷問して情報を得れば早いのは確たしかですが、できるだけ騒さわぎは起こしたくないので」

「じゃあどうするってのよ」

　ン・イゾイーは頷うなずいて、真ま面じ目めに、

「見ます。狩りをするときも、獣ラペツレの群れのボスは見ただけでなんとなくわかるものです」

「……あっそ」

　なぜか千早は呆あきれたように嘆息した。

　見ればわかるというのは本当だ。だいたいの場合、身体からだが大きかったり、メスを多く引き連れているのがそうなので一いち目もく瞭りよう然ぜん。

　今回の場合は多少勝手が違うが、なんとかなるだろう。《群れの中での強さ》というのは自然と空気に滲にじみ出てしまうものなのである。緊きん張ちよう感かんを持って群れていれば群れているほど、余計に。

「というわけで、まずは私一人ひとりが騎き士し団だん長ちようを捜しに行ってきます。顔を覚えてくるだけですが、身を隠しながらなのですぐには終わらないと思います。ことによると何時間もかかってしまうかと。皆様はここで静かに隠れていてください」

　焦って事を仕損じるわけにはいかなかった。慎重に動かなくてはならない。

　千早達の了解の言葉を聞きながら、隠かくし部べ屋やの出口に歩を進める──と、

「えーっと、ンっちゃん？　外行くの？」

「マジか。危ないんだろ、外？」

　うんうん唸うなっていた渦か奈なと泰たい造ぞうが、視し線せんを上げてこちらを見ていた。

「大丈夫です。気をつけますので」

　言うと、二人ふたりは顔を見合わせた。

「あの、正直、まだ全然わかんないことだらけだけどさ……」

「おー。いろいろ聞きまくったり確かく認にんしまくりたいところだけどよ。一応、俺おれ達も空気ってモンは読めるんだ。人気者は何よりも空気を読む能力を持ってなくちゃな」

「誰だれが人気者か！　自分で言うな！」

　ビシリ、と掌てのひらの裏で渦奈が泰造の肩をどつく。それから二人は同時に照れ笑いのようなものを浮かべ、しかしその瞳ひとみは真剣に、

「つーか、まあ、そんな感じなんだけど。一言だけ──気をつけてね」

「そうそう。気をつけろよ」

　ン・イゾイーは頰ほおを緩ゆるめて、軽く頷いた。彼らの純粋な気持ちがありがたかった。

　そうしてン・イゾイーは踵きびすを返し、また出口に向かって歩き始める。

　大事な一言を最後に残していくのを、忘れてはいなかった。

「行ってきます」
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　マクシミリアン・ペンドラゴンは足を止めた。

　それを見ながら、首を傾かしげる。

　ここに足を向けたのは、一応の可能性潰つぶしにすぎなかった。何を予期していたわけでもない。むしろ何も起こらないことを確かく認にんしにきたと言ってもよかった。部下に調しらべさせて知ったこの場所を訪れ、勝手に中に入らせてもらい、軽く家探しして、さてどこへ行ったかな、と再び歩き出す──そんな予定だった。だったのだが。

「……」

　日が暮れ、静けさに包まれた商店街。

　しかし、その一角にある美容室《壇だんノの浦うら》にはまだ明かりがついていて。

　ペンドラゴンの眼がん前ぜんにあるガラス扉には『予約者のみ』と張り紙がしてあるのだった。

　腕にしがみついているリコ、そして傍かたわらのグランオーリとも怪け訝げんな顔を見合わせ、

「まさかな……」

　入ってみる。

　お世辞にも広くはない店内。その奥にある椅い子すに座って──彼女の姿は、あった。

　電話をしている。彼女はちらりとこちらを見て、しかし携帯電話を耳に当てたまま、

「ふんふん。じゃあ、いっぺん家に帰ってみるってわけじゃね。了解。話を聞く限り、ふぃっちーにはいろいろショックじゃねえ……ちゃんとフォローしてあげるんよ、ハル……うち？　うちは……うん、何も問題はないよ」

　そうして彼女は電話を切り、にこりと笑って椅子から立ち上がった。ぺこりと頭を下げ、

「いらっしゃいませ、お客様。お待ちしておりました」

「……どういうつもりだ？」

　ペンドラゴンは周囲に視し線せんを走らせる。まず罠わなであることを疑ったが、店内に誰だれかが潜ひそんでいるような気け配はいはない。

　エプロン姿の黒くろ絵えも、殺気や敵意はなく、まったくの自然体だった。

「なんと切りがいがありそうなボサボサヘアー。ささ、どうぞこちらへ」

　手近な椅子をくるりと回して手招き。意図がわからない。眉まゆを寄せて見やっていると、

「おーう。恥ずかしがり屋なお客さんですなー」

　すたすたと歩いてきて、それどころか強引にこちらの手を引っ張った。あまりに無防備、あまりに自然──赤ん坊に手を伸ばされて恐怖を覚える人間がいないのと同じように、回かい避ひするという考え自体が思い浮かばなかった。小さな手にそのまま引き寄せられ、美容室の椅い子すに座らされる。柔らかなシートの感触、鏡かがみの中にはしかめっ面つらの自分。

「おい……なんだこれは」

「あっ！　わかったぞ、さてはこの状態で後ろからカミソリで喉のど笛ぶえをバッサリ、とかやるつもりだし！　このあたしの目が黒いうちはそんなことさせないし！」

「お客様を傷つけたら美容師失格よー。あ、離はなれられんのじゃったね？　じゃったらそのままで結構。きついかもしれんけど我慢してねー」

「わぷっ」

　黒くろ絵えは膝ひざの上に移動していたリコごと、カットクロスをこちらの首にぐるぐると巻いた。

「ま、マクシミリアンとこんなに強制的ぎゅーぎゅー……い、いつもと違う感じで、なんだか、アレだ、首筋の匂におい……すんすん。はっ！　いや、墓穴を掘ったな、だし！　このあたしがこんな至近距きよ離りにいる以上、鎧よろいの姿じゃなくてもお前は絶対にマクシミリアンを害することはできないであろうー！」

　ちらりと視し線せんを動かすと、隣となりの席の鏡には、待合スペースの椅子に勝手に座って雑誌をめくるグランオーリの姿が映っている。まさか散髪の順番を待っているわけではないだろうが。

（本当に敵意はない、ってことか……）

　自分自身も、グランオーリも、そう感じている。仮に何かの策があったのだとしても、この状態なら確たしかにリコは完全に首筋や背後をガードできる。そうでなくとも一いつ瞬しゆんで鎧は纏まとえるし、下へ手たな動きをすれば彼女の背後にいるグランオーリが黙だまってはいまい。危害を加えられる確かく率りつはほぼゼロだと言える。

　嘆息した。

「何のつもりかは知らんが……何をしても、俺おれの考えは変わらんぞ」

「そんなことよりも今はうちのお客さんなのです。で、どうカットする？　全体的に軽くする感じでええかな……あんまりやりすぎるとワイルドさが薄うすれるから、長さ的にはほどほどに」

　髪をちょいと摘つまんだりしつつ、飄ひよう々ひようと言う。言葉が通じているのか、いないのか。いくら力や圧力を加えても、するりと受け流される感覚……暖の簾れんに腕押し。ぬかに釘くぎ。そんな諺ことわざがこの国にはあったか、と思い出した。

「……好きにしろ」

「はーい」

　鋏はさみの音。右に左に鋏が移動するたび、目の前にあるリコの威い嚇かく顔がおも右に左に移動する。正直ウザくはあったが仕方ない。

「さて。ちょっとばかしお話をしよー」

「それが目的か？」

「目的も何も。美容師とお客さんはお話をするものなのです」

「したくない奴やつもいるだろうさ」

「うちはプロなので、そういう人は見ただけでわかります。そんなときには黙もく々もくとお仕事をするよ。でも……お客さんは、違いますなー。お喋しやべりしたいオーラが出てますなー」

　もう一度、嘆息した。

「何を話す？」

「世間話でおっけーよ」

　世間話？　それが目的なのか？　ますますわからなくなる。

　鋏はさみの音を聞きながら、適当に受け答えをした。天気。この国の気候や慣かん習しゆうについて。

　そして──話はいつしか、彼女のことに。自分のことに。

　好きなもの。嫌いなもの。過去。未来。生まれ。思い出。世せ界かい橋ばし達の話。竜ド島ラ／コ竜ニ頭ア師ン団ズにいたころの彼らと自分達の話。夜や知ち春はる亮あき達の話。彼女があの家で過ごしてきた時間の話。リコ達の話。今の自分達の話。

　会話をリードするのは黒くろ絵えで、ペンドラゴンはぶっきらぼうに言葉を返すだけだったが。彼女は本当に、ただの客と世間話をしているかのようだった。くすくすと笑う。驚おどろいた声を出す。疑問があれば聞いてくる。客商売している人間──人間ではないが──ならではの、話術。
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　不ふ思し議ぎな感覚だった。鋏のリズミカルな音。軽くなっていく頭。

　彼女が発した何かの言葉に思わず頰ほおを緩ゆるめてしまいそうになり、ペンドラゴンははっとする。

　自分はここに、笑いに来たのではない。話をしに来たのではない。

　彼女を──手に入れるために、来たのだ。

　ペースが乱されている、と感じた。

「ふーむ。こんなものかな。シャンプーはどうする？」

「……いらねぇ」

「そう。ではこれで完成、と。後ろはこのようになっちょります。ワーオ、オトコマエー」

　黒くろ絵えが二つ折りになる鏡かがみを取り出し、こちらの後ろ髪をチェックさせてくれる。ちらりと見た──何も問題はない。むしろさっぱりとして気分がいい。

　黒絵の持つ鏡から視し線せんを逸そらし、正面にある大鏡を見つめた。

　その鏡越しに、見つめ合う。

　二つ折りの鏡をぱたんと折り畳んで、彼女は微笑ほほえんだ。

　ふんわりとした、羽毛のような、笑えみ。

「さて……うちにできることは、以上、かな」

　もやもやとした感覚が胸中にあった。曖あい昧まいな居い心地ごこちの悪さ。意味のわからない焦しよう燥そう感かん。漠然とした不安感。無む理り矢や理りに言語化すれば、そのようなものが。

　ペースが乱されている。乱されている。

　元に戻すには。

　どうすればいい？

　──決まっていた。

　たとえどれだけ強引であっても。

　意い識しき的てきに、自分らしく動くのだ。それしかなかった。

「……」

　吐息。それだけで、その吐息を直じかに受け取る位置にいたリコはこちらの考えを悟ったようだった。彼女がすっと目を細めた瞬しゆん間かん、

「気は済んだか。遊びはおしまいだ」

　ペンドラゴンは首のクロスをむしり取り、身を捻ひねりながら椅い子すから直に後方へ跳んだ。その最中、既にリコは鎧よろいの姿へと変じている。さらに横からは無表情でグランオーリも跳ちよう躍やくしてきていた。こちらの身体からだが空中にあった一瞬の間に刃やいばと化し、右手に融ゆう合ごう。

　音もない着地と同時、ペンドラゴンは左手で黒絵の首を摑つかみ、その矮わい軀くを力任せに押し倒した。馬乗りになり、右手の甲から伸びる刃を突きつける。

　一瞬遅れて──彼女の持っていた鏡が床に落ち、割れる音。

「一いつ緒しよに来てもらう。手足をへし折ってでも、千ち切ぎり取ってでもな」

　彼女の髪は動かなかった。動かしたところで無意味なのを悟っているからだろう、と思った。ここにいるのは、限りなく最強に近しい男なのだから。

「終わりだ」

　さまざまな意味を込めて、そう言った。

　それを聞いた彼女は、そっと、目を閉じて。

　たっぷりと時間を使ってから、ゆっくりと開いて──

　さっきと同じように、静かに微笑ほほえみながら。

「……そうじゃね」

　こちらの言葉を、肯定した。
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　庭に立ち尽くす。

　改めて見ると、ひどいものだった。枝の大半を失った庭の木。隕いん石せき群ぐんが落下したかのように、無数に抉えぐられた地面。そこにはこのは達が顔を顰しかめる赤黒い染みと、不快な臭気が薄うすく漂っている。憩いこいの縁えん側がわは獣けものに嚙かみ千ち切ぎられたような有様で、その嚙み傷は隣となりの廊下、そして奥の居間にすら達している。屋根は瓦かわらだけでなく木の枠組みから被害甚じん大だいであり、雨などが降れば家の中はもうひとたまりもないだろうと思えた。

　時刻は既に夜──月明かりの中、ぼんやりと見えるものですらこれである。日が昇れば、より正せい確かくな被害が見えるようになってしまうのだろう。気が滅め入いるような、溜ため息いきしか出ないような光景を、さらに目まの当あたりにすることになってしまうのだろう。

「う……あ……」

　呻うめき声ごえが聞こえた。春はる亮あきはそちらのほうにはっと顔を回し、

「フィア！」

「フィアくん、大丈夫か」

　錐きり霞かが引いていたカートの上、立方体が微かすかにその身体からだを揺らしたように思えた。

「あ、あ。私は……そうだ、私は……っ!?」

　息を吞のんだ、ようだった。

　彼女も見たのだろう。改めて、真正面から、見てしまったのだろう。

　眼がん前ぜんに広がる、見み慣なれたこの家の──見たこともない惨状を。

　途と切ぎれ途と切ぎれの呼気。吸気。

　そして──しばらく経たって。

　小さく小さく、聞こえるか聞こえないかの、囁ささやき声ごえ。

「これも……私の、せい、か……」

「おいフィア……？　お前、今なんて──」

　問い返そうとしたとき、逆に向こうのほうから、

「……なあ、春はる亮あき。戻ってきたのは、休息の、ためか……？」

「あ、ああ。学校から逃げてしばらくそのへんで隠れてたんだけど、やっぱり家でちゃんと休んで作戦会かい議ぎをしようかって」

「じゃあ、寝る。私は、部へ屋やに……」

　フィアと話したいことはいくらでもあった。今までのこと、これからのこと。騎き士し領りようの領主のこと──あの男が言っていたこと。

　けれど、フィアの声があまりにも弱々しく、多くを喋しやべらせるだけでその身を砕かせてしまうのではないかと思えたから。

「おう……ゆっくり休んどけ。それと、あいつが言ったこと。あんま気にすんなよな」

　そんな当たり前のことを、伝えたい万分の一ほどの言葉で言うしかなかった。

　ん、とフィアの曖あい昧まいな声があって、

「ついでだ、私が連れて行くよ」

　錐きり霞かがカートを引いて母屋おもやに向かった。その後ろ姿をぼんやりと見送っていると、

「あ。言い忘れてたけど、ガラスが危ないから家の周りを歩くときは気をつけてねー。離はなれのほうから掃除始めちゃったから、母屋の周りはまだあんまり片付いてないのよ」

「……親おや父じ」

「ところでポスト見た？　三億円とか入ってなかった？」

「何の話だよ」

　作業用エプロンと箒ほうき姿で、崩ほ夏なつは庭の片付けを行っていた。焼け石に水ではあるだろうが。

　今までの事情、自分達が脱出してからここで何があったのかは、フィアが目覚めるまでに軽く崩夏と話して既に知っていた。ペンドラゴンの足止めをしてくれた理事長達は、しばらく休んだ後またどこかへ行ってしまったらしい。学校の様よう子すでも見に行ったのだろうか。

　何にせよ、気楽な父親の姿と口く調ちようにふっと気が抜ける。

　春亮はその場に腰を下ろし、土の上に直に胡坐あぐらをかいた。それを見た崩夏も、休きゆう憩けい休憩、などと言いつつ女の子座りで隣となりに座ってくる。

　二人ふたり、並んで、再び家を眺めた。

　形の変わってしまった部分、変わっていない部分。それでも、家だ。自分達の家なのだ。

　また敵が訪れるのでは、という不安は確たしかにある。けれども、ここに帰ってこざるをえなかった。ホテルかどこかで休息するのは、何か違うような気がした。

　自分達の居場所は──やはり、ここなのだ。

　ここがなくなったら、悲しい。いや、悲しいなどというレベルではない。

　きっと、絶望するだろう。身体からだの中の大事な器官が抜き取られてしまったかのように、何もできない骸むくろになってしまうだろう。

　そんな──そんなのは、絶対に──

　春はる亮あきはそっと手に力を込めた。庭の土ごと、握にぎり締しめる。

「親おや父じ。俺おれ……頑張るよ。何ができるかわからんけど。絶対、こんなの、いやだ……！」

「そうね。なんとか、しなきゃね……」

　崩ほ夏なつも同じように、自らの家をじっと見つめながら答える。

　かつてなく真ま面じ目めなその表情が、春亮と同じ胸中であることを雄弁に語っていた。




　虎こ徹てつは塀の上に座り、その親子の様よう子すを眺めている。

　隣となりではこのはが塀の上に立ち、鋭するどい瞳ひとみを周囲に向けていた。一度攻められた城はどうしても守りが弱くなる。その警けい戒かいをするのが自分達の役目だ。

　そうしているうちに、母屋おもやの中から錐きり霞かが帰ってきた。並んで座る親子を見、少し離はなれた場所に彼女も腰を下ろす。

　そんなとき、隣にいたこのはが、

「虎徹。こちらは任せます。わたしは家のあちら側に行きますから」

　研とぎ澄すまされた刃やいばのごとき瞳。そこに込められた信頼には応こたえねばならない。そして応えられることに喜びを覚える。

「は」

　しかしその短い返事に、彼女はさらに視し線せんを向けてくる。何かを確かく認にんするような視線。

「心得ております。外から内へ──そして、内から外へも。鼠ねずみ一匹通さぬ所存」

　このはは軽く頷うなずきながら、吐息。そこには僅わずかな呆あきれの色が混じっていた。

「正直に言えば、どうでもいいんですけどね……あのときみたいに、逃げ出して海に飛び込もうがどうしようが。しかしそうしたら、また春亮くんが余計な重荷を背負うのはわかりきってますし……ええ、ただでさえ計算できないことだらけなのに、これ以上の面めん倒どう事ごとを増やされたらたまらないってだけで……」

　ぶつぶつと呟つぶやく。思わず、虎徹も口に出していた。

「──たとえ、逃げずとも。あれは……」

「あれは？」

　花見のように庭に座って家を眺めている彼らに聞こえるような距きよ離りではなかったが──なんとなく、声を潜ひそめて言った。正直に思うところを。

「……限界が近いかと」

　見ている限りでは、そう判断せざるをえない。様々なものを見失っている。様々な傷を受けている。様々な衝しよう撃げきに揺らいでいる。

　そして──そんな自分自身を、痛みに耐えかねて、放り出そうとしている。

「いかがなさるおつもりで」

「別に、どうも」

　彼女の声の温度が数度、下がったような気がした。

　その冷れい徹てつな響ひびきに合わせてか。

　続けられた声音は、虎こ徹てつが敬愛する、かつての彼女のもの。

「妾わらわには、泣なき喚わめく子の守もりなぞする趣しゆ味みはない。錆さびた歯車に油を差す手間は無む駄だとしか思えぬ。脆ぜい弱じやくな絡から繰くり仕じ掛かけごとき、気にかけることすら億劫おつくうじゃ。つまりは」

　家の反対側へ回るべく、彼女は塀の上をゆっくりと歩き始めた。

　そして、母屋おもやのほうを。

　鋼こう鉄てつの立方体が眠る部へ屋やのあたりを一いち瞥べつしながら、

「壊れるならば、それまでのことよ」

「……は」

　彼女の横顔と、眼鏡めがねの隙すき間まに見えた瞳ひとみ。

　そこにはいかなる感情も浮かんではおらず。

　虎徹には、その言葉が彼女の本心なのかどうかを判断することはできなかった。
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　フィアは暗い部屋の中、佇たたずんでいる。

　身体からだの下には布団の感触がある。自分を運んできた錐きり霞かが敷しいてくれたのだ。彼女は無言のまま、こちらの角を最後にそっと一ひと撫なでして部屋を出ていった。優やさしい放置。

　けれど、その優しさをありがたく思えるような余裕はなかった。

　ただ──どうしたらいいのだろう、と考えていた。

　自分は呪のろわれている。

　そうだ。呪われているからこそ。呪われるようなものだったからこそ。

　数百年もの間、それだけをずっと考え続けてきたのだ。

　自分は──「在ってはならないもの」なのか、と。

（……）

　思い出すのは、あの男。騎き士し領りようの領主。トリナーク・アガナー。記き憶おくの遥はるか奥底、あの城主の隣となりにいたような気もする錬れん金きん術じゆつ師し。自分の──生みの親。

　長い、本当に長い間、存在すら忘れていた人間だ。忘れたかった人間だ。だが、まったく予想だにしない状況で再会してしまった。今でもまだ、信じられないという思いがある。

　そんな、あの男までもが。

　生みの親すらもが、この自分の存在を過ちだと断じ、破は壊かいしようとしている。

　さらに言えば。

　あの男は、呪のろわれた槍やりの力で永遠に生き続け、自分のようなモノを蒐しゆう集しゆうし破は壊かいすることを選択した存在だ。つまり、それほどまでに、あの男には確かくたる意志があるのだ。その考えを絶対的な真理だと確信しているのだ。

　対して、自分は──

「っ……」

　存在しない喉のどが引ひき攣つれる。

　それは間違っているなんて、とても、言えない。だって──

　彼の左手。海の臭におい、血の臭い。濡ぬれた服。足りない指の数。

　──自分は、春はる亮あきを、傷つけた。それだけは、どうしようもない事実だ。

　自分が自分であるなら、その危険性はずっと続くのだろう。

　自分の生まれは、自分という姿形は、拷ごう問もん処刑の立方体であることは、変えられない。だからこそ、あの男はこちらの存在自体を否定する。危険であることを前提として生まれた存在なのだから、危険でないわけがない。

（どう、したら……）

　やはり、免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクだろうか。自分の機き能のうを抑えるための、唯一の対抗策。

　だが、それも不安がないわけではなかった。

　崩ほ夏なつのプレゼントで、ほとんど全すべての機構を封じて。残りは一つだけになって。

　それでも、その状態でも。自分は春亮を傷つけてしまった。

　だとしたら──免罪符機構を全部入れたとしても、この自分の中の狂気が消え去るとは限らないのではないか？

　何が起こるかは誰だれにもわからない。拷問具は確たしかに何も出せなくなるのだろう。けれど、だからといって、自分が狂わなくなるという保証はなかった。もし、あの船の上と同じようなことがまた起こったとしたら──素手で殴ってでも、他人の武器を奪ってでも、歯で嚙かみ千ち切ぎってでも、眼がん前ぜんの敵を殺そうとするかもしれない。そして我を忘れて大切な誰かを殴り殺したり、大切な誰かの喉のど笛ぶえを嚙み千切っていたりするかもしれない。

　ただの想像だが。それは、とてもありえそうなことのように、感じた。自分の中にある暗黒の濃こさを思えば。生みの親にも過ちだと断じられる、存在の罪深さを思えば。

　ああ。やはりだ。

　だったら。

　最も楽で、安全な方法は、

　もう、自分自身がいなくなることしか──

「少し内ない緒しよ話ばなしをしないかい、箱フイ型ア・イのン・キ恐禍ユーブ」

「っ!?」

　突然、暗い部へ屋やに誰かの小さな声が聞こえた。

　フィアは身を緊きん張ちようさせる。これは──闇やみ曲まがり拍ぱく明あきの声だ。だが明かりの消えた部へ屋やに誰だれかがいる気け配はいはない。ただ声だけがどこからか聞こえている。

「さっきはだいぶドタバタしていただろう？　その隙すきに家の中にちょっとお邪じや魔まさせてもらって、どさくさに紛れて双方向スピーカーを君の部屋に取り付けさせてもらっていたんだよ。こんなこともあろうかと、っていうやつさ……顔も見えないスピーカー越しにこんな話は失礼だろうけど、今の状況で村むら正まさや虎こ徹てつの監かん視しの目を潜くぐり抜けて直接こそこそ内ない緒しよ話ばなしをしにいけると思うほど僕は楽オプテ観イミス的テイツクじゃない。勘弁してほしいね。大きな声を出さなければ彼女達にも悟られることはないだろう」

「何、が……目的、だ」

「言ったろ？　内緒話だよ。君だけに伝えておきたいことがあってね」

「キリカをそうしたように……おかしな取引で騙だまして、私を思うように動かすつもりなら」

「逆だよ。僕は、君が動かないのを止めたいのさ。このままだと、君はこれ以上何かをするのを完全に諦あきらめてしまいそうだったからね。それは多少、つまらない」

「っ……」

　こちらが息を吞のんだ音が聞こえたか、拍明は小さく笑う。

「僕が伝えたいことは簡単シンプルだ。最後の免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクは君の作り主が持っている」

「なに!?」

「正せい確かくには、彼が世界を放浪している最中に手に入れ、そして最古の騎き士しとなった──魔剣ダインスレイブの中だけどね」

「ダイン……？　スレイブのことか」

「そうだね。彼女にとっては君達に呼ばれる名前などどうでもよかったんだろう」

　バイザーのような兜かぶとを装着した少女騎士のことを思い出す。同類──呪のろわれた剣だというのなら、確たしかにその中に組み込まれていても不ふ思し議ぎではないが。

「お前は……免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクが何なのかを知っているのか」

「おや。僕がどういう組そ織しきのリーダーなのか、忘れてしまったのかい？　未知が──」

「知っているならば教えろ。御ご託たくはいらん」

　拍明は呆あきれたような息を吐いて、しかし素直に言葉を続けた。

「免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスク──君達はあれを《呪いを軽減する装置》だと思っているんだろうが、厳げん密みつに言えば違う。その効果は副次的なものだ。本来の目的は別にある」

「それは？」

「決まっているだろう？　君の機構を封じることだ。あれはね、もともとが君の動作を制限させるために存在するストッパーなんだよ」

　正直に言えば。

　薄うす々うすは──感じていた。

　免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクがぴったりと嵌はめ込まれる自分の亀き裂れつ。そこに最初から埋まっていた何枚か。他ほかの、それが強引に組み込まれていた呪のろわれた道具達とは、明らかに距きよ離り感かんが違っていた。自然さが異なっていた。中でもかつて騎き士し領りようの一員だった藍あい子こに埋め込まれていた、呪いの軽減と、裏切りに備えた生命担保システムを合体させた装置──慈悲器官ユースアネイジアとかいったか──あの無む理り矢や理りさと比べれば雲泥の差だ。

「つまり……免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクも。私と同じく、あの男が作ったもの、なのだな」

「そうだね。君が三十二の機き構こうに変形できる設計であるのに合わせて、三十二枚のストッパーが作られた。まあ発注者は勿もち論ろん君を使いたくて作らせたわけだから、納品するときにはほとんどを外していたわけだ。ちなみにさすがの僕でも一度嵌められた免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクを外す術すべは未知だね。君の根幹に関かかわる場所である以上、当然にそこはブラックボックス化されている。イジェクトボタンなんて便利なものが存在しているはずはない。領主トリナーク・アガナー本人でなければ手出しはできないだろう」

　外す。敵と戦うために敵に頼んで外してもらう。暴ぼう走そうするのが怖いのに、戦う力をさらに解放する。矛む盾じゆんだらけの行為だ。ありえない。

「君に最初から入っていた何枚かは……動作が不安定な機構だったか、危険すぎるものだったか、納品先の趣しゆ味みに合わないものだったか。とにかく誤作動防止用だったんだと思うよ」

「……」

「彼が自分のしたことを悔いて放浪の旅に出たときも、免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクの多くはまだ彼の手元にあったんだろうね。騎士領という組そ織しきの持ち物に多く使われていたのはそれが理由だ。長い年月の間に散逸してしまったのも多かったんだろうけど」

　それでおおよその説明は済んだのか、しばらく拍ぱく明あきの声が途と絶だえる。

　免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスク。元々自分の中にあった、自分のために作られた、機構を封じるもの。

　しかしそれは、逆に──拷ごう問もん処刑用具として使われたせいで発生した、数あま多たの犠ぎ牲せい者しや達によってこの身に塗り込められた呪いに対してのものではない、と言えるのではないか。

　新たな不安。変わらない、不安。

「免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクがもともと、私のためのものだったことはわかった。だが、それがどうした？　という気分だ。免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクを全すべて集めて、最後の一枚を挿入して、全部の機構を封じたとしても。それで、この身を包む呪いが消えるとは限らん。素手で、歯で、爪つめで、狂ったように戦って、また大切な誰だれかを傷つけてしまうかも──」

「ああ。その心配はないよ」

　拍明は、あっさりと、断言した。

　何の気負いもなく。噓うそっぽさもなく。当然のことであるかのように。

　フィアはばっと意い識しきの目を見開き、存在しない顔を上げる。相変わらず部へ屋やは暗く、拍明の声が聞こえるスピーカーがどこにあるかはわからない。

　フィアは震ふるえる声で、

「ほ……本当、なの、か……？」

「勿もち論ろんだよ」

　そして彼は。続けてその理由を教えてくれる。

　どうしてか、それは、姿なき彼のにやにや笑いが見えるような口く調ちようで──

「なぜなら──」




　……

　…………

　………………




　そうして。




「……はは」

　フィアは喉のどから掠かすれた声を漏らして、笑った。

　笑うことしか、できなかった。

　人の姿を取っていれば、違っただろう。何かが目の端から零こぼれていたかもしれなかった。ほんの一筋。そんな刹せつ那な的てきな衝しよう動どう。けれど、きっと、笑っていたことだけは確たしかで。だから正しいのだと、自覚した。

　確かなことは、ただ一つだ。

　そうすれば、もう自分が人を傷つけるようなことは、なくなる。

　確かく実じつに。

「どうして……お前は、それを私に教える？　さっきの言葉と矛む盾じゆんしておるのではないのか」

「ふむ。正直に言えば──」

　言葉は軽かった。だから逆に、それも彼の真意だろうと思えた。

「君のことはだいたい調しらべつくしたような気がするんだ。あとはもう、それぐらいしか見たい未知はないんだよ」

　この、未知を既知にすることしか興きよう味みを持たない研けん究きゆう室しつ長ちよう国こくの主に、そう言わしめるほど。

　自分は終極点にいるのだ。そう感じた。

　また、少しだけ、笑えてくる。

　そんなとき、フィアはこの部へ屋やの外の気け配はいに気付く。

「……誰だれか来る」

「おっと。現時点で話したいことはだいたい話したような気がするし、僕はここらで退散させてもらうことにするかな……」

　その言葉を最後に、拍ぱく明あきの声は聞こえなくなった。

　廊下を歩いて近付いてくる、足音。そのリズムには聞き覚えがあった。

　だからフィアは黙だまって、その人間が部へ屋やの襖ふすまを開けるのを待つ。

　しばらくして──

「……よう。起きてるか？」

「……ん」

　そこには、予想通り、いつもの彼の微笑があった。

　それを見た瞬しゆん間かんに胸中に溢あふれてきたのは、さっきと同じ感覚。

　また、少しだけ、笑いだしたいような気分になって。

　同時に、少しだけ、泣きたい気分になった。
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　時刻は僅わずかに巻き戻り──夜や知ち家けの庭。

　春はる亮あきが家を眺めていると、隣となりに座っていた錐きり霞かがふと立ち上がった。

「このはくん達に差し入れでもしてくるよ。台所を借りても？」

「ああ、さんきゅ……手て伝つだおうか？」

「そんなたいしたことをするつもりはない。一人ひとりで充分だ」

「そう？　冷蔵庫に入ってるトマトジュースとか、全部使って大丈夫だから」

「わかった」

　そんな会話があって、錐霞が暗い家の中に入っていく。どことなく、錐霞も暇を持て余しているような感じがした。

　暇なわけがないのに。

　タイムリミットが訪れるより前に──何かをしなくてはならないのに。

　それでも、力が入らないのだった。一いつ旦たんここに腰を落ち着けて、花見のように壊こわれた家を見ていると、どうしてか、頭にも身体からだにもなかなか力が入らなくなってしまうのだった。

　今日きよう一日酷使した肉体には疲労感が満ちている。左手の傷は、痛みと疼うずきの中間にあるような違和感で、何か大切なものがそこから抜け出ているかのような空虚さを訴えかける。脳のう味み噌そは焦点がずれたように曖あい昧まいな活動記き録ろくを刻むばかりで、ともすれば意い識しきが飛んでしまいそうになる。

　駄だ目めだ。駄目だ。春亮は小さく頭を振りつつ、自分に言い聞かせるように、

「どうしたら……いいのかな。全然頭が回んねぇ……」

「いろんなことが一気に変わったからね。仕方ないわ」

　独り言のつもりだった言葉に答えたのは、隣に座っていた父親だ。今まで掃除をしていたので、エプロン姿で女の子座りしている。

「他ひ人と事ごとみたいに……なんかアイデアないのかよ、親おや父じ」

「ないわけじゃないわ。ていうかそれを今までやってたんだけど」

　視し線せんを向けると、崩ほ夏なつは脇わきに置いていた箒ほうきをばふばふ動かしながら続けた。

「いろいろ変わったせいでこうなってるんならね。とりあえず、無む理り矢や理りいつも通りに戻ってみるのもいいと思うのよ」

「……だから、掃除を？」

「そう。落ち着かなきゃいい考えも浮かばないわ。まず形から、ってのは意外に効果があっていいことよ」

　なんというか、あまりにも簡かん単たんで短絡的すぎるような気がする。春はる亮あきは嘆息で肩を揺らし、

「掃除はいいけど、まだ何も解決してないんだぞ。また敵が来て壊こわされたら？」

「何度でも直して、何度でも片付ければいいじゃない」

　あっさりと崩夏は言った。

「……そうしたら、いい《流れ》が来るって？」

「そうね、多た分ぶん。今はそうやって待つしかないのよ」

「多分、か。あてになんないなぁ……」

　もう一度、嘆息。

　そこで崩夏は座ったまま身体からだを回して春亮に正対し、微笑で聞いてくる。

「ね。春亮にとっての、一番の《いつも通り》って、なあに？」

「え？」

「まずそこから取り戻してみたらどうかしら。全部を一度に直すなんてできないから、一番クリティカルなところから頑張ってみようって話」

　いつも通り。

　考えてみた。視界は同じ──この庭から、家を見る。

　壊こわれていない屋根。日差しで温められた縁えん側がわ。昔の身長が刻まれた柱。古ぼけた、けれど落ち着く匂においの畳。居間には全員が集まっている。このはがなんだかぷりぷりしている。黒くろ絵えが奇天烈きてれつなことを言っている。錐きり霞かがいつもの口くち癖ぐせを呆あきれたように呟つぶやいている。そして、その中心には。その中心には──

「フィアが」

「ん？」

「フィアが、人の姿で、せんべいを食い散らかしてる……かな」

　目を細めながら、言う。暗い居間、傷ついた居間。そこに重ね合わせられた幻想の光景。

「じゃあ……それを、まずは、取り戻してみたら？」

「そうしたいよ、俺おれだって」

　でも。

「フィアは……あの領主が、自分を作った奴やつで。そいつに自分の生まれ自体を否定されて、ショックを受けてる。あと……まだ、呪のろいのせいで、船の上で暴あばれたことも」

　そして、この自分の指を切り落としたことも。

「俺おれは……何を言えばいいんだ？　気にすんなよ、とか、気にしてないよ、とか……今までに何回も言ったことを繰くり返すだけで、どうにかなるとは……ぐぇ」

「ヘイヘーイ」

　にゅっと伸びてきた箒ほうきの柄でほっぺたをグリグリされた。春はる亮あきは半はん眼がんでそれを押おし退のけ、

「なにすんだよ」

「真ま面じ目めすぎる息子むすこに対する教育的指し導どう。あのね、答えは意外とシンプルなものよ。難むずかしいことは考えずに、やりたいようにやってみなさい。こないだと同じで、たまには我わが儘ままだって必要よ」

「……」

　しかし今は、あのときとは違う。あのとき以上に、状況は難しい。

　躊躇ためらっていると、崩ほ夏なつはふふっと喉のどを鳴らして笑った。

「私にしてみれば……フィアちゃんはつまんないことで悩んでるわねー、って感じなんだけど」

「そんなに軽く言ってやるなよ。あいつにとっては──」

「それよ。フィアちゃんが重く受け止めてるからって言って、私達まで重く受け止める必要はないわよ。私達は私達の立場から、かるーく言ってあげればいいの。最初から間違った存在でもいいじゃない。呪われて当然のものだったっていいじゃない。そこから正しさが生まれることだってあるわ……ってね」

「正しさって……たとえば？」

　言うと、崩夏は僅わずかに目を細めた。

　しばらくの、無言。

　それはひどく長く、春亮は父親が答えるのを拒絶したのではないかと疑う。適当に口から出まかせを言っただけなのではないかと。

　しかし、ややあって──

　ようやくの、静かな声。

　それはひどく小さな、独り言かとも思えるような、世界にそっと滑り込んだ言葉だった。

「呪いっていう負の思念を知っているからこそ、正の思念のかけがえのなさがわかるのかもしれない。呪われて呪われて呪われたものだからこそ──呪いからもっとも縁えん遠どおいものを、生めるのかもしれない。そんなことよ……」

　ぼんやりと、何かを回かい顧こするように家を眺めていたその視し線せんが。

　言葉の最後で、ふと、動いた。

　春はる亮あきのほうに。

　それは、きっと、父親の。

　自分が生まれてからの、この十八年間で初めて見せた、隙すきだったのだ。

（あ──）

　その言葉と視し線せんに、気付くことがある。まさか、と思うことがある。

　どくん、と心しん臓ぞうが跳ねて。熱あつくなって。

　思わず──

「あのさ。前から、いつかもう一回聞いてみようと思ってたんだけど。俺の母親って……」

　しまった、というように父親の眉まゆがぴくりと動いたように見えたのは──自分の気のせいだったのだろうか。その一いつ瞬しゆんの間は微妙すぎて、そして父親がへらへらと笑いながら答えるのも自然すぎて、だから確かく証しようは持てない。本当に、錯さつ覚かくだったのかも。

「ん？　いきなり話が変わったわねー。さて、どこで何してんのかしら。離り婚こんしたきり連絡取ってないけど、元気ではあると思うわよ？　いや、あれは私が──はいすみません、ここは真ま面じ目めに謝あやまるべきなので一人称を戻しますと、俺おれがいっつもフラフラ出歩いてるのが耐え切れない、って飛び出してしまったわけで。不安定な生活させてしまって申し訳なかったというわけで。まあつまり全部俺が悪くて俺のせいなわけで、恨うらむならこの俺を恨むがいい息子むすこよ。いや待て、そのぶん二倍の愛情を注ぐために今こうして頑張ってるって言えばいい感じに美び談だんっぽくまとめられるんではないかと！」

　全力で──誤ご魔ま化かされた。煙に巻かれた。

　それはわかったけれど、不ふ思し議ぎに、ここで追及しようという気にはなれなかった。

　その真実は、きっと、今はどうでもいいものだ。知ったところで何も変わらない。

　だから、力を抜いて、笑うしかなかった。

「……無理無理。何が美談だ」

「えー。一人ひとり両親っていう新しい育児ジャンルを生み出してるのに。あ、やっぱおっぱい吸わせなきゃ駄だ目めなのかしら。吸う？」

「す、吸わせん！　馬ば鹿かげている！」

「うおっ!?」
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　気付けばいつのまにか錐きり霞かが帰ってきていた。エプロンの胸を両腕で挟み込むようにして強きよう調ちようしていた崩ほ夏なつをジロリと睨にらむ──崩夏はくすくすと笑ってそれをスルー。それからよっこいしょとジジ臭くさい掛け声で立ち上がった。

「さて、そろそろ片付けを再開しようかなー。っと、錐霞ちゃん、そのお茶貰もらっていいの？」

「まあ、元々二人ふたりのために持ってきたので……夜や知ちも」

「あ、ありがと」

　錐霞が持っていたお盆から麦茶のコップを受け取る。それを飲みながら視線を動かせば、後ろの塀の上にいた虎こ徹てつは真ま面じ目めな顔でトマトジュースの缶を傾けていた。どうやらこのは達には先に差し入れを渡してきたらしい。

「ぷはー。よし、じゃあもう一頑張りしますか。錐霞ちゃんもお茶の片付けは後にして、母屋おもやのガラス掃除だけ手て伝つだってくれない？　それが終わったら空いてるお部へ屋やを提供するから休むといいわ」

「構いませんが。ええと、夜知は……？」

「不肖の息子むすこはやることがあるみたいよ」

　こちらを見て、あの似合わないウィンク。踵きびすを返しながら、崩夏は続けた。

「とにかく……なんだか途中から話が逸それちゃったけど。結けつ論ろんは簡かん単たんな話。何を言っていいかわかんないなら、態度で示せばいいのよ。これ、古来より伝わる格言ね」

　錐霞に箒ほうきを渡しながら歩いていく、父親の後ろ姿。

　それを見ながら春はる亮あきも立ち上がった。

　さっきまでと比べると──不思議に、身体からだに力が入っていた。

　やるべきことはあやふやでも。

　やりたいことは、わかる。

「答えは意外とシンプル。言葉だけじゃなくて行動も大事……か。じゃあ、しょうがないな」

　春亮はにやりと唇を曲げて、呟つぶやいた。

「我わが儘ままを──やらせてもらいにいきますかね、と」




　そして。

「……よう。起きてるか？」

「……ん」

　フィアの返事は短い。

　暗い部へ屋や。自分が開けた襖ふすまから射さし込む月光だけが、布団の上で冷たく佇たたずむ鋼こう鉄てつの立方体を照らし出している。

　フィアは、その姿で在り続けることこそが、唯一の償つぐないであるかのように。

　誰だれも傷つけない、唯一の安全策であるかのように。

　依然として、自分自身を、閉じている。

　春はる亮あきはそっと目を細めて、自分の胸中を見つめ直した。自分がしたいこと。自分が求めているもの──いつも通りの光景。

　それを取り戻すために。かけるべき言葉を見つけていない自分がすべきことは？

「よっこいしょ、と」

　やばい親おや父じと同じ掛け声出たぞ、と顔を顰しかめながら。

　春亮は、フィアの身体からだを両手で抱え上げた。ずっしりとくる重み。

「なに、を……？」

　我が儘な解決策だ。

　自分がしたいことだ。

　だから春亮は照れることなく、フィアの身体を抱えて廊下に出ながら──言う。

「一いつ緒しよに寝ようぜ」

「は……はぁぁっ!?」

　素すっ頓とん狂きような、悲鳴のようなものだったが。

　久しぶりに、感情の籠こもったフィアの声が聞けた。
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　自室。押入れから出した布団を敷しいて、その中央にフィアを下ろす。掛け布団を足元に用意して、同じ布団──フィアの隣となりに寝転んだ。

「な……なぜ、こんなことを……」

「こうしたいから。お前と一緒に寝たいから。以上だ」

　噓うそではなかった。本当に、こうしてみたかったのだ。

　今までこちらと距きよ離りを取って、箱の姿で壁かべを作って、意志疎通すら中途半端にしかできなかったフィアと。

　これ以上なく、手加減なく近いところで、もう一度触れ合いたかった。それだけだ。

　箱の横に添い寝したまま、春はる亮あきはそっと右手を伸ばす。びくりとフィアの身体からだが震ふるえる──構わず、ぽんぽんとその角を優やさしく叩たたいた。ここは彼女にとってはどんな場所なのだろう。頭だったらいいが、お尻しりとかだったら……まあ、それは彼女の自己申告を待つしかない。

「そう言や、昔、お前が俺おれの布団に入ってきたこともあったよなぁ……」

　彼女がここに来たばかりのころを思い出し、ぽつりと呟つぶやく。

　その台詞せりふに対してか、角を撫なで擦さすっている手に対してかはわからないが。フィアはぴくぴくと身体を震わせるようにしながら、

「は、ハレンチ……小僧め……」

　いつもの罵ののしり文句。いつもの？　望むところだ。だからこうしている。今ばかりはこちらのダメージはゼロだ。

「ああ、その通り。俺はハレンチ小僧なのかもしれない。あのとき、別に嫌いやな気分じゃなかったしな」

「な」

「今だって、嫌な気分じゃない。こうして、お前のこと、触りたいって思ってる……」

　触り方を変えて、指先でつつくように。彼女の吐息がさらに上うわ擦ずったものに変わる。

　それからややあって、

「こんな……箱の姿、なのにか……？」

　春亮は少し考えて、正直に、

「まあ本音を言えば、人の姿のお前のほうが柔らかいし、触りたいって思うよ」

「そ……それが目的か。ふん……」

　そこで春亮は息を吐いた。言うならば今だ。

「──お前がそうなってるの、俺のせいだろ。ちゃんと話さなくちゃって思ってた」

　一いつ旦たん、彼女を撫でる腕の動きを止め、

「あの船の上で……俺が弱すぎたせいで、お前を狂わせた。俺がもっと強かったら、お前があんなふうになってまで俺達を助けるようなこともなかったんだ。だから……ごめん」

「謝あやまるな。謝りたいのは……私の、ほうだ」

　それでも、彼女の口から謝しや罪ざいの言葉は続けられなかった。春亮は予想する──いくら謝っても謝りきれないと、彼女は思っている。だから、そんな言葉を口にすること自体を、彼女は自分に赦ゆるさないのだと。

　左手の包帯。そこに蟠わだかまる空虚さ。曖あい昧まいな鈍痛。寒々しい喪失感。けれど、今はもう、それはそういうものだと慣なれてきてしまっているというのに。

　だから、今度は左手を伸ばして、さっきと同じように、フィアの身体を撫でた。右手と何も変わらない。何も気にすることはない。何も気に病むことはない。指が少なくなったところで、フィアの身体からだを撫なでることぐらいはできる。そしてそれができるということが重要なのだ。

「……」

　フィアは一いつ瞬しゆんだけ息を吞のんだようだったが──何も言わなかった。自分の気持ちの何分の一でもいい、伝わっていればいいと思う。

「あのさ……お前、もう俺おれ達を傷つけたくないから、こうなってるんだろ？」

　立方体の姿に。能動的な武器ではない、受動的な拷ごう問もん処刑具の姿に。彼女自身が快く思っていないはずの、彼女のかたち。

「そうだ……」

　春はる亮あきは大きく呆あきれの息を吐いた。手の動きをぐしゃぐしゃと立方体を撫で回すように変える。そのせいで僅わずかに指の痛みが自己主張を始めたが、気にせず意い識しき的てきに声を軽くして、

「いやー、それ、間違ってるから、止やめてくんねえかな」

「っ……!?」

「別にお前のこの姿が嫌いやってわけじゃないけど、『絶対にずっとこのままでいる！』ってお前が決めてるのはちと困る。早いとこいつもの姿に戻ってくれると助かるんだけど」

「なんで、だ……？　どうして……間違っている？　この姿なら、私は、誰だれも傷つけることなく──」

「誰も傷つけることなく、じゃねえよ」

　割り込んで、言った。

「俺が傷つくよ。柔らかいお前に触りたいって思ってる俺が。いつものお前の顔を見たいって思ってる俺が。傷つくよ……」

「あ……」

　愕がく然ぜんとしたような、フィアの声。

　畳みかけるように、春亮は囁ささやいた。

「我わが儘ままなのはわかってる。それでも言う。こないだお前、俺と一いつ緒しよにいたいって言ってくれたろ。その返事だ……俺も、お前と一緒にいたいと思ってる。ずっとこの家で一緒に暮らしたいって思ってる。だから──命令だ。いろよ。今まで通り、ここに」

　我が儘な行動。我が儘な通告。

　けれどこれは、紛れもない、自分の本音だ。

　長い、長い無言があって。

「いて、いいのかな。私は」

「いいに決まってるだろ。いろよ」

　そうして春亮はふっと頰ほおの力を抜いて笑った。

「なんかこんな話、前にもしたことがある気がするな。お前が来たばかりのころ」

　でも、あのときとは微妙に違う。自分の思いが、違う。

　あのときは、いたいなら、いてもいい。

　今は、いたくなくても、いろ──だ。

　いてほしいから。

　いなくなってほしくないから。

「でも……そうだ。私はずっと……考えていた。自分はここに来て、よかったのかと。あのときの選択は間違いではなかったのかと。私は、この家に来て何を為なせたのか。これから何を為せるのか。私は、最初から間違っていて。ずっと間違っていて、これからも間違い続けるのではないかという思いが、拭ぬぐえないのだ……」

「はは。それ、あの領主にヒドイこと言われたからか？　馬ば鹿かだな……最初が間違いって言われたからって、そこからのが全部間違いになるなんて、そんな話があるわけないだろ。あいつは生まれたばかりのお前しか知らない。ここに来てからのお前を知らない」

「でも──結果として。私に見えるのは、私がしてしまったことは、取り返しのつかない──」

　フィアの視し線せんが。

　彼女の身体からだを撫なでている左手に向けられたのが、なんとなく、わかった。

「私が為せたことは、何だ。結局、全すべては無む駄だだったのではないのか。こんな、今までで一番辛つらいような、誰だれかの身体を傷つけたことが、私の為せたことだとしたら。私が今までここにいた意味は──」

「だから、そんなことないって。お前が今までここにいた意味？　あるよ。正しい意味が、いっぱい、数えきれないくらいあるさ」

「ほ……本当、か……？」

「ああ。お前がここに来て生まれたいい影えい響きよう、いい変化。ちょっとしたことかもしれないけれど、確たしかに、よかったな、って思うもの──」

　一定のリズムで、フィアの身体を撫で続けながら。

　春はる亮あきは静かな声で、色々な記き憶おくを懐なつかしみながらの微笑で、言葉を続ける。

「そうだな……まずは、俺おれ的には。俺が、お前の頭を撫でたときのふわふわした感触を知ったってこと。お前の身体の柔らかさを知ったこと。お前の肌の匂においを知ったこと。お前の声を聞くのが気持ちいいって知ったこと。お前の重さを知ったこと……」

「ま、待て待て待て！　なんか、その……私についての恥ずかしいことばっかりではないか！　ハレンチ、ハレンチだ、ぞ……！　じ、冗じよう談だんは、止やめろ……！」

　春亮は微笑ほほえみを消さなかった。冗談ではない。あえて彼女が恥ずかしがるようなものから言ってみたのは意図的だが、けっして、冗談ではない。

　真実だ。

「じゃあ他ほかにも。丸まって寝る癖くせがあるって知ったこと、犬とか猫とか可愛かわいい動物が大好きだって知ったこと、そんな奴やつらを目の前にして歯止めが利かなくなってるお前は可愛いって知ったこと、お前のおせんべの食い散らかしっぷりを見るのも家計を気にしなきゃほんわかしてとってもいいものだって知ったこと……」

「あ、あんまり変わっておらんぞっ！　そんなの、些さ細さいで、どうでもよくって──」

「でも、お前がここにいてくれなきゃ、ずっとわかんないままだった」

　横になった視界。フィアの身体からだを見つめながら、真ま面じ目めに言った。

「その感覚で、幸せな気分になることなんてなかった──俺おれにとっては、大事なことなんだよ」

　うぐ、とフィアが喉のどを詰まらせるような音。

　反はん論ろんがなくなったようだったので、さらに続けた。手の動きも止めない。角度を変えて、フィアの表面を撫なで擦さする。ぴくりとまた彼女が震ふるえた。

「俺の個人的なことだけじゃなくて……他にもいろいろあるぞ。お前的には、できなかったことができるようになった。挨あい拶さつとか、バイトとか、学校に行くこと自体もそうだな。それで触れ合った人達、みんな、笑ってたろ。いいことだ」

「……」

「ああ、いろんな人達と知り合いになれたってのもいいことだな。お前がいなかったら……そうだ、いんちょーさんとかとはこんなに仲良くなってなかった。いんちょーさんの秘密とか知らなくて、いんちょーさんはまだ研けん究きゆう室しつ長ちよう国こくにいたままで。サヴェレンティとか白しら穂ほとか、ン・イゾイー、アマンダ、千ち早はやに伍い鈴すず……他にもたくさん知り合いができた。街の人達も忘れちゃ駄だ目めだな。お前が目立つから、商店街の人に顔覚えられたり、犬の散歩してた人に突進してたまに散歩係にさせてもらえるようになったり……あれ、何さんだっけ？」

「……山やま下しただ」

「そう山下さん。あそこのシベリアンハスキー、強そうなのに可愛いよな。お前が来てから黒くろ絵えはいつも楽しそうだし、ふらりと旅に出ていかなくなったし。はは、お前を相手にしてるとき、このはにも意外に子供っぽいところあるんだなってよく思うようになってた。お前のおかげだな……他に……酒屋さんがよく醬しよう油ゆ配達のおまけくれるようになったし、学校で知らない奴やつから話しかけられること増えたし──」

　支し離り滅めつ裂れつ、だったと思う。

　頭に思い浮かぶことを、順序も何もなく、ただ言葉にして垂れ流していた。指の少なくなった手でフィアの身体を撫でる、そのリズムに合わせて、歌うように囁ささやいていた。

　フィアのおかげで。得られたもの。変わったもの。

「お前がよく食うから、いろんなもの食べさせたくなって、俺の料理レパートリーが増えた。せんべいの種類と味に、俺まで地味に詳しくなった。一人ひとりだったら見ないジャンルのテレビ番組を見るようになった。英語の成せい績せきがよくなった。ただいまって言う前に家の中が騒さわがしいと、なんとなく嬉うれしくなった。お前はなんでも好奇心旺おう盛せいだから、何かについて話をすること自体が増えた。だから時間を潰つぶすのに苦労しなくなった。いろんな懐なつかしい遊びをした。よく、笑うようになった……」

　次第に頭がぼんやりとしてくる。部へ屋やの暗さと、自分の声と、フィアの質感。それらが、どこか不ふ思し議ぎな心地ここち好よさで、穏おだやかな睡すい魔まを運んできた。

「いてくれて、ありがとって思うよ。これからもいてほしいって、思うよ……だから、なあ、フィア……」

　小さく小さく、囁ささやいて。

　撫なでる動きを止めた左手を、フィアの上に乗せたまま。

　春はる亮あきは、そっと、目を閉じる。

　その左手に、もはや空虚さはない。

　指がなくなってしまっているのは、当然のように変わらないけれど。

　そこに生じていた寒々しい喪失感は、今は──

　誰だれかの掌てのひらにそっと包まれているような温ぬくもりで、塗り替えられていた。




　　　　[image: くぎりもじ]




　騎き士し団だん長ちようクーンラート・ヨハネス・ファン・ハウテンは、その貴族めいた名前とは裏腹に、無骨な顔立ちと熊くまのような巨きよ軀くを持った中年の男である。

　愛想がないとよく言われ、それは彼自身も自覚してはいるが、どうこうなるものでもなかった。呪のろわれた道具を破は壊かいし、家族の仇かたきを取るために必要なのは愛想ではない。鍛きたえた身体からだが発揮する怪力であり、血ち反へ吐どを吐いて刻み込んだ闘とう槌つい術じゆつであり、腕が捥もがれても使命を完遂するという意志だ。

「……」

　そんなクーンラートは今、夜の校舎をのしのしと歩いていた。油断なく周囲に視し線せんを走らせる──タシターン・チャッターボックスの暗示にかかった生徒達の監かん視し、校内に潜ひそむ不ふ穏おん分子の排除。その統括が彼に与えられた役割だ。

　日に本ほんの学校の、しかも夜の校舎を歩くというのは無む論ろん初めてだ。知ち識しきとして知ってもいない。だがこの状況が異常なものであることだけは推測できた。

　外は完全に夜よ闇やみに包まれ、日付すらとうの昔に変わっている時間帯なのに、生徒達はそれをまったく不思議がることなく学校生活を送っている。昼間と同じように授業を繰くり返している。無む論ろん、教室などには明かりがついている。タシターンの暗示には「不自然さを自覚しない」というのが基本効果としてあるので、彼らの中では「今日きようはなんだか暗いな。電気つけるか」という程度の認識になっているのだろう。

　依然として、校舎の中にいるはずの研けん究きゆう室しつ長ちよう国こくの狩人かりうどや他ほかの関係者の姿は見つかっていなかった。合流して姿を隠しているのだろうか。この場所は既に《アウシュビッツ＝ビルケナウ》で完全封ふう鎖さされ、《騎き士し領りよう化か》が完了するのも時間の問題。《十字軍のデイユ・建国旗槍ル・ヴ》本体は領主と共にダインスレイブ達が守っている──不ふ穏おん分子がたかが数人集まったところで何ができるとも思えなかったが、わざわざ好きにさせておく必要もない。

　廊下ですれ違った部下達に「油断するなよ」と釘くぎを刺しながら、彼自身も教室を覗のぞき込んだり掃除用具入れを開けたりして仕事に励む。そのうちに授業が終わったらしく、教室の中から生徒達が流れ出てきた。休み時間の喧けん騒そう。仕事がやりにくくはあるが、仕方がない。

　タシターンの暗示により、騎士は生徒達の目には認にん識しきできないようになっている。つまりは何をしようと「いないもの」として扱われるのだ。

（ふん。ネトーがいなくて好都合だったのかもしれんな。奴やつがいれば、暇ひま潰つぶしに何人が犯されて殺されていたかわからん）

　少なくともクーンラートには、姿が見えないからといって女子生徒に不ふ埒らちな行為をするような趣しゆ味みはなかった。娘のような年とし頃ごろの子供に劣情を催す獣じゆう心しんは持ち合わせていない。ただでさえ日に本ほん人じんは年若に見えるのだ……しかし日本の女子高生のスカートの短さはいただけない。あんなに太ふと股ももを露ろ出しゆつさせてどうする。

　むっつりと唇を引き結びながら、クーンラートは休み時間の喧騒に満ちた廊下を歩く。

　それにしても特徴的な人間の多い学校だ、と思った。校則がよほど緩ゆるいのだろう。スカートの長さだけでなく制服自体を改造しているものもいるし、髪の色も様々。生徒だけでなく教師も、自由すぎる恰かつ好こうをしているものを何人も見かけた。

　そんな混こん沌とんとした廊下を、熊くまのような巨きよ軀くの男が進むのだ。生徒達にぶつかって跳ね飛ばさないよう気をつけてはいたが、ある曲がり角で、

「うっわー！　次の授業、間に合うかなっ!?　早く洗って片付けなきゃっ！」

　一人ひとりの生徒が凄すさまじい勢いで飛び出してきた。分厚いぐりぐり眼鏡めがねをかけ、首の後ろで髪を縛しばっている女子だ。

　そう、凄まじい勢いだった。クーンラートの腕がぴくりと動く。これが、敵がナイフを持って突進してきたというのであれば、すぐさま背の戦せん闘とう用ようハンマー──何十個もの呪のろわしい禍具ワースを打ち砕いてきた愛用品だ──を引き抜いてその頭ず蓋がいに叩たたきつけるところだが。あるいは単純に殴り飛ばして間合いを開けるところだが。

　相手は華きや奢しやな身体からだの女子で。その手にはナイフではなく、美術用のプラスチックの水入れがあるだけだった。だから対処を戸惑う。そしてその一いつ瞬しゆんの間に、

「……む」

「おっひゃー!?」

　衝しよう突とつ。

　クーンラートにとってはさしたる衝しよう撃げきでもなかったが、肉の厚みの違う相手にとってはそうではなかった。大きく跳ね飛ばされ、女子生徒は地面に尻しり餅もちをつく。

「あいたー……コケちゃった……ハズいよう。てかヤバ！」

　彼女はきょろきょろと周囲を見回し、それから持っていた水入れを覗のぞき込み、首を傾かしげた。

「あれ、零こぼれて……ない？　なんか水が少なくなってるように見えるけど、気のせい……よね。廊下とかどこも濡ぬれてないし。よっし、ナイス日ひ頃ごろの行い！　ここで廊下の掃除とかしてる暇ないっての！　ラッキー！」

　尻をはたきながら立ち上がり、またばたばたと走り去っていく女子生徒。

「……」

　クーンラートは目を閉じて嘆息した。ぽたぽたと前髪から零れる液体の冷たさを感じながら。

　残念ながら、彼女の言葉は間違っていた。零れている。汚れた水入れの液体は廊下ではなく、この自分の身体からだが受け止めたというだけだ──彼女にとっては確たしかに幸運だったのだろうが。

　絵の具が溶け込んだ、何色かもわからない水は異臭を放っている。当然、その液体を頭から引っかぶった自分の身体も、たっぷりとその液体を染み込ませた外衣もだ。

「ち……」

　今回の自分は騎き士し団だん長ちようの役目を与えられている。部下を率いるものとして、さすがにこの恰かつ好こうのままではまずいだろう。

　周囲を見回すが、既にさっきの女子生徒の姿はなかった。だが汚れた水入れを持っていたのだ、その進行方向にそれを流せる水場があるのは間違いない。とりあえず追ってみることにした。

　それにしても、なぜあんなものを持って廊下を走っていたのか。普通、美術の授業が行われる教室には水が流せる設備くらいあるはずではないのか。いや、そこが他ほかの生徒でいっぱいだったから慌てて廊下に出たということなのか。土地不足のせいか、日に本ほんという国はやはりどこも窮きゆう屈くつだ。

　絵の具の臭においのする滴しずくをぽたぽたと垂らしながら、クーンラートはちらりと横手にあった壁かべの張り紙に目を向けた。

　騎士は世界中を飛び回るものであるからして、様々な言語を学んでいることが推奨される。クーンラートも日本語はそれなりに身につけていた。だからそこに書かれている言葉は問題なく読むことができて、

「……廊下を走るな、か。至言だ」




　巨漢の男は、廊下の中程にある流しの前で足を止め、コートのような上着を脱いだ。背に括くくりつけていた大きなハンマーは足元、いつでも手に取れる位置に立てかける。油断はしていないらしい。

　水道の蛇口を捻ひねって水を出している、その男の姿を──

　ぐりぐり眼鏡を装備して髪を縛った宙城日向スタイルの白穂は、近くの曲がり角からこっそりと見ていた。小さく舌打ちする。

「さすがにシャワー室にまでは行ってくれないわね……そうだったら楽だったんだけど」

「仕方ないよ、白しら穂ほ。ぜーんぶ無視してパトロール続けちゃうパターンよりは全然マシだし」

　隣となりにはサヴェレンティがいた。目立たないように制服姿だ──登校のときはいつも制服なので、こっそり秘書室で回収して着替えたのだ。

　白穂は小さく頷うなずいて、再び男に目を向ける。ン・イゾイーが慎重に校舎内を移動しつつ騎き士し達を観かん察さつし、見つけ出してきた男。勿もち論ろん白穂は「見ただけでわかる」などというン・イゾイーの言葉を完全に信じているわけではないが、確たしかにあの男には下っ端とは違う風格が感じられなくもない……気がする。主に身体からだの大きさとかで。まあこれで間違っていたとしてもそれは自分の責任ではない。褐かつ色しよく女おんなを後で思うまま罵ののしるだけだ。ちなみにあの外見ではこうして曲がり角にいるだけでも目立つので、彼女は少し離はなれた例の階段裏スペースで待たい機きしている。

　騎士の男は大きな背中を窮きゆう屈くつそうに曲げ、脱いだコートを水道の水で湿らせていた。汚れがひどい部分を手早く洗っているのだろう。周囲の生徒達がそれにまったく気付かない様よう子すで普通に廊下を歩いているのがひどくシュールだった。

　しばらくして、彼は一度コートを自分の鼻先に持ち上げる。臭においを嗅いで確かめたか、そのコートを一いつ旦たん脇わきへ置く。それから彼は自分の頭を蛇口の下に突っ込み、頭に被かぶった汚水を洗い流そうとする──

「サヴェレンティ」

「うん……王権にて"I have sovereignty 告げるfor every doll"。摸されたLike a vassal全の形代は upon /listen/我が "show proof to群臣 worship"。従せよObey」

　小声で彼女が囁ささやくと、その掌てのひらの上にあった小さな人形がぴょこりと起き上がった。携帯のストラップサイズの、人とロボの中間のような姿をしたものだ。金属製で、作りは意外にしっかりしている。

　その小さな足で歩かせるのは時間がかかるし、辿たどり着くまでに生徒達に踏ふみ潰つぶされでもしたら目も当てられない。白穂は打ち合わせ通りに人形を摑つかみ取り、音を立てないように慎重に、廊下を滑らせるようにして投げた。

　そうして流し場に接近した人形が、この曲がり角からのサヴェレンティの視し線せんを受けて再び立ち上がる。近くの消火器をよじ登り、そこからジャンプして廊下の窓枠へ、そしてそこを伝って流し場の縁ふち──あの男がコートを置いている場所へ。

　水道で頭を乱らん暴ぼうに洗っている男の横、人形がごそごそとコートの中に潜もぐり込む。

「ど、どう……？」

「うーん、えっと、ちょっと待ってね。よっ、ほっ、はっ……ポケットは、こっち……いや、逆側……？」

「急いで」

「わ、わかってるけど……微妙に見にくいから、動かしにくくて……おっ？　これかなっ？」

　もぞり、とコートの中から人形が出てくる。その小さな腕で挟み込むように、携帯電話らしきものを持っていた。人形はそのままびょんと流し場から飛び下り、廊下の端を必死に走ってこの曲がり角まで戻ってくる──

　白しら穂ほはその人形から携帯電話（スマートフォンではなく、普通の折り畳み式だ）を受け取り、恋人に微笑を向けた。

「偉いわ、サヴェレンティ。さすがよ」

「えへへ、照れるなー」

　サヴェレンティが照れ顔で頭を搔かく。反射的に抱きしめてしまいそうになったがなんとか堪こらえた。白穂は手中の戦利品をちらりと見やり、

「トランシーバーみたいなものじゃなくてよかったわね。ただの携帯っぽいわ」

「本当に外に繫つながるのかなー？」

「さあ、確たしかめてみないことにはね。とにかく今はここを離はなれて……」

　そのときだった。

　白穂はまず、こちらを見ていたサヴェレンティの目が見開かれたのに気付いて。

　次に、自分の肩が肉厚の手に強く摑つかまれたのを感じて──

　背筋が、凍る。

「──何をしている？」

　振り向くよりも先に。

　絵の具が混ざった水の臭においで、その手の持ち主が誰だれなのかを理解した。







《 － interlude －  C ： " at morning " 》

　そして──

　小さな振動音に、意い識しきが刺し激げきされて。

　春はる亮あきは目覚める。

　ゆっくりと布団の上に身を起こして、周囲を見回して。

　まず目に入ったのは、銀ぎん色いろ。

　日が昇ったばかりの、まだ薄うす暗ぐらく蒼あお褪ざめた世界が広がる窓。そこに肘ひじを乗せて、彼女は外を眺めていた。微かすかな風を受けてふわりと揺れる、見み慣なれた色。身体からだに適当に巻きつけられた、掛け布団のシーツ。

　こちらが起きたことに気付いたか、フィアはゆっくりと振り返った。

　ずいぶん久しぶりに見るような気がする──彼女の、顔。

[image: ]

　春亮は苦笑して、

「よう」

　彼女は照れたように、恥ずかしそうに。

　軽く口を尖とがらせながら視し線せんを明後日あさつての方向に向けて、

「お……おう」

　そんな曖あい昧まいな言葉を返してきた。それから、意を決したように──しかしもじもじと肩を縮ちぢめて、視し線せんも逸そらしたまま、

「お前は、この私の豊満ボディが見たいらしい……からな。まったくハレンチ小僧だ。見れなくてショックで傷ついて自殺しそうとまで言われてはかなわん。どうなっても知らんぞ」

「いや自殺しそうとまでは言ってないが」

「う、うるさい！　似たような感じだったろーが！」

　そこで初めて、視線が合う。眉まゆを吊つり上げたフィアの顔。いつものフィアの顔。早朝の澄すんだ空気、窓の外の夜明けの色、きらきらと舞まう銀髪。

　その全すべてが、春はる亮あきの胸中に、何か笑い出したいような気分を与えてきて。

　それはおそらく、フィアも一いつ緒しよだったのだろう。

　見つめあったまま、二人ふたりでくすりと噴ふき出してしまう。

　フィアがやれやれといった微苦笑で首を振りながら、ふいとこちらを指さしてきた。

「で……何か鳴っておるのではないか」

「あ、そういや」

　ポケットを探る。さっきから聞こえていたのは、マナーモードにしていた携帯が震ふるえる音だった。取り出してみると、液晶に表示されていたのは見知らぬ番号。

　けれど──不ふ思し議ぎなことに。

　何か、いい予感がしたのだった。

　知っている誰だれかのような、そんな気がしたのだった。

　この素す晴ばらしい銀ぎん色いろの朝に、それ以外の何かが訪れることなどありえないと。

　だから春亮は何も恐れることなく、むしろようやく来たかというような心持ちで、そっと通話のボタンを押した。




「もしもし？」


つづく












　あとがき




　前巻で「次が最終巻」とか言っていましたが……懸け念ねん通り一冊では終わらなかったよ！　というわけでシリーズ初の分冊形式となりました。ラストエピソードの前半となる、[image: しーさん]－シーキューブ－[image: じゅうろく]巻をお届けします！　いやあ、ホントに書けば書くほど分量が増えていってねえ……どうしてこうなった。

　ともあれ、見み慣なれぬサブタイトルがついてるのもそんな理由によります。いつものローマ数字だけだとあまりにもわかりにくいかな、と。CLOSEには「終える」というような意味がありますので、エピソードファイナル的な意味だと思っていただければ大丈夫です。まあCLOSEには他ほかにもいろいろな意味がありますけども……ね。

　普ふ段だんならこのへんで今巻について軽く語るところですが、今回は純粋にエピソードの前半分にあたるのであまり迂う闊かつなことが言えない感じですな。新キャラとかも出てきてはいるけど、後半にもまだ出番があったりするし。逆に最後なので既存キャラの裏話でも……と思ってもそんなページはないとの無情なお上かみのお達し！　次の巻のお楽しみとして取っておきたいと思います。最初は錐きり霞かが眼鏡めがねキャラだったって話、どこかでしたことあったっけ……？　まあそんな感じのことを。次巻のあとがきページが余っているという確かく証しようはありませんが！




　さて、この最終エピソードを書いている最中はいろんなことがありました。さっきも言いましたが書けば書くほど量が増えていくわ、原因不明の体たい調ちよう不良で執筆ペースががくんと落ちるわで。パソコンの画面を数十分見ているだけで眩暈めまいと吐き気と頭痛に襲おそわれるという大ピンチ。眼がん精せい疲労的なものもあったんだと思いますが、今にして思えば単純にストレスとかだったのかもしれないな……やっぱりこれで最後だということでブレッシャーもあったわけですよ。一行書くたびに私の中の脳内委員長が「ちょっと男子、それでいいの!?　最後なんだよ!?」と文化祭準備のノリで責め立ててくるよーな気分で、書いては直し書いては直し。それでもなんとかこうして完成させ皆様の手元にお届けすることができて、本当によかったと思います。




　最後になりましたが、今巻もたくさんの方々にお世話になりました！　担当編へん集しゆう湯ゆ浅あさ様、絵師のさそりがため様、その他この本の出版に関かかわってくださった全すべての関係者様方へ。ありがとうございました！

　読者の皆様へ。「まだ終わらないのかよー」と思われた方もいらっしゃるかもしれませんが、後半部も既に書き終えていますので、この本の続きはあまりお待たせせずにお届けできると思います。今度こそ本当にシリーズ完結巻となる次の巻を、皆様、どうかよろしくお願ねがいします！


水みな瀬せ葉は月づき









水みな瀬せ葉は月づき

いよいよラストエピソード！　というわけで写真はここまで[image: しーさん]の執筆に尽力してくれた相棒達。一緒にシリーズを立ち上げた初号機（左）と、彼が異音を発し始めたので[image: じゅうよん]巻からお役目を交代した二号機（右）。今までありがとう＆次の最終巻もよろしくな！

[image: ]




さそりがため

ひきこもりなのに、どこからかノロウィルス貰いました…この家にはミクロレベルの敵が潜んでいる…！

そろそろ来る、花粉症のバイオテロにもおびえる毎日です。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。
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